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初め て イン ド に 渡っ た の は 1974 年 の 秋 で あっ た 。 そ の 後 は ほぼ 毎年 の よう に イン ド を 訪れ て 准 在 の 
延 日 数 も か な り の も の と な っ た が 、 そ の 最初 の 渡 印 の 一 年 間 と いう も の は 最も 印象 深い 旅 で あっ た し 
その 後 の 私 の 進む 方 向き さえ も 決定 ゴ づけ た よう に 思え る 。 そ の 時 は 三 日 と 同じ 所 に 留 る こと な く 、 遺 跡 
と 博物 館 と 寺院 を 中 心 に イン ド 中 を か な り 詳 細 に 見 て まわ っ た 。 美術 以外 に も 、 そ の 他 の 文化 や 宗教 
に 興味 を 持つ こと に も な っ た 。 | 

私 は 画家 で ある か ら イ ンド に 行っ て も 何より も 絵 に 興味 が あっ た 。 イ ンド の 絵画 の 中 で 、 そ の 多く 
は ミニ ア チ ュ ー ル 絵画 で ある 。 イ ンド の ミニ ア チ ュ ー ル は 小さ な 画面 の 中 に 広々 と し た 豊か な ロマ ン 
が 宿っ て いる 。 そ し て 絵 は 人 と の 、 一 対 一 の 対話 で ある こと を 教え られ た 。 イ ンド ミニ ア チ ュ ー ル 絵 
画 の 研究 と 収集 は 自分 の 出来 得る 限り 行っ て きた 。 ひと目 見 た ら 制 作 地 の 判別 や 時 代 の 判別 、 そ れ に 
描か れ た 絵 の 内 容 も 的 確 に わか る よう に も な っ た 。 AIRERA, H DDD e Y K TC BL 
い 数 の 塵 葛 の よう な ミニ ア チ ュ ー ル の 山 を 一 枚 づ つ 目 を 通し て いく こと で 眼力 を つけ て いっ た 。 

次 に 彫刻 に 興味 が あっ た 。 イ ンド の 彫刻 の 、 そ の 圧倒 的 な 石 の 立体 感 の 持つ 迫力 で 否応 無し に 魅力 
の 虜 に な っ た 。 広 大 な イン ド で は ある が 、 時 代 や 場所 に それ ぞ れ の 特徴 が あり 、 判 別 は それ 程 難し く 
な い 。 そ れる も 最初 の 渡 印 で 見 て まわ っ た こと が 基 に な っ て いる 。 

イン ド の 古い 染織 に 関し て は 最初 は 全く 興味 が な か っ た 。 単 に 風俗 と し て 広い 大 地 に 似合う 赤 や 黄 
色 の 女性 の 衣裳 や 、 白 い 衣 党 に 鮮やか な 色 の ター バン の 男性 な ど 、 視 覚 的 な 興味 が あっ た に すぎ な か 
DIES 

最初 の 旅 で 買っ た の は 、 た っ た 一 枚 の 更紗 だ け で あっ た (MM I -No15) 。 表 裏 二 枚 に な っ た 十 九 世 
紀 の マ スリ パタ ム の も の で 、 そ の 良い 方 の 一 枚 は 私 の 絵 の 寿 風 の 周囲 に 使っ て し まっ て 今 は も う 手 元 
に な い 。1975 年 の 時 、 百 ルビ ピー で 買っ た 。 貧乏 旅行 だ っ た の で 、 そ の 時 は 百 ル ビー の お 人 金 も 大 金 で あ 
っ た 。 今 に な っ て 思え ば 随分 と 安い 買い 物 で あっ た 。 そ れ に その 気 に な っ て 探せ ば 良い 物 が 沢山 あっ 
た 時 代 で あっ た 。 そ れ は ミニ ア チ ュ ー ル 絵画 も 同じ で 、1980 年 頃 ま で は 絵 も 染織 品 も 収集 家 に と っ て 
は 黄金 時 代 で あっ た 。 今 で は と て も 見 る 事 の な い 、 長 さき 七 、 八 メー トル も ある 巨大 な ム ガ ー ル の 手 捕 
き 更紗 や 、 詩 徐 な ブロ ケー ド も あっ た 。 

私 は その 頃 お 金 が な く 、 生 活 費 に も 事 欠 く 状況 で あっ た 。1977 年 と 78 年 に 、 あ る 美術 コン クー ル で 
大 賞 を 受け 、 そ の 賞金 で イン ド で 絵 や 布 を 買い 始め た 。 二 度目 に 買っ た 布 は 豪華 な チャ ン デ リ の ド ォ 
パタ (図版 II-No25) で あっ た 。 や っ と イン ド の 古い 染織 品 の 美しき に 興味 を 持ち 始め た 頃 で ある 。 そ 
れ か ら は 収集 し 始め た ら 止 ま ら な か っ た 。 初 め の 頃 は ミニ ア チ ュ ー ル 絵画 に 主力 を 注い で 買っ て いた 
が 、 イ ンド に 訟 て 絵 の 質 の 高い も の が 出 な く な っ て きた 事 と 、 値 が 高く な りす ぎ た 事 で 絵 は 次 第 に ロ 
ンド ン や ニュ ー ヨ ー ク の オー クシ ョ ン で の 買い に 移行 し て いっ た 。 そ し て イン ド で は 古い 上 抹 織 品 を 中 
e E EE 急 に 高騰 し て いっ 
r RGM CET WA CSRI KICLCETSe 

A ENEE, 誰 も その 美的 価値 に イン 
ド で 気付 く 人 は いな か っ た 。 ト ルコ 赤 の 地 に ペイ ズリ ー 模 様 が 最も 多い が 、 化 学 朱 料 で も トル コ 赤 は 
鮮烈 で 美しい (図版 IL-No30 等 )。 銅 版 更 紗 は 本 文 で 説明 され て いる が 、 そ の 多く は イギリス で 製作 さ 
れ イ ンド に 輸出 され た も の で ある 。 イ ンド の ボン ベイ や イン ドー ル な ど で も 製作 きれ て いた が 、 イ ン 
ド で の 鋼 版 更紗 の 研究 は ほとん ど な さ れ て いな い 。 ヨー ロッ クッパ 製 の 鋼 版 更紗 で も イン ド で 収集 し た 事 
と 、 イ ンド の 更紗 の 影響 で 製作 し 、 逆 に イン ド に 輸出 する よう に な り 市 場 を 独占 し た 事 で 本 書 に 収録 
Ke 

Tm رہ ا‎ Stier ۴۱ج لہ‎ 2 Ko CY N L EN HE EN OBL, b LAI fhe 
. て も 高価 で 買え な か っ た 事 に よる 。 木版 の 更紗 の 中 で ラダ ッ ク で 手 に 入れ た も の が ある (OURI- 
No36 一 43)。 ラ ダッ ク は 1974 年 まで は 入 域 覇 止 地区 で あっ た 。75 年 の 夏 が 最初 で 、 そ の 後 、 三 度 壁 画 の 
模写 の た め に 入っ た 。。 シル クロ ー ド の 支線 で ある ラダ ッ ク は 非常 に 乾燥 の 強い 地域 で ある 。 そ の 為 、 
布 の 保存 に は 適し て いた よう に 思う 。 エ ジブ プ ト の フォ スタ ー ト 出土 の 有 裂 と 類 公 し た も の が ある 。 多 色 


の 木版 更紗 に サン ガ ネ ー ル で 製作 され た も の が 多数 収録 し て ある 。 こ の うち 三 分 の 一 は ジャ イプ ー ル 
の 、 あ る 個人 の 家 か ら 出 た も の で ある 。 こ の 手 の も の が 数 が 多い こ と は 珍し い 。 

巻き 上 げ 絞 りや 印 金 、 印 銀 の ター バン や ブロ ケー ド は 最初 は 私 の 絵 の 額 半 の な か に 使え た ら と 思っ 
E TE て いた だ た 。 

刺繍 の 布 は 、 私 自身 が 袋物 が 好き で 、 主 に 袋 に まっ て いる も の を 買っ て いた 。 

マシ ュ ル 一 織 (ミス ルー) AKH DHC MD D K O GO CG. 
SOHN, Bed & C H b K E Nr, 
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に 進ん で 集め る 気 が せ ず 、 僅 か し か 持っ て いな い 。 

収 鍼 の 染織 品 の 中 で I -No 5 は 日 本 の 古 美 術 店 で 買っ て いる 。 江 戸 時 代 に オラ ンダ 禄 易 で 輸入 され た 
も の で ある 。 1 -No 9 、1 -No10、』 -No12 は ロン ドン の オー クシ ョ ン で 落札 し た も の で ある 。 他 は 全て 
AMAR CTE 

RUE دہ‎ Fabel - Ff HL FEN EDT EI THAD, RLT 
そう で は な い 。 旅行 者 で 一 枚 の 古布 さる え 手 に 入れ る こと は 難し い 。 イ ンド の 証 美 術 商 や 所 上 蔵 家 の ほ と 
EN NC D. まつ る の の 

次 に イン ド で 収集 し た 町 を あげ て お く 。 圧倒 的 に 多い の は ラジ ャ スタ ン 州 で ある 。 ラ ジャ スタ ン は 
ミニ ア チ ュ ー ル 絵画 の セン ター が 多く あっ た 地域 で ある の で 、 毎 年 の よう に 訪れ る 所 だ が 、 そ れ だ け 
で は な い 。 昔 より 染織 の 盛ん な 地域 で ある し 、 州 都 ジ ャ イプ ー ル は イン ド 中 の 古 美 術 品 が 集まる 町 で 
HS. 従っ て 最も 多く 収集 し た の も ジャ イプ ブー ル で ある 。 ラ ジャ スタ ン 州 の 中 で は 他 に ウ ダ イ プー ル 、 
ジョ ドブ プー ル 、 ビ カネ ー ル 、 ジ ャ イサ ル メ ー ル 、 コ ー タ ー、 ア ジ メ ー ル 、 キ シャ ン ガ ル 、 シ ロ ヒ が あ 
e e , d S لا ت وو ود دا‎ 
ナガ か ル 等 が あげ られ る 。 

上 所 は 概して 古い 業 織 品 は 残っ て いな い 。 それで も 伝統 的 な 技法 

見 る 事 は 楽し い 。 サンガ ネー ル や マス リバ パタ ム の 木版 更紗 、 パ リ や バグ ルー や バロー トラ の 泥 防 染 
, d bb md N N 
e DD. KENO LEE MD ge äer KS SEY — 7 1 

(職種 や 身分 ) や 地域 に より 、 は っ きり nes 別 さ きれ て いる 。 それ ぞ れ の 地域 の それ ぞ れ の 人 々 
の 衣 箕 は 美しく 、 NI. 2 感覚 に は 驚か され る 。 

現在 、 我 国 に 輸入 きれ て いる イン ド の 柴 織 品 か ら 受 ける イメ ー ジ は 良い と は 言え な い 。 安価 で 色 沙 
ち す る か ら で あ る 。 一 部 に は 手 仕 事 の し っ か り し た 上 染織 品 も ある が 、 ほ と ん どの も の は 良く な い 。 か 
つて イン ド の 染織 品 は 世界 中 か ら 垂 滅 の 的 で あっ た 。 ヨー ロッ パ で は 爆発 的 な ブー ム と な っ た 。 日 本 
か ら も オラ ンダ 買 易 を 通じ て イン ド に 発注 し て いた し 、 ベ ペル シャ や タイ 、 イ ンド ネシア 、 その他 の 国々 
へ 盛ん に 輸出 し て いた 。 

イギリス の 植民 地 支配 に 於 ける 、 イ ギリ ス か ら イ ンド へ の 綿 製 品 の 押付 け 輸 出 、 利 権 の 搾取 、 パ バト 
BE d ET SR lias پ٣۳‎ 
EE COL) TREND مر وس‎ mid, OE E PROBE ZEN KG Oze Ù 
知れ な い 。 

年 と 共に 消え つつ ある イン ド の 美しい 上 訓 い 染織 品 を 本 に し て 残す 事 は 意義 が ある 事 と 思う 。 私 に 
資力 が な い 為 に 、 昌 の 前 を 通り すぎ て いっ た 水 織 品 が 多く あっ た 。 残念 に は 思う が 、 そ れ は 仕方 が 無 
Uo LO CPO Ce Dy th Oia") CHS, 

イィ ンド の 美術 の 中 で イン ドミ ニア チュ ー ル 絵画 の 出版 物 は 日 本 で は 本 格 的 な も の は 一 剛 も な い が 、 
THESE CLD) OBA SITZ. CICLO N ZA, ے٤‎ 
aA A k ENET AET o Cox, €nooWwi^n,. XEN SEC HDH OK, 

(京都 敵 術 短期 大 学 教 授 ) 


FOREWORD 


Kokyo Hatanaka | Professor, Kyoto College of Arts] 


It was in Autumn, 1974, when I first visited India. Since after then, I made visits to India almost every 
year, and longer it became the length of my stay there. Among them all, a year of my first visit which 
seemed to determine my way thereafter was the most impressive. During the visit, | never stayed more 
than three days at one place, and traveled from place to place throughout the country, mostly visiting 
relics, museums, and temples. Hence, J became to be interested in not only art but also culture and 


religion of India. 


Since I was an artist, what I principally took interest in was painting of India. Indian paintings were 
for the most part those of miniature in which could be felt extensive and affluent romantic features 
regardless of their small size. In India, I was taught that to appreciate a piece of painting was to practice 
communication between it and yourself. I made every endeavor to study and collect Indian miniature 
paintings, which enabled me to figure by a glance their origin of place and age, and their theme. On each 
occasion I visited India, I fostered my insight by taking look at tons of trash-like miniature paintings 


piece after piece everyday from morning to evening. 


Then, I was interested in sculpture. What compulsorily fascinated me was the strong appeal of aggressive 
solid beauty of stone. ! became acquainted with a range of artistic feature which was not so difficult to 
distinguish each differing by age and locality, although the land of India was vast. Such a fact ! 


comprehended thanks to my first visit to India. 


As for old textiles of India, I was never interested in them in the beginning. It was only women's red 
and yellow clothes ethnically becoming to the vast land, or men's white robes and comparative colorful 


turbans, that evoked my visual interest. 


During my first visit, I acquired just a piece of printed cloth (plate I-No.15). It was a 19th century 
product of Masulipatam of right and lining cloths sewed together. Yet, the cloth no more remain since 
I used its parts in good condition as ornamental borders of a folding screen I painted. It was only 100 
rupee in 1975, which was quite an amount for me to pay during a needy trip. Now that things have come 
to such a pass, the cloth can be considered as a good bargain, for many textiles of good quality were still 
available then through attentive search. The same is true for miniature paintings; until the 1980's was 
the golden age for collectors of paintings and textiles. Indeed, large painted cloth of the Mughal Empire 


as long as 7 or 8 m, and magnificent brocades were yet possible to be acquired. 


In those days, I had no money and even lacked living expenses. It was in 1977 and 1978 that I won grand 
prizes at art concours, with which prize money I was able to buy paintings and textiles of India. The 
cloth I bought secondly was a splendid dopatta of Chanderi (plate III-No.25). Around then, I finally 
was interested in beauty of old Indian textiles, and could not help myself but to collect them thereafter. 
In the beginning, I mainly collected Indian miniature paintings, although, because it became difficult to 
obtain those of high quality and also their price rised abruptly, I gradually began to acquire them at 
auctions held in London and New York. Thus, in India, I mostly collected old textiles, however, around 


1985, the price of old textiles too suddenly rised. The situation made me direct my attention not to perfect 


examples but fragments due to my lack of money. 


There were no people who took notice of artistic significance of roller-printed cloths known as Dutch 
Chintz in Japan when I began my collection. Most of them were those of paisley patterns upon red 
ground, which showed vivid and beautiful Turkish red color even though they were dyed by means of 
artificial dyestuff (plate II-No.30). As for their details, it is as explained in the text. They were 
principally produced in Great Britain for Indian use, while there were products of Bombay and Indore. 
Notable is the fact that studies on Indian roller-printed cloths are limited. Therefore, in the text are 
included more European products made under influence of those of India, that were exported to India 


and eventually swiped the market. 


The number of painted cloths included in the text is few, since infrequently seen remainders are too 
expensive to obtain. The rare exceptions are those wood block printed which I acquired in Ladakh 
(plate I-Nos.36-43). Until 1974, Ladakh was an area forbidden to visit. After my first visit in 1975, I 
visited there three times for the purpose of copying mural paintings. Because Ladakh is located in the 
branch line of Silk Road, it is an extremely dry place assumably suitable for textiles to be remained. 
Among the aforesaid examples are those that resemble to Fostat fragments excavated in Egypt. It is also 
referred to in the text many examples of multi-colored wood block printed cloths produced in Sanganer, 


of which one third was originally included in a family collection. Such a case is too quite rare. 


Wrap-resist dyed turbans and those of gold and silver prints, and brocades, were formerly acquired so 


as to make them into decorative frames of my paintings. 


The examples of embroideried works were formerly parts of bags, since I liked to collect bags. 


I was fascinated by glossy stripes and tie-dyed Ikat patterns of mashru (misru) consisted of silk threads 
appearing on its right side. Although, due its structure, many examples were so worn that they were 


fragment-like. 


While, because I had little interest in woolen cloths and a Japanese friend was already collecting them, 


I acquired few examples of Kashmir woven cloths. 


Among textiles included in the text, I-No.5 was obtained at an antique shop in Japan. It was imported 
through Dutch traders during the Edo Period. Examples I-Nos.9, 10, 12, were knocked down at auctions 


held in London, and all the rest were collected in India. 


It is generally believed that old Indian textiles can be easily found in India, however, this is not true. For 
travellers, to obtain just a piece of old cloth is even quite a difficult matter, for most of curio dealers and 


collectors in India are treasuring their collections inside locked drawers at home. 


The places in India I visited in order to collect textiles were principally located in Rajasthan. I made 
visits to Rajasthan almost every year not only because there was a center where miniature paintings of 


various schools were painted, but that it had been a district famous for prosperity of textile industry, and 


Jaipur, the state capital, was a collective center of antique goods throughout the country. Consequently, 
I mainly looked for textiles in Jaipur. Other towns notable in Rajasthan were, Udaipur, Jodhpur, 
Bikaner, Jaisalmer, Kota, Ajmer, Kishangarh, and Sirohi. Besides Rajasthan, my visits extended to 


places, such as Varanasi, Delhi, Hyderabad, Ahmedabad, Lucknow, and Srinagar. 


Generally speaking, at places where traditional techniques were still inherited, old textiles could not be 
found. Yet, to observe such skills was indeed interesting. Products for instance, wood block printed 
cloths of Sanganer and Masulipatam, those resist-dyed by means of clay of Pali, Bagru, and Balotra, 
himeu of Aurangabad, brocades of Varanasi, and tie-dyed cloths of Jodhpur and Jaipur, were obviously 
inferior in quality compared to those made in the past, although, in technical sense, old skills and process 
were kept in them. Remarkable is the fact that even today, textiles (clothes) worn by a range of Jati 
(occupational and social positional classification) and district evidently differ, and diverse beauty of each 


make us astonish at the sense of color of the Indian people. 


The impression on contemporary Indian textiles imported to Japan is presumably never good, because 
they are cheap and their colors fade. In fact, some made in India are still hand-made of high quality, 
but the rest are not. However, in the past, they worldwidely excited people's envy, and Europe was 
stricken with craze for them. Orders were given to India from Japanese consumers through Dutch traders, 


while India provided textiles to various countries besides Persia, Thailand, and Indonesia. 


Owing to India's forced import of British cotton products, exploitation of her rights by the British, and 
ruin of maharajas who protected her textile industry, at once India became a poor country from that rich 
since after colonialization by Great Britain. Perhaps, it may be too late to revive beautiful textiles that 


relied upon labor and patience spent by people in the past. 


I consider that there is a significance to hand down in publication beautiful old Indian textiles which 
are dying out year by year. Of course, for lack of money, I had to dismiss many of them, which was a 
matter of regret, yet, at the same time what could not be helped. Therefore, those included in the text 


were fortunate examples that I could collect by myself from my own viewpoint. 
There were no books published in Japan seriously concerning miniature paintings of India, while many 


of such could be found in the world. Whereas, those on Indian textiles which I obtained during my stay 


in India and much referred to when publishing this book were really few. 
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織 、 絞 、 刺 繍 に 分 類 し て 収録 し た 美術 研究 書 で ある 。 

e 第 I 章 に 手 描 と 木版 捧 染 及び 印 金 と 印 銀 、 第 II 章 に 銅版 捧 染 と 絞 、 第 皿 意 に 織 と 
刺繍 の 構成 で 編集 し た 。 

e 図版 デー タ は 名 称 、 生 産地 、 製 作 年 代 、 技 法 、 素 材 (生地 文様 )、 寸 法 の 順に 表記 
re 

e 寸法 欄 で 作品 部 分 を トリ ミン グ し た も の に は ※ 印 を 付 し た 。 

e 名 称 、 技 法科 の 末尾 に 、 一 部 、 イ ンド で の 呼称 を 記載 し た 。 


Explanatory Notes: 


€ This book is an artistic study of selected 455 pieces of Indian textiles collected 
for twenty years by Kokyo Hatanaka. Examples are classified into painted 
and printed cloths, woven cloths, tie-dyed cloths, and embroideries. 


€ The book consists of three chapters; painted and wood block printed cloths, 
and decoration of gold and silver leaves included in chapter I, roller printed 
cloths and tie-dyed cloths in chapter II, and woven cloths and embroideries in 
chapter III. 


€ The data of plates are in the following order; name of work, origin, date, 
technique, material (cloth / pattern), size (L. length, W. width, D.=diame- 
ter). As for English text, the name of state is mentioned formerly and that of 
city latterly (those of locality and tribe similarly). 


€ As for examples which are trimmed, *is marked on their size. 
p 


€ As for some examples, it is made notes of Indian expressions of their names 
and techniques. 
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Painted and Block-printed Cloths. 
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Decotation of Gold and Silver Leaves 
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手 描 , 手 描 金 活 押 , 媒 染 及び 防 染 
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painted, with applied gold leaf, mordant-dyed 
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Cotton 


I 


RN 


Fragment 


a Pradesh, Burhanpur 


painted, with applied gold leaf. mordant-dyed 
and resist-dyed 


7 

Wi XE 

p v 
1 し Pes ri 


d et X 
aet 4 


A ap 


LOY , 


Ee, 2 


1-3 . 掛 布 ま だ は 祭壇 敷き 布 Hanging or cover for the steps of a shrine 
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I- 4 . BENTH 
タミー ルナ ドゥ 州 
19 世 紀 中 期 
手 描 染 , 媒 染 
木綿 


880 


オリ ジ ナ ル は ヨー ロ 場 向け に つく られ た べ 


Hanging or cover for the steps of a shrine 


Tamilnadu, Madras 
mid 19th century 
painted, mordant-dyed 
Cotton 


originally a bedcover (palampore) made for 
European market 
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手 描 染 , 媒 染 painted, mordant-dyed 
木綿 Cotton 
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I-6. 断 片 Fragment 1-7 . 断 片 Fragment 

o TAVRIA Andhra Pradesh, Masulipatam 7 MAT) NUS Andhra Pradesh, Masulipatam 

18 世 紀 後 期 late I8th century 19 世 紀 前 半 first half of the 19th century 

手 描 染 , E INE painted, mordant-dyed and resist-dyed ARIZA, RERU block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
木綿 Cotton RR Cotton 

15x13 35x 
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I-9. Huf Coverlet 


EE ed A A Andhra Pradesh, Masulipatam 

19 世 纪 初 期 early 19th century 

ARIE, NU block-printed, mardant-dyed and resist-dyed 
AR Cotton 

106% 1 06cm 
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Coverlet 


Andhra Pradesh, Masulipatam (?) 

early I9th century 

block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
Cotton 


bs LS 
Jerai af plate 


Hanging 

Andhra Pradesh, Masulipatam 

first half of the I9th century 

block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
Cotton 


55x87cm 


I -12, 706 


Coverlet 


アン ドラ ・ プ ブラ デシ ュ 州 , マス リバ タム 
ج۱9‎ K cg 

AEA, 媒 染 及 び 防 染 

木綿 

124X 138cm 


Andhra Pradesh, Masulipatam 

mid 19th century 

block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
Cotton 
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Part of a coverlet Coverlet 


E^ ・ & , マス リ パ タ Andhra Pradesh, Masulipatam 

19 世 紀 中 期 mid 19th century 

AMIE, NN NON dlock- printed, mordant-dyed and resist-dyed 
木綿 Cotton 

74x78cm 


Andhra Pradesh, Masulipatam 
early 20th century 
block-printed, mordant-dyed 
Cotton 

98x 105cm 


late (9th centu 
block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
Cotton 


207x124cm 
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I -16. 掛 布 ま た は 祭壇 敷き 布 Hanging or cover for the steps of a shrine 

| ヨー ロッ パ Europe 
19 世 紀 初 期 early 19th century 
AMR, 媒 染 block-printed, mordant-dyed 
AK Cotton 
1871 15cm 


I -17. Boti Wr Part of a coverlet 


不 明 Provenance uncertain 
18 世 紀 後 19 世 紀 初 期 late 18th 一 early !9th century 
SS block-printed, mordant-dyed 
Cotton 


215x|08cm x 


I -18. 断片 
デイ ヤ ・ ブ プラ デシ ュ 州 , ブル ッ 


zn 
媒 染 及び 防 染 


20x14cm 


Fragment 


Madhya Pradesh, Burhanpur or Rajasthan 
late 18th century 

block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
Cotton 


Fragment 


| マデ ィ ヤ ・ ブ ラ デ シ ュ 州 , プル ハン ブー ル ? probably Madhya Pradesh, Burhanpur 
19 世 紀 前 半 first half of the 19th century 
ARR, 媒 染 block-printed, mordant-dyed 
木綿 Cotton 
77X70cm X 
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Northern Deccan 


18 世 紀 後 期 一 19 世 紀 初 期 


本 版 控 染 , 媒 梁 


北 デ カン 地方 
木綿 
292x275cm * 


78X127cm 


オリ ジ ナ ル は ヒン ドゥ 


Coverlet or hanging for a shrine 


probably Madhya Pradesh, Burhanpur 

early ۱9۲۳ century 

painted and block-printed, mordant-dyed and 
resist-dyed 

Cotton 

originally a conopy for Hindu shrine 
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Coverlet or hanging 


probably Madhya Pradesh, Burhanpur 


block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
Cotton 
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. Bedcover I -26. 断片 Fragment 


ウッ タル ・ ブ プラ デシ ュ 州 , ファ ルカ バー ド Uttar Pradesh, Farukhabad ウッ タル ・ プ ラ デ シ ュ 州 , ファ イザ バー ド Uttar Pradesh, Faizabad 
87 late 19th century 20 世 紀 初 期 early 20th century 

木版 Se: block-printed, mordant-dyed 木版 擦 染 , 媒 梁 block-printed, mordant-dyed 
木綿 Cotton 木綿 Cotton 

262XI66cm ※ 40x23cm * 


1-27. 断片 
グジャラート 州 

18 世 紀 ? 

木綿 

140x82cm * 


Fragment 


Gujarat 

18th century (?) 
block-printed, mordant-dyed 
Cotton 


I -28. 敷物 
グジャラート 州 
19 世 紀 
木版 控 染 , 媒 染 
木綿 


720x358cm * 


Floorspread 


Gujarat 

19th century 

block-printed, mordant-dyed 
Cotton 


I -30. 77 Coverlet 

グジャラート 州 Gujarat 

19 世 紀 19th century 

木版 探 染 , KR block-printed, mordant-dyed 
木綿 Cotton 

145x145cm ** 


I -29, & 


Bag 


DIRZNN 
19 世紀 
木版 擦 染 , 媒 染 
木綿 

50x33cm 


44 


Gujarat 

19th century 

block-printed, mordant-dyed 
Cotton 


1 -30 


77 s 


MI 


ES 


ERKEK 


Canopy 


Gujarat, Ahmedabad 

late 19th 一 early 20th century 
block-printed, mordant-dyed 
Cotton 


245X | 38cm 
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I-34. 被 衣 断 片 
グジャラート 州 

20 世 紀 初期 

木版 控 染 , 媒 染 

木綿 

160x158cm ` 


Part of a head cov 


Gujarat 

early 20th century 
block-printed, mordant-dyed 
Cotton 


DE 


Head covering 


Gujarat 


itn. وی ام‎ Di 
Eom) 
5 2 wae! 


block-printed, mordant-dyed 


Northwest India 
17th century (?) 


Fragment 


92x59cm * 


木版 擦 染 , 媒 染 


17 世 紀 ? 
木綿 


北西 イン ド 


Yan aes * 


x e, * KL? M^" Sie gr 


KR? 


Fragment 


I -37. 断片 


北西 イン ド 


block-printed, mordant-dyed 


Cotton 


中 ہے‎ 
GE, 
E > 
一 E 
"m sm 
o E 
= 9 
£9 
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om 
a= 


木綿 


1 


82x90cm ** 


48 
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I -38. 断片 Fragment 1-39, 断片 Fragment 


北西 イン ド Northwest India 北西 イン ド Northwest India 

7 17th century (?) 7 世紀 ? 17th century (?) 

本 版 控 染 , 媒 染 及び 防 染 block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 木版 捧 染 , 媒 染 block-printed, mordant-dyed 
木綿 Cotton 木綿 Cotton 

80x44cm ※ 76x57.5cm X 
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TN 
110. [Bi 9 Fragment at کان‎ Fragment 
ء۳٣‎ Norlliwest India Mm ty ド Northwest India 
NALE SYA ۱/۱۱۲۱ century (9 ? 17th century (?) 
Ne, ES block printed, mordant dyod KIR, UD block-printed, mordant-dyed 
ANA Cotton Men Cotton 
BINGU uem od ANTI & 


50 


mordant-dyed 


?) 


D 


17th century 
block-printed, 


Fragment 
Northwest India 


90x51.5cm * 
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century (?) 
block-printed, 


17th 


Fragment 
Northwest lndia 


木版 擦 染 , 媒 染 及び 防 染 


7 世紀? 
84X62.5cm * 


I -44. 断片 Fragment I -45. 8A Coverlet 


北西 イン ド Northwest India 北西 イン ド Northwest India 

19 世 紀 19th century 19 世 半 first half of the I9th century 
木版 擦 染 , 媒 染 block-printed, mordant-dyed 木版 捧 染 , TRAE block-printed, mordant-dyed 
木綿 Cotton 木綿 Cotton 

72x65cm X 98XIIOcm * 


I -46. 断片 


北西 イン ド 

19 世 紀 
木版 擦 染 , 媒 染 
木綿 

87x46cm &= 


Fragment 


Northwest India 

19th century 

block-printed, mordant-dyed 
Cotton 


I -47. 断 片 


ラジ ャ スタ ン 州 


Fragment 


Rajasthan 

19th century (?) 
block-printed, mordant-dyed 
Cotton 


qos 


Ee 
. 


17x53cm 


m 1 * Y 
L Kam 


Fragment 


Rajasthan or Central India 

19th century 

block-printed, mordant-dyed and rmsist-dyed 
Cotton 


— Ge J ~ wy ae 


Fragment 


Rajasthan or Central India 

{9th century 

block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
Cotton 


Fragment Si 01 Part of a coverlet 


ラジ ャ スタ ン 州 また は 中 央 イン ド Rajasthan or Central India ラジ ャ 内 インド Rajasthan or Central India 

9 世紀 19th century th century 

RAR, 媒 染 及び 防 染 block-printed, mordant-dyed and resist-dyed UR ) block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
木綿 Cotton Cotto 

94x58cm * x 
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Fragment I -53. 布地 Cloth-piece 


Rajasthan ラジ ャ スタ ン 州 Rajasthan 

late 18th 一 early 19th century 18 世 紀 後 期 一 19 世 紀 初期 late 18th 一 early ۱9۲۲ century 
block-printed, mordant-dyed 木版 擦 染 , 媒 染 及び 防 染 block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
Cotton 木綿 Cotton 


11x29cm ※ 74x59cm * 


del 


r P 


I -56. dhs Of Border of a hanging 


ン 州 , サン Rajasthan, Sanganer 
19 世 紀 初 期 early I9th century 
木版 擦 染 , 媒 染 及 び 防 染 block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 


木綿 Cotton 
巾 !9cm X W.19cm 


1-59. iv 


ラジ ャ スタ ン 州 , サン ガ ネ 
19 世 紀 後 期 

木版 捧 染 , 媒 染 及び 防 染 
本 綿 

78X94cm * 


Coverlet 


Rajasthan, Sanganer 

late 19th century 

block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
Cotton 


eed 
See 
23 


I -60. 台座 カバ ー Cover for an altar 


ラジ ャ スタ ン 州 , サン ガ ネ ー ル Rajasthan, Sanganer 

19 世 紀 後 期 late 19th century 

木版 控 染 , 媒 染 及び 防 染 block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
木綿 Cotton 

92x150cm ※ 


I -61. 布地 Cloth-piece à Cloth-piece 


ラジ ャ スタ ン 州 , サン ガ ネ ー ル Rajasthan, Sanganer SE ン ガ ネ Rajasthan, Sanganer 

۱9۳۸ (E H8 late 19th century late 19th century 

木版 擦 染 , 媒 染 及び 防 染 block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 木版 擦 染 , 媒 染 及び 防 染 block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
木綿 Cotton 木綿 Cotton 


130x62cm X 821x65cm X 


Fragment 


Rajasthan, Sanganer 
late 19th century 
block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 


Cotton 


k-printed, mordant-dyed and resist-dyed 


Cloth-piece 


Rajasthan, € 
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こつ 


d resist-dyed 


ee SEAT, 


Part of a coverlet 
block-printed, mordant-dyed 


Rajasthan, Sanganer 
late 19th century 


Zu 
= 


ン 州 ,。 サン ガ ネ ー ル 


版 擦 染 , RAR UPS 


A 


19 世 紀 後 期 

木版 捧 染 , RR UT AE 
木綿 

39x48cm X 


Fragment 


Rajasthan 

late 19th century 

block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
Cotton 


I -69. 布地 
ラジ ャ スタ ン 州 

19 世 紀 人 後期 

木版 捧 染 , 媒 染 及び 防 染 
木綿 

400x73cm * 


Cloth-piece 


Rajasthan 

late 19th century 

block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
Cotton 


1-70, 布地 


ラジ ャ スタ ン 州 ,. サン ガ ネ ー ル 
19 世 紀 後 期 一 20 世 紀 初期 
木版 擦 染 , 媒 染 及び 防 染 
木綿 

275X99cm * 


Cloth-piece 


Rajasthan, Sanganer 

late th early 20th century 

block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
Cotton 


I -71. 覆い 布 
グジャラート 州 ? 

19 世 紀 

木版 捧 染 , 媒 染 及び 防 染 
木綿 

176XII2cm * 


Coverlet 


Gujarat (?) 

19th century 

block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
Cotton 


290X | 04cm 


Cloth-piece 


Rajasthan, Sanganer 

late 19th—early 20th century 
block-printed, mordant-dyed 
Cotton 


I -73. 断片 


ラジ ャ スタ ン 州 , サン ガ ネ ー ル 


44×۱6 


Fragment 


Rajasthan, Sanganer 

19th century 

block-printed, mordant-dyed 
Cotton 
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1-76. 布地 Cloth-piece I -77. 布地 Cloth-piece 

ラジ ャ スタ ン 州 , サン ガ ネ ー ル Rajasthan, Sanganer ラジ ャ スタ ン 州 , サン ガ ネ ー ル Rajasthan, Sanganer 

19 世 紀 後 期 一 20 世 紀 初 期 late i9th—early 20th century 世紀 後期 jate 19th century 

木版 控 梁 , 媒 染 block-printed, mordant-dyed AMEX, NUR RUTER block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
Cotton 木綿 Cotton 

06XIO2cm * 117X73cm X 


1 -79. 断片 Fragment 


ラジ ャ スタ ン 州 ,. サンガ ネー ル Rajasthan, Sanganer 

19 世 紀 19th century 

木版 擦 染 , N block-printed, mordant-dyed 
木綿 Cotton 

30x70cm * 
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1-80. 长 衣 断 片 


Part of a robe 


EET: 


Part of a robe 


ラジ ャ スタ ン 州 , サン ガ ネ ー ル 
9 世紀 初期 

پاب ای EN‏ 

木綿 

90x90cm X 


Rajasthan, Sanganer 

early 19th century 
block-printed, mordant-dyed 
Cotton 


ラジ ャ スタ ン 州 , サン ガ ネ ー ル 
19 世 紀 

AMER, HR RUHR 
木綿 

12x25cm X 


75 


Rajasthan, Sanganer 

19th century 

block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
Cotton 


1 -82. 布地 Cloth-piece 
ラジ ャ スタ ン 州 , サン ガ ネ ー ル Rajasthan, Sanganer 

9 世紀 後期 late 19th century 

木版 擦 染 , 媒 染 block-printed, mordant-dyed 
木綿 Cotton 

66x7lom * 


76 
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dd 


= LA, , KA AA 
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1-83. 布地 Cloth-piece I -84. 断片 Fragment 


Rajasthan (?) 

late 19th 一 early 20th century 

block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
Cotton 


ラジ ャ スタ ン 州 Rajasthan ラジ ャ スタ ン 州 ? 

19 世 紀 人 後期 late 19th century 19 世 紀 人 後期 一 20 世 紀 初 
木版 擦 染 , 媒 染 及び 防 染 block-printed, mordant-dyed and resist-dyed AMER, 媒 染 及 UU 
木綿 Cotton 木綿 

270x70cm & 88x49cm ※ 


20 7 
ENG 


I -86. 断片 

ラジ ャ スタ ン 州 ? 

19 世紀 後期 

AMIR, BUR RU DUAE 
木綿 

120X25cm ※ 


Fragment 


Rajasthan (?) 

late 19th century 

block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
Cotton 


1-87. vf f Hr 
ラジ ャ スタ ン 州 。 サン ガ ネ ー ル 
20 世 紀 初 期 
木版 捧 染 , 媒 染 及び 防 深 
木綿 
224XI42cm * 


Part of a coverlet 


Rajasthan, Sanganer 

early 20th century 

block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
Cotton 


250X80cm 


* ; 
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T. 


راج نی RA‏ 


Part of a hanging 


early 20th century 
block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
Cotton 


FP 


Kerchief 


ラジ ャ スタ ン 州 ,. サンガ ネー ル 
19 世 紀 後 期 

木版 擦 染 , 媒 染 

木綿 

95x99cm 


Rajasthan, Sanganer 

late 19th century 
block-printed, mordant-dyed 
Cotton 


80 


L — 10), カー チー フ Kerchief IN S2 Kerchief 

ラジ ャ スタ ン 州 , サン ガ ネ ー ル Rajasthan, Sanganer ラジ ャ スタ ン 州 , サン ガ ネ ー ル Rajasthan, Sanganer 

19 世 紀 後 期 late 19th century 20 世 紀 初 期 early 20th century 
AGRE, Hi block-printed, mordant-dyed 木版 捧 染 , ER block-printed, merdant-dyed 
木綿 Cotton 木綿 Cotton 

69X 72cm 72× 
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I -92. 被 衣 ww Head covering dopatta 
ラジ ャ スタ ン 州 , サン ガ ネ ー ル Rajasthan, Sanganer 
20 世 紀 初 期 early 20th century 
木版 探 梁 , 媒 染 block-printed, mordant-dyed 
木綿 Cotton 


300XIO5cm ` 
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1-93, N بن‎ Head covering dopatta 


ラジ ャ スタ ン 州 , サン ガ ネ ー ル Rajasthan, Sanganer 

20 世 起 初期 early 20th century 

木版 捧 染 , 媒 染 block-printed, mordant-dyed 
木綿 Cotton 

292x145cm * 
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I-94. NA van Head covering dopatta 1-95. NA = Head covering dopatta 
ラジ ャ スタ ン 州 , サン ガ ネ ー ル Rajasthan, Sanganer ラジ ャ スタ ン 州 , サン ガ ネ ー ル Rajasthan, Sanganer 

20 世 紀 初 期 early 20th century 20 世 紀 初 期 early 20th century 

木版 捧 染 , ER block-printed, mordant-dyed ARR, 媒 染 block-printed, mordant-dyed 

木綿 Cotton 木綿 Cotton 

232x!4lcm * 295x145cm X 
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1-96, N は バタ i opatta 1 -97. 被 衣 ron Head covering dopatta 
ラジ ャ スタ ン 州 、 サン ガ ネ ー ル ajasthan, Sanganer ラジ ャ スタ ン 州 , サン ガ ネ ー ル Rajasthan, Sangane 

20 世 紀 初 期 early 20th century 
AMIR, 媒 染 block-printed, mordant-dyed 木版 捧 染 , 媒 染 block-printed, mordant-dyed 
木綿 Cotton 木綿 Cotton 
Z44XI39cm ※ 290XIO4cm * 
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Head covering dopatta 
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I -99. 儀 式 用 布 ル マ ル 


Ceremonial cloth rumal 


ラジ ャ スタ ン 州 , サン ガ ネ ー ル 
20 世 紀 初 期 

木版 捧 染 , 媒 染 

木綿 

25IXI4icm ※ 


Rajasthan, Sanganer 

early 20th century 
block-printed, mordant-dyed 
Cotton 


ラジ ャ スタ ン 州 ,。 サン ガ ネ ー ル 
20 世 紀 初 期 

8 

96x52cm * 
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Rajasthan, Sanganer 

early 20th century 
block-printed, mordant-dyed 
Cotton 
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I -100, 断片 Fragment I -101, 被 衣 断 片 Part of a head covering 
ラジ ャ スタ ン 州 , サン ガ ネ ー ル Rajasthan, Sanganer ラジ ャ スタ ン 州 . サ ン ガ ネー ル Rajasthan, Sanganer 

20 世 紀 初 期 early 20th century 20 世 紀 初 期 early 20th century 

木版 控 染 , 媒 染 block-printed, mordant-dyed 木版 控 染 , 媒 染 block-printed, mordant-dyed 

木綿 Cotton A Cotton 

2IXIO5cm * 83XIO2cm * 
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1 -102. 儀 式 用 布 emn 


ラジ ャ スタ ン 州 , サン ガ ネ ー ル 
20 世 紀 初 期 

木綿 

96x53cm ** 


Ceremonial cloth rumal 


Rajasthan, Sanganer 

early 20th century 
block-printed, mordant-dyed 
Cotton 


I -103. 仪式 用 布 ル マ ル 


ラジ ャ スタ ン 州 , サン ガ カネ ー ル 
20 世 紀 初 期 

木版 捧 染 , 媒 染 

木綿 

96x52cm **. 


Ceremonial cloth rumal 


Rajasthan, Sanganer 

early 20th century 
block-printed, mordant-dyed 
Cotton 


I -104. 儀式 用 布 ル マ ル 


ラジ ャ スタ ン 州 , サン ガ ネ ー ル 
20 世 紀 初 期 

木版 捧 染 , RA 

木綿 

98x50cm X 


Ceremonial cloth rumal 


Rajasthan, Sanganer 

early 20th century 
block-printed, mordant-dyed 
Cotton 
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Sacerdotal robe 


ラジ ャ スタ ン 州 , サン ガ ネ ー ル 


Rajasthan, Sanganer 


20 世 紀 初 期 early 20th century 
木版 探 染 , 媒 染 block-printed, mordant-dyed 
木綿 Cotton 

438x54cm X 


I -107, ター バン 断片 Part of a turban 


ラジ ャ スタ ン 州 。 サン ガ ネ ー ル 
20 世 紀 初 期 

木版 探 染 

^h 

234XI23cm & 


I -108. ター バン 断片 


Rajasthan, Sanganer 
early 20th century 
block-printed 

Cotton 


ہے تہ 


ہے — 


I -108 


Part of a turban 


ラジ ャ スタ ン 州 Rajasthan 

20 世 紀 初 期 early 20th century 

木版 捧 染 , HR block-printed, mordant-dyed 
木綿 Cotton 


1,476x20.5cm * 


ラジ ャ スタ ン 州 

20 世 紀 初 期 
木版 擦 染 

木綿 

„OK Sn X 
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Rajasthan 

early 20th century 
block- printed 
Cotton 


267ھ 


木綿 
238X162cm 


— 


ンカ : 
-20 世 紀 初 其 


x e 


عو موہ عو re‏ 


— —— 
TE 


Head covering dopatta I -110. 被 衣 


Rajasthan，Sanganer ジャ スタ ン 州 . サン ー ガ ネール ま 
late 19th 一 early 20th century 
block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 


Cotton 
444X |62cm 


Head covering dopatta 


Rajasthan, Sanganer or Bagru 

early 20th century 

block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
Cotton 


I-111.2%-h ons 


Skirt ghaghara 


ラジ ャ スタ ン 州 、 バ グル ー 
20 世 紀 初 期 

木版 探 染 , 媒 染 及び 防 染 
木綿 

ウエ スト 66cm、 丈 72cm 


Rajasthan, Bagru 

early 20th century 

block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
Cotton 

Waist 66cm, L.72cm 
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I -112. lr Fr 


ラジ ャ スタ ン 州 


I -114. 断片 
ラジ ャ スタ ン 州 

19 世 紀 後 期 
AMER, PRR 
ES 


55x 550m 


Fragment 


I-113. 断片 


Fragment 


Rajasthan 

late 19th century 

block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
Cotton 


Fragment 


Rajasthan 

late 19th century 
block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
Cotton 


ラジ ャ スタ ン 州 


19 世 紀 人 後期 


木版 捧 染 、 媒 染 及 び 防 染 


木綿 


34X25cm 


I -115. 断 片 


GN 


Rajasthan 

late 19th century 

block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 
Cotton 


Fragment 


ラジ ャ スタ ン 州 
19 世 紀 後 期 
木版 控 染 , 媒 染 
木綿 

45x45cm X 
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Rajasthan 

late 19th century 
block-printed, mordant-dyed 
Cotton 


EE 


VER 


p 


Fragment 


I -117. 断片 


Fragment 


Rajasthan 


スタ ン 州 
19 世 紀 後 期 


ラジ ャ 


Rajasthan 


۷ 


ا رہ 
世 紀 後 期‏ 19 
木版‏ 

木綿 


late 19th century 


late 19th century 


biock-printed, mordant-dyed and resist-dyed 


Cotton 


染 及 び 防 染 


木版 探 染 , 媒 3 


block-printed, mordant-dyed 


Cotton 


dx 
T 


木綿 


63x63cm ** 


55X55cm 
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£3 


Fragment 


Fragment 


I -118. 断片 


ラジ ャ スタ ン 州 
19 世 紀 後 期 


Rajasthan 


タン 州 


ラジ ャ ス 


Rajasthan 


late 19th century 


19 世 紀 後 期 


late 19th century 


木版 擦 染 , 媒 染 


木綿 


block-printed, mordant-dyed 


Cotton 


木綿 


block-printed, mordant-dyed 


Cotton 


63x63cm X 


45x45cm 
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1 


I -120 


Fragment 


I -121. 断片 


断片 


スタ ン 州 
19 世 紀 後 期 
木版 所 
be: 


1205 


I 


Fragment 


Rajasthan 


スタ ン 州 
19 世 紀 後 期 


ラジ ャ 


Rajasthan 


ラジ ャ 


late 19th century 


late !9th century 


block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 


Cotton 


木版 捧 染 , 媒 染 及び 防 染 


木綿 


block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 


Cotton 


奈 染 , 媒 染 及 UU 防 染 


i 


47x47cm 


49x48cm 


Cloth-piece 
Rajasthan 


I -123, 布地 


Fragment 


スタ ン 州 


ラジ ャ 


Rajasthan 


N 


ASLM 
19 世 紀 後 期 


ラジ ャ 


late 19th century 


C HB 


ti 


19 


late 19th century 


block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 


Cotton 


block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 


Cotton 


染 , 媒 染 及び 防 染 


木版 控 


木綿 


218 


53x60cm * 


51X46cm ** 


94 


Ss * Ms 
~ یں‎ 
ےہ‎ 


I -124. Hf Fr Fragment I -125. 断片 Fragment 

ラジ ャ スタ ン 州 Rajasthan ラジ ャ スタ ン 州 Rajasthan 

19 世 紀 後 期 late 19th century 19 世 紀 後 期 late 19th century 

木版 捧 染 , 媒 染 及び 防 深 block-printed, mordant-dyed and resist-dyed 木版 擦 染 , 媒 染 block-printed, mordant-dyed 
木綿 Cotton 木綿 Cotton 

55x55cm X 63x63cm ※ 


mpgs: 


> 

D 

a 

D 

I -126. 断片 Fragment I -127. 断片 Fragment 

ラジ ャ スタ ン 州 Rajasthan ラジ ャ スタ ン 州 Rajasthan 

20 世 紀 初 期 early 20th century 20 世 紀 初 期 early 20th century 

木版 捧 染 , 媒 染 block-printed, mordant-dyed ARR, 媒 染 block-printed, mordant-dyed 
木綿 Cotton AR Cotton 

61X6lcm ※ 43x43cm * 
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I -128. 掛 布 ま た は 祭壇 敷き 布 Hanging or cover for the steps of a shrine 
デカ ン 地 方 Deccan 

181 £c 18th century 

printed with gold ieaf‏ 8ھ 

木綿 モス リン Cotton muslin 

82x43cm 
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I -129. 掛 布 また は 祭壇 敷き 布 


Hanging or Cover for the steps of a shrine 


デカ ン 地 方 
18 世 紀 
型 银 箔 押 
木綿 
86x49cm 


Deccan 

18th century 

stencilled and painted with siiver leaf 
Cotton 
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Coverlet 


アン ドラ ・ フ ラ デ シ ュ 州 , ハ イデ ラバ パード? Andhra Pradesh, Hyderabad (?) 

19 世 紀 初 期 early 19th century 

FRSA, 顔料 彩色 painted with gold leaf, and over-painted with 
木綿 pigments 

86x49cm * Cotton 


I -131. 寺院 用 飾 帯 の 緑 


Border of a temple frieze hanging 


ラジ ャ スタ ン 州 


18 世 紀 後 期 一 9 世紀 初 期 
金箔 押 

木綿 

1,050x22cm & 


EI 
1 
d 

m 


Rajasthan 
late 18th 一 early 19th century 
printed with gold leaf 
Cotton 


I -132. 寺院 用 饰 布 Temple-cloth 
ラジ ャ スタ ン 州 Rajasthan 

9 世紀 19th century 

金箔 押 printed with gold leaf 
木綿 モス リン Cotton muslin 


28.5%23.5cm 


Head covering dopatta 


Rajasthan 
: first half of the 19th century 
US, 金箔 押 , 手 描 wrap-resist dyed, printed with gold leaf, painting 
木綿 モス リン Cotton muslin 
301x155cm * 


Head covering 


Rajasthan 

19th century 

printed with gold leaf 
Cotton muslin 


255% | 42cm 


er. 
S VER も 


Mä 
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I-135. 被 衣 re 


ラジ ャ スタ ン 州 
19 世 紀 
28 
木綿 モス リン 
243X160cm 


> 


Head covering dopatta 


Rajasthan 

19th century 

printed with gold leaf 
Cotton muslin 


Fragment of a turban 


Rajasthan 

19th century 

printed with gold leaf, and over-painted with 
pigments 

Cotton muslin 


I -137, 掛 布 断片 
ラジ ャ スタ ン 州 

19 世 紀 

2.9 

木綿 モス リン 

234x | 46cm 


Part of a hanging 


Rajasthan 

۱9۲۲ century 

printed with gold leaf 
Cotton muslin 


ton muslin 


Fragment 


سر کر as‏ : 
— 
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Ra 
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I -139. 断片 


Fragment I -140. 断片 Fragment 
ラジ ャ スタ ン 州 Rajasthan ラジ ャ スタ ン 州 Rajasthan 
19 世 紀 19th century 9 世紀 19th century 
REM printed with silver leaf RAF printed with silver leaf 
木綿 モス リン Cotton muslin 木綿 モス リン Cotton muslin 
54x48cm * 65x98cm X 
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Head covering dopatta I -143. Er 
sthan WP D 
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Cotton muslin 


I -145. 断片 
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Fragment 
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I -146. Hf Fr 
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NN AA 4 


ラジ ャ スタ ン 州 
19 世 紀 後 期 
金 治 押 
木綿 モス リン 
32x36cm 


Handkerchief 


Rajasthan 

late 19th century 
printed with gold leaf 
Cotton muslin 


Fragment 


ラジ ャ スタ ン 州 
19 世 紀 後 期 
金箔 押 

木綿 モス リン 
170X23cm ** 


Rajasthan 

late 19th century 
printed with gold leaf 
Cotton muslin 


ラジ ャ スタ ン 州 
20 世 紀 初 其 
SEM 
木綿 モス リン 
7IX93cm * 
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Rajasthan 

early 20th century 
printed with gold leaf 
Cotton muslin 


I -147. 断片 


ラジ ャ スタ ン 州 
20 世 紀 初 期 
28 
木綿 モス リン 
98x77cm X 


Fragment 


Rajasthan 

early 20th century 
printed with goid leaf 
Cotton muslin 
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I -148 
1-148, AA Coverlet I -149. 被 衣 17 Head covering dopatta 
ラジ ャ スタ ン 州 Rajasthan ラジ ャ スタ ン 州 Rajasthan 
20 世 紀 初 期 early 20th century 20 世 纪 初 期 early 20th century 
金箔 押 printed with gold leaf 7ج 8ت‎ printed with silver leaf 
木綿 モス リン Cotton muslin 木綿 モス リン Cotton muslin 
93X69cm * 244x|65cm * 
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J| S150), uri Sari トド ォ バタ Head covering dopatta 
SC メタ ン 州 Rajasthan Rajasthan 
2 H early 20th century late 19th century 


printed with gold leaf 
Cotton muslin 


printed with gold leaf 
7 =A!) Cotton muslin 
860x120cm * 249X 1 83cm 
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da 


Border of a temple hanging 


Rajasthan 

early 20th century 
printed with silver leaf 
Cotton 

W.20cm 


か ガラ Skirt ghaghara 


Rajasthan 
late 「9th 一 early 20th century 
printed with silver leaf 
Cotton muslin 

oem. 3: 74cm Waist 70cm, L.74cm 
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12154 e 0802 
1=154 2 ٦ Part of a turban I-155, ター バン Turban a 
ラジ ャ スタ ン 州 Rajasthan ] ラジ ャ スタ ン 州 Rajasthan 
19 世 紀 前 半 first half of the I9th century 19 世 紀 前 半 5 first half of the 19th century i 
EXE printed with gold leaf 巻き 絞り 染 , BER, SIF wrap-resist dyed, spray-dyed, printed with gold ` 
木綿 モス リン Cotton muslin 木綿 モス リン leaf 
B47x33cm * 2,012x18cm * Cotton muslin 
TI? 


0 ف8 
ペー バン Turban‏ ۴۰-156 
ラジ ャ スタ ン 州 Rajasthan‏ 
世 紀 前 半 first half of the 19th century‏ 19 
SB printed with gold leaf‏ 
木綿 モス リン Cotton muslin‏ 


1,684x17cm & 


70/5; 


1 -157. タ ー バ ン Turban I -158, 159, ター バン 断片 Part of a turban 
ラジ ャ スタ ン 州 Rajasthan ラジ ャ スタ ン 州 Rajasthan 
19 世 紀 人 後期 late 19th century 19 世 紀 人 後期 late 19th century 
金 治 押 printed with gold leaf BE printed with gold leaf 
木綿 モス リン Cotton muslin 木綿 モス リン Cotton muslin 
1,664X18.5cm X 1,565x19cm & ( 1-158) 

568× ۱8.50 (1159) 
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ラジ ャ スタ ン 州 

20 世 紀 初 期 
FER, 銀 演 押 
本 綿 モ スリ ン 
1,620x18cm ※ 


Rajasthan 

early 20th century 

spray-dyed, printed with silver leaf 
Cotton muslin 


ラジ ャ スタ ン 州 

19 世 紀 後 期 
RAM 
木綿 モス リン 
1,530X!5cm & 


1315 


Rajasthan 
late 19th century 


printed with silver. leaf 


Cotton muslin 


UGE MG NZ 


ラジ ャ スタ ン 州 


20 世 紀 初 期 
銀 治 押 
木綿 モス リン 
850 * m (1 -162) 
1,618x19cm * (1 164) 


De 


1 -162 eos 
Turban I -163, ター バン 了 断片 Part of a turban 
Rajasthan - = スタ ン 州 Rajasthan 


early 20th century 
printed with silver leaf 
Cotton muslin 


タン 
x 


,494X16.5cm 
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: HB — 2018 £c) Bh 


late !9th 一 early 20th century 
printed with mica 
Cotton muslin 


CHAPTER II 


銅版 ER 


Roller-printed Cloths 


e 


Tie-dyed Cloths 


Bag 


Europe 
19 世 紀 初 期 early 19th century 
銅版 擦 染 roller-printed 
木綿 Cotton 


27X4|cm 


II- 2 . 排 布 


Hanging 


ヨー ロッ ハ 
19 世 紀 初 期 
銅版 捧 染 
本 綿 
268X273cm 


※ 


Europe 

early 19th century 
roller-printed 
Cotton 


720 


Hanging 


Europe 


II- 3. äm 


early 19th century 
roller-printed 


Cotton 


9 世紀 初期 


266X250cm * 


27 


Fragment 


40x3lom X 


Europe 

early 19th century 
roller-printed 
Cotton 
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II- 6. Bumm Hanging 

ヨー ロッ パ Europe 

9 世紀 初期 early 19th century 
銅版 捧 染 roller-printed 

木綿 Cotton 

203x159cm * 
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detail of plate II- 6 


11-7 . 断 片 


Fragment 


ヨー ロッ パ 

19 世 紀 初 期 
木綿 
68x80cm X 


Europe 

early 19th century 
roller-printed 
Cotton 
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II- 8 . 断 片 


ヨー ロッ パ 

19 世 紀 中 期 
RAG 
83X68cm ※ 


Fragment 


Europe 

mid I9th century 
roller-printed 
Cotton 


II- 9. Bebe 


11-10. 掛 布 断片 
— — 

19 世紀 初期 

ams 

木綿 


171X198cm * 


Part of a hanging 


Europe 

early 19th century 
roller-printed 
Cotton 


11-1117 
ヨー ロッ パ 

1918 $227) RÀ 
铜版 探 染 

木綿 

99X105cm * 


Coverlet 


Europe 

early 19th century 
roller-printed 
Cotton 


E 


1012902007 


ヨー ロッ パ 
19 世 紀 

鋼 版 捧 染 
木綿 
58x68cm ** 


Scarf 


Europe 
19th century 
roller-printed 
Cotton 


roller-printed 


Cotton 
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11-13. E vn 


11-14, 布地 
= 0 

19 世 紀 初 期 
N 

木綿 

8IX80cm * 


Cloth-piece 


Europe 

early 19th century 
roller-printed 
Cotton 
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Cloth-piece 


11-15, 布地 


= EN 


Europe 


19th century 
roller-printed 


Cotton 


19 世 紀 


銅版 擦 染 
木綿 


78x72cm ※ 
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II- 16. 777 Part of a coverlet II-17. ANA Coverlet 

EE Europe ヨー ロッ パ Europe 

۱91 19th century 19 世 紀 19th century 
RAF roller-printed 銅版 控 染 roller-printed 
Ai Cotton 木綿 Cotton 

145x 200cm 258x220cm 
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11-18. iL 4i 


i 04cm 


II-19. Au A. 
ヨー ロッ パ 

19 世 紀 

銅版 捧 染 


木綿 
221x130cm 


Coverlet 


Europe 
19th century 
roller-printed 
Cotton 
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11-26. KS 
本 に 回 ウパ 

19 世 紀 後 期 

木綿 

105x83cm 


Canopy 


Europe 

late !9th century 
roller-printed 
Cotton 


Coverlet 


roller-printed 
Cotton 


II -29, Au 
ヨー ロッ パ 

19 所 紀 

SB RR 

木綿 

93x95cm * 


Coverlet 


Europe 
19th century 
roller-printed 
Cotton 


166% | 73cm 


Coverlet 


Europe 
19th century 
roller-printed 
Cotton 
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19 世 紀 
銅版 控 染 
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Coverlet 


Europe 
19th century 
roller-printed 
Cotton 


Coverlet 
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19th centu 
roller-printed 
Cotton 
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11-36. 断片 Fragment 
| ヨー ロッ パ Europe 
f | 19 世 紀 19th century 
E 铀 版 控 染 roller-printed 
? - 木綿 Cotton 
1 e = " 40x39cm X 
II-37 
11-37. Wr Fr Fragment 11-38. Bt Hr Fragment 
ヨー ロッ パ Europe ASAN Europe 
ttt K 19th century 19 世 紀 19th century 
銅版 擦 染 roller-printed 銅 販 捧 染 roller-printed 
木綿 Cotton 木綿 Cotton 
50x34cm * 19x56cm * 
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11-15 Coverlet 
Blais Europe 

19 世 紀 19th century 
銅版 捧 染 roller-printed 
木綿 Cotton 
78x76cm X 
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Coverlet 


II-44. fv fn 
ヨー ロッ パパ 
19 世 紀 


Europe 


19th century 
roller-printed 


Cotton 


銅版 捧 染 
木綿 


※ 


146% | 46cm 
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II-46 
II-45. ivt Coverlet II-46, 7 Coverlet 
B ayt Europe SERAN Europe 
19 世 紀 19th century 9 世紀 19th century 
Zëss roller-printed 銅版 捧 染 roiler-printed 
木綿 Cotton AR Cotton 
146xI46cm ※ 74X74cm ※ 


27 


II-47. 断片 Fragment II-48. fi vf Coverlet 


Europe 
19th century 
roller-printed 
Cotton 


A= N! Europe 
19 世 紀 19th century 
銅版 捧 染 roller-printed 
木綿 Cotton 


40X65cm X 108x | 53cm 


11-49. f C nf Pr 
a DIAS 

9 世紀 

木綿 

137X130cm * 


Part of a 


Europe 
19th century 
roller-printed 
Cotton 


coverlet 


II-50. 断片 


= 


Fragment 


Europe 
19th century 
roller-printed 
Cotton 


II-51. valer Hr Part of a coverlet II-52. 布地 Cloth-piece 


ヨー ロッ パ Europe 


EE Europe 
20 世 紀 初 期 early 20th century 20 世 紀 初 期 
銅版 擦 染 roller-printed 
木綿 Cotton 
JI3Xxilácm X 


early 20th century 
roller-printed 
Cotton 


460x63cm * 


11-53. 断片 Fragment II -54. BM Hanging 

ヨー ロッ パ Europe ヨー ロッ パ Europe 

19 世 紀 後 期 late 19th century 20 世 紀 初 期 early 20th century 
285 8 roller-printed x roller-printed 

木綿 Cotton im Cotton 

40X40cm ※ 345XiO5cm ** 
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11-55, 断片 Fragment 11-56. 断片 Fragment 
ヨー ロッ パ Europe ヨー ニー ロッパ Europe 

19 世 紀 中 期 mid 19th century 19 世 期 中 期 mid 19th century 
RER roller-printed 銅版 擦 染 roller-printed 
木綿 Cotton 木綿 Cotton 

10x14cm X EN Om * 


II-57. 断片 Fragment 11-58. 断片 Fragment 
ヨー ロッ パ Europe ヨー ロッ パ Europe 

19 世 紀 中 期 mid 19th century 19 世 期 后 期 late 19th century 
銅版 接 染 roller-printed 銅版 捧 染 roller-printed 
木綿 Cotton 木綿 Cotton 

IIXI6cm * 15XIOcm * 


762 


S* Sem * 


11-61. 断片 
= ロッパ 

20 世 紀 初 期 

木綿 

42X27cm X 


Fragment 


Europe 

late 19th century 
roller-printed 
Cotton 


Fragment 


Europe 

early 20th century 
roller-printed 
Cotton 


ヨー ロッ パパ 
20 世 紀 初 期 
銅版 控 染 
木綿 
35x35cm 


46X 24cm 


Fragment 


Europe 

early 20th century 
roller-printed 
Cotton 


Fragment 


Europe 

early 20th century 
roller-printed 
Cotton 
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11-4 


Fragment 


Europe 
early 20th century 


64. 断片 


ヨー ロッ パ 


II 


Fragment 
Europe 


Fr 


II-63. 断 
ヨー ロッ パパ 


20 世 紀 初 期 


銅版 


early 20th century 
roller-printed 


Cotton 


20 世 紀 初 期 
木綿 


roller-printed 


Cotton 


木綿 


※ 


43x26cm 


43x26cm کے‎ 
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Fragment 


11-66. 断片 


ヨー ロッ パ 


Fragment 


. Wr 


II-65 


ョ ー 


Europe 


Europe 


ロッ パ 
2078 


لا 


木綿 


early 20th century 


20 世 紀 初 期 


early 20th century 


inted 


-prin 


roller 


銅版 
木 


printed 


roller 


Rk 
HE 


Cotton 


im 


Cotton 


37x46cm X 


47x28cm 
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11-67. 断片 Fragment II-68. 断片 Fragment 
ヨー ロッ パ Europe ヨー ロッ パ Europe 
20 世 紀 初 期 early 20th century 20 世 紀 初 期 early 20th century 
銅版 擦 染 roller-printed 銅版 捧 染 roller-printed 
木綿 Cotton 木綿 Cotton 
26x7lom X 67x2lcm ※ 


II-69. 断片 Fragment II-70. 断片 Fragment 

ヨー ロッ パ Europe ヨー ロッ Europe 

2010 early 20th century 20 世 紀 初 期 early 20th century 
銅版 控 染 roller-printed 銅版 捧 染 roller-printed 

木綿 Cotton 木綿 Cotton 

IOXI5cm * 108X67cm * 
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II -71. 布地 Cloth-piece : Part of a coverlet 


Europe Europe 
19th century 19th century 
roller-printed j roller-printed 
Cotton Cotton 

< 70cm 


fel 


I-73, Sit fn 


, 


19 世 紀 後 期 一 20 世 紀 初 期 
本 綿 


65X65cm X 


[1-74 
Coverlet 11-74, スカ ー ト Skirt ghaghara 
Europe ヨー ロッ パパ B pm E 


late 19th 一 early 20th century 
roller-printed 
Cotton 


19 世 紀 後 期 一 20 世 紀 初 期 
RER 
木綿 


ウエ スト 54cm, 丈 79cm 
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late 19th 一 early 20th century 
roller-printed 

Cotton 

Waist 54cm, L.79cm 


MES 


II-75. 布地 Cloth-piece II-76. NU h Coverlet 


SEE Europe ヨー ロッ パ Europe 
19 世 紀 人 後期 一 20 世 紀 初 期 late 19th 一 early 20th century 19 世 紀 後 期 一 20 世 紀 初 期 late 19th 一 early 20th century 


roller-printed 銅版 捧 染 roller-printed 
Cotton 木綿 Cotton 
105x97cm X 


Fragment 11-78. Af Fr 


Europe 

early 20th century 
roller-printed 
Cotton 


D 


1-79, % ——7 58 08 v 
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Coverlet of a kerchief 


ヨー ロッ パ , マン チェ スタ ー 
19 世 紀 人 後期 

銅版 捧 染 

木綿 

61x66cm 


Europe, Manchester 
late 19th century 
roller-printed 
Cotton 
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Kerchief 


ヨー ロッ パ , マン チェ スタ ー 
19 世 紀 後 期 

木綿 

60X6 lcm 


Europe, Manchester 
late 19th century 
roller-printed 
Cotton 
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M81, DZ Kerchief II-82. カ ー チ ー フ 製 の 掛 布 Hanging of a kerchief 
ヨー ロッ パ , マン チェ スタ ー Europe, Manchester F Europe, Manchester 

19 世 紀 後 期 late 19th century 19 世 紀 後 期 late 19th century 

EEE roller-printed 人 铜版 控 染 roller-printed 

木綿 Cotton 木綿 Cotton 

55x64cm * 70X7Icm * 
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ヨー ロッ パ , マン チェ スタ ー 
19 世 紀 後 期 

木綿 

59x69cm ※ 


Europe, Manchester 
late 19th century 
roller-printed 
Cotton 


ヨー ロッ パ , マン チェ スタ ー 
19 世 紀 後 期 
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木綿 
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Europe, Manchester 
tate 19th century 
roller-printed 
Cotton 


11-85, カー チー フ 製 の 掛 布 


Hanging of a kerchief 


ヨー ロッ パ , マン チェ スタ ー 
19 世 紀 後 期 

287 0 

木綿 

94XIOicm 


Europe, Manchester 
late 19th century 
roller-printed 
Cotton 
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Coverlet of a kerchief 
Europe, Manchester 

late 19th century 

roller-printed 


Cotton 
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early 20th century 
roller- printed 
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2018 $237 88 
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木綿 
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S88, 1 Kerchief 

ヨー ロッ パ Europe 

19 世 紀 後 期 late 19th century 
287577 roller-printed 
木綿 Cotton 

58X66cm پا‎ 
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II-89. 布地 Cloth-piece 
Western India 

1915 $c d RÀ late 19th century 

SN roller-printed 

木綿 Cotton 

225X70cm X 


DO 


y 
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NN 
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Jung 
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II -90, 掛 布 また は 祭 増 敷き 布 Hanging or cover for the steps of a shrine 
西 イ ンド Western India 

19 世 紀 後 期 late 19th century 

銅版 捧 染 roller-printed 

木綿 Cotton 

160x 41cm 
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1-91. 台座 カ バー 


Cover for an altar 


F 
19 世 紀 後 期 


‘aR 


木綿 
64x115cm 


Western india 
late 19th century 
roller-printed 
Cotton 


Se 
بین‎ 


りん 4 


Bu 


2) 


زار 


0200 


D 
173% 156cm 


Part of a temple hanging 


Western India 

late 19th 一 early 20th century 
rolier-printed 

Cotton 


Part of a temple hanging 


Western India 

late I9th—early 20th century 
roller-printed 

Cotton 


11-94. 断片 Fragment 
Zr ZN 
19 世紀 後期 一 20 世 紀 初 期 


Gujarat 
late |9th—early 20th century 
roller- printed 


Cotton 
88x70cm ※ 


Coverlet 


Western India 
late 19th 一 early 20th century 
-printed 
Cotton 
200x 1 09cm 


96. 59 Sari 

西 イ ンド Western India 

f early 20th century 
roller-printed 
Cotton 


520X ! 00cm 


II-97. HE HL vf Circular coverlet 


Fragment 


India or Europe fT Western India (?) 
late 19th century 


roller-printed 
Cotton 
D.125cm 45x25cm 


late 19th century 
roller-printed 
Cotton 


II-99. 布地 
Bir 

19 世 紀 後 期 
200 7 

木綿 

600x72cm ※ 


PE رم‎ Zeie 


t. N 
て の f 


Cloth-piece 


Western India 
late 19th century 
roller-printed 
Cotton 


\ 


H 


e? 
3 
+ 


II -100, 布地 


| 
i 


4 


Cloth-piece 
Western India 
late 19th century 
roller-printed 
Cotton 


II-101. 断片 


西 イ ンド また は 南 イ ンド 


54x23cm 


Fragment 


Western India or Southern India 
early 20th century 
roller-printed 

Cotton 


11-102, 布地 


y 


木綿 
3,473X61.5cm 


Cloth-piece 


Kerala, Calicut 
early 20th century 
roller-printed 
Cotton 


II -103, 布地 Cloth-piece II-104. 布地 Cloth-piece II-105. 布地 Cloth-piece 

SZENEN eg Europe, Manchester 西 イ ンド Western India 南 イ ンド また は 西 イ ンド Southern India or Western India 
20 世 紀 初 期 early 20th century 20 世 紀 初 期 early 20th century 20 世 紀 初 期 early 20th century 

銅版 捧 染 roller-printed 銅版 捧 染 roller-printed EE roller-printed 

木綿 Cotton 木綿 Cotton 木綿 Cotton 

2,980x66cm * ۱37×668 & 2,200x57cm * 
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II-108, 布地 


, を 
A 
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Cloth- piece 


. 


33 تچ ھ も‏ 
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II-109, K ٦ 


€6€66666%6% 


008 


Skirt ghaghara 


西 イン ド 
20 世 紀 初 期 
木綿 
98X55cm ※ 


Western India 
early 20th century 
roller-printed 
Cotton 


西 イ ンド 

20 世 紀 初 期 
N 

木綿 

ウエ スト 66cm, X 73cm 
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Western India 
early 20th century 
roller-printed 
Cotton 

Waist 66cm, L.73cm 


2 


e‏ سس ہیں ہیں ۔ ہیں'۔ ہیں' ہیا 


Cloth-piece 


II-111. 布地 


西 イ ンド 


Lining of a temple hanging 


11-110. 寺院 用 掛 布 の 裏 布 


西 イン ド 


Western India 


Western India 


early 20th century 
roller-printed 


Cotton 


20 世 紀 初 期 


铜版 控 
木綿 


early 20th century 
rolier-printed 


Cotton 


20 世 紀 初 期 
銅版 捧 染 


木綿 


188X62cm * 


196X)23cm * 


se ee o 


TO ab db Gb ے‎ 
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Cloth-piece 


II-113. 布地 


南 イン ド ? 


Fragment 


112. 断片 


南 イン ド ? 


II 


Southern India (?) 


Southern India (?) 


early 20th century 
roller-printed 


Cotton 


20 世 紀 初 期 


木綿 


early 20th century 
roller-printed 


Cotton 


20 世 紀 初 期 


9 
m 


EE 
木綿 


102x67cm & 


28XSlcm * 
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38x55cm X 


Fragment 


Western India 
early 20th century 
roller-printed 
Cotton 
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II-115. 断片 Fragment 
西 イン ド Western India 
20 世 紀 初 期 early 20th century 
28 ڑ5‎ roller-printed 
木綿 Cott 
51X54cm X dd 


II-116 
II-116. iv Coverlet II-117. 断片 Fragment 
西 イ ンド Western India 西 イ ンド Western India 
Drum early 20th century 20 世 紀 初 期 early 20th century 
銅版 擦 染 roller-printed 銅版 擦 染 roller-printed 
木綿 Cotton 木綿 Cotton 
45X50cm X 20x63cm ※ 
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II -118. Wr Fr Fragment II-119. 布地 


Cloth-piece 


Western India Western India 
3 early 20th century 
roller-printed 
Cotton be Cotton 


1I-120 


Part of a coverlet Cloth-piece 


) India E Western India 
20th century 20 世 纪 初 期 early 20th century 
roller-printed = roller-printed 
Cotton Cotton 
107X 130cm 0 


II-122. 断片 Fragment II-123. 断片 Fragment 


西 イ ンド Western India 西 イン ! tern India 
20 世 紀 初 期 early 20th century 2018 $23) 88 > 
銅版 捧 染 roller-printed 

木綿 Cotton 


54X54cm X 26x56cm X 
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16 


Fragment Fragment 


Western India 
early 20th century 


roller-printed 
Cotton 
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II-127. 断片 
西 イン ド 

20 世 紀 初 期 

木綿 

52x52cm . 


Fragment 


Western India 


early 20th century 


roller-printed 
Cotton 


II-128. 断片 


Fragment 


Western India 
early 20th century 
roller-printed 
Cotton 
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11-129. 断片 Fragment Fragment 
西 イン ド Western India Western India 
20 世 紀 初 期 early 20th century early 20th century 
銅版 擦 染 roller-printed roller-printed 
木綿 Cotton Cotton 
54x54cm X 
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II-135. 被 衣 ォ タ = 


2271 
20 世 紀 初 期 
[UE 

絹 

184x | 66cm 


Head covering ^ odhani 


Gujarat 

early 20th century 
tie-dyed 

Silk 
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I= ur) Sari 07آ‎ Sari 
ラジ ャ スタ ン 州 Rajasthan ラジ ャ スタ ン 州 Rajasthan 
un early 20th century 20 世 紀 初 期 early 20th century 
絞り 染 tie-dyed ROR tie-dyed 
木綿 Cotton 木綿 Cotton 
900X97cm * 440XIO4cm * 
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11-138. SEX ォ タ = Head covering odhani II-139. 布地 Cloth-piece 
グジャラート 州 Gujarat グジャラート 州 Gujarat 

20 世 紀 初 期 early 20th century 20 世 紀 初 期 early 20th century 
木版 控 染 block-printed, imitation of tie-dye BEER tie-dyed 

i8 Silk $8 Silk 


2l0xi4lom X 


400x102cm * 
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II-140. ター バン Turban II-141. ター バン 断片 Part of a turban 
F Rajasthan, Kota ラジ ャ スタ ン 州 。 コー ター Rajasthan, Kota 

19 世 紀 19th century 19 世 紀 後 期 , iate 19th century 
BUR tie-dyed BUR tie-dyed 

木綿 モス リン Cotton muslin 木綿 モス リン Cotton muslin 
2,006x17cm * 168x89cm ※ 
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11-143 
II-142, ター バン Turban 11-143, ター バン 断片 Part of a turban 
ラジ ャ スタ ン 州 Rajasthan ラジ ャ スタ ン 州 Rajasthan 
19 世 紀 後 期 一 20 世 紀 初 期 late 19th 一 early 20th century 19 世 紀 後 期 一 20 世 紀 初 期 late 19th 一 early 20th century 
) tie-dyed 絞り 染 tie-dyed 
木綿 モス リン Cotton muslin 木綿 モス リン Cotton muslin 
1,800x15cm ** 877x20cm & 
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II-144, ターバン Turban II-145, ター バン 断片 Part of a turban 


ラジ ャ スタ ン 州 Rajasthan ラジ ャ スタ ン 州 , ジャ イブ ー ル Rajasthan, Jaipur 
19 世 紀 後 期 一 20 世 紀 初 期 late !9th 一 early 20th century 19 世 紀 19th century 

絞り 染 tie-dyed 0 tie-dyed 
Amer) Cotton muslin NH EAUD Cotton muslin 

|, 100x12cm * 1,336X13cm * 
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II-146, ター バン 


II-146 


Turban 


II-147 
WA AS 


Turban 


ラジ ャ スタ ン 州 , ジャ イプ ー ル 
19 世 紀 

絞り 染 7ھ‎ 
木綿 モス リン 

1,625x 18cm 


Rajasthan, Jaipur 

19th century 

tie-dyed and printed with gold leaf 
Cotton muslin 


ラジ ャ スタ ン 州 , ジャ イプ ー ル 
20 世 紀 初 期 

RU RAF 
木綿 モス リン 

1,600X |9cm 
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Rajasthan, Jaipur 

early 20th century 

tie-dyed and printed with silver leaf 
Cotton muslin 


11-148, ター バン 


Turban 


f 


. 


, 


II-149, K , 150. タ ー バ ン 断 片 


len 
Turban, Part of a turban 


ラジ ャ スタ ン 州 , ジャ イブ ー ル 
20 世 紀 初 期 

絞り 染 

木綿 モス リン 

1,975X18cm * 


Rajasthan, Jaipur 
early 20th century 
tie-dyed 

Cotton muslin 


ラジ ャ スタ ン 州 , ジャ イプ ー ル 

19 世 紀 : 

巻き 絞り 染 ラ ハ リ ア 

木綿 モス リン 

1,210X13cm > (11-149) 
878x12cm %(II-150) 
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Rajasthan, Jaipur 

19th century 

wrap-resist dyed lahariya 
Cotton muslin 


11-151, ター バン 断片 


Part of a turban 


0-827, 
F 


^ 
E 
N 


12158 
Turbans 


ラジ ャ スタ ン 州 , ジャ イブ ー ル 


9 世紀 

巻き 絞り 染 
木綿 モス リン 
570XI3cm * 


ラ ハ リ ア 


Rajasthan, Jaipur 

19th century 

wrap-resist dyed lahariya 
Cotton muslin 


ラジ ャ スタ ン 州 , ジャ イプ ブール 
20 世 紀 初期 

巻き 絞り 染 27 
木綿 モス リン 

1,100XI4cm  **(II-152) 
1,547X 15cm * (11-153) 
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Rajasthan, Jaipur 

early 20th century 
wrap-resist dyed lahariya 
Cotton muslin 
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巻き 絞り 染 mm EM 


ラジ ャ スタ ン 州 , ジャ イブ ー ル 
木綿 モス リン 


NSS, zem A 
19 世 紀 


1.990XI9cm * 
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Turban 
Rajasthan, Jaipur 


19th century 
wrap-resist dyed and printed with gold leaf 


Cotton muslin 


lahariya 


07 


و 


ジャ スタ ン 州 , ジャ イプ ブール 


WSR, ダー バジ 
E 

BAG Bam 
木綿 モス リン 


1.632XI8cm * 


19 世 紀 


"EN 
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— 
* a ^e 
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II-156 Wiikey II-158 
EE Turbans Us 区 2 3 Turban 
ラジ ャ スタ ン 州 , ジャ イブ ー ル Rajasthan, Jaipur ラジ ャ スタ ン 州 , ジャ イブ ー ル Rajasthan, Jaipur 
19 世 紀 19th century 19 世 紀 19th century 
HARUR sym モト ゥ ラ wrap-resist dyed and printed with gold leaf HERIR BS ° RAR モト ゥ ラ wrap-resist dyed and printed with gold and 
木綿 モス リン mothara 木綿 モス リン silver leaf mothara 
1,593x16cm ※(II-156) Cotton muslin 2,244x18cm & Cotton muslin 


2,003x19cm ا‎ (11-157) 
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Turban 


GO NA 


ラジ ャ スタ ン 州 。 ジ ャ イブ デー 
20 世 紀 初 其 

巻き 絞り 染 dE 
木綿 モス リン 
2,125XI9cm & 


Jv 


モト ッ ラ 


Rajasthan, Jaipur 
early 20th century 


wrap-resist dyed and printed with gold leaf 


mothara 
Cotton muslin 


r » 
11-0 
Turban xti 


ラジ ャ スタ ン 州 , ジ ャ イプ ブール 


20 世 紀 初 期 S 
巻き 絞り 染 SER 
木綿 モス リン 
2,067x19cm X 


220 


tho? 


Rajasthan, Jaipur 

early 20th century 

wrap-resist dyed and printed with gold leaf 
mothara 

Cotton muslin 


ix 


II-162 


. 1161 


Turban 


EE Turbans 11-163, ター バン 
州 。 ジャ イブ ー ル Rajasthan, Jaipur ラジ ャ スタ ン 州 ,。 ジャ イブ ー ル 
early 20th century 20 世 紀 初 期 
oq "モト ゥ テラ Wrap- resist dyed and printed with gold leaf 巻き 絞り 染 モト ゥ ラ 
E mothara 木綿 モス リン 
19cm X(II-161) Cotton muslin 1,652x17cm * 


15x19cm W (11-162) 


214 


Rajasthan, Jaipur 

early 20th century 
wrap-resist dyed. mothara 
Cotton muslin 


D 


II -164, ター バン 断片 


Part of a turban 


18-1698" ۴-7 


Turban 


ラジ ャ スタ ン 州 、 ジ ャ イブ ー ル 
19 世 紀 後 期 一 20 世 紀 初 期 
巻き 絞り 染 be 
木綿 モス リン 

322x|9cm ** 


Rajasthan, Jaipur 

late 19th 一 early 20th century 
wrap-resist dyed ` mothara 
Cotton muslin 


ラジ ャ スタ ン 州 ,。 ジャイ プール 
20 世 紀 初 期 

巻き 絞り 染 モト ゥ ラ 
木綿 モス リン 
1,784X20.5cm * 


ZUNE 


Rajasthan, Jaipur 

early 20th century 
wrap-resist dyed mothara 
Cotton muslin 


11-166, ター バン 断片 


II-166 
Part of a turban 


1121606 2 バー バン 


II-167 


Turban 


ラジ ャ スタ ン 州 

19 世 紀 後 期 一 20 世 紀 初 期 
巻き 絞り 染 EROT 
木綿 モス リン 

1.276XI9cm ※ 


Rajasthan 

late 19th 一 early 20th century 
wrap-resist dyed mothara 
Cotton muslin 


ラジ ャ スタ ン 州 

20 世 太初 期 

巻き 絞り 染 モト ゥ ラ 
木綿 モス リン 
„742K 19. Sem * 


213 


Rajasthan 

early 20th century 
wrap-resist dyed mothara 
Cotton muslin 
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II-168 II-169 
I > a Turban 0 2 Turban 
ラジ ャ スタ ン 州 Rajasthan ラジ ャ スタ ン 州 Rajasthan 


20 世 紀 初 期 
巻き 絞り 染 ラ ハ リ ア 
木綿 モス リン 
|, 530x 18cm 


early 20th century 
wrap-resist dyed lahariya 
Cotton muslin 


20 世 紀 初 期 
巻き 絞り RAF DONT 


木綿 モス リン 
1.723XI9cm * 
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early 20th century 

wrap-resist dyed and printed with silver leaf 
lahariya 

Cotton muslin 
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Embroideries 
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on " 
II- 1 , € Coverlet 

Uttar Pradesh, Varanasi 

18th century 

discontinuous supplementary weft 


: Silk / silver thread 
84x86cm 


Waist coat 


II- 2 . ^ Ah 


a ln r , Ce 


19 世 紀 初 期 


Uttar Pradesh, Varanasi 
early 19th century 


continuous and discontinuous supplementary 


weft 


DEIN Gs 


t- 


ERA, 462 


Silk / silver and silk thread 


L.50cm, Shoulder L.31cm 


3k 50cm, 75 ۱1131 7 


218 


— 
z Clm 4 ic 
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esch 


Children's coat 


ウッ タル ・ SIP VAN, rt 
19 世 紀 後 期 一 20 世 紀 初 期 

縫 取 織 

4B (KE) ° RHR CRE) RA 

丈 80cm、 肩 巾 28cm 


Uttar Pradesh, Varanasi 

late (9th—eariy 20th century 
discontinuous supplementary weft 
Silk(warp) and cotton(weft) / silver thread 
L.80cm, Shouider L.28cm 
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111-7 . 断 片 


北西 イン ド 

19 世 紀 

km 

$8 (8) REE) RA. BK 
J2x44cm & 


Fragment 


Northwest india 

19th century 

discontinuous supplementary weft 

Silk(warp) and cotton(weft) / silver and silk 
thread 


EE 


TY 


w 


= 


Cloth-piece 

Northwest India 

early 19th century 
discontinuous supplementary w 
Silk(warp) and cottor 


244 * 


SN 
db 


5% 


£r 


A 


Fragment 


19th century 
discontinuous supplementary weft 
Silk(warp) and cotton(weft) / silk thread 


SUN, tla 


ルク 


gg," 
— 


c Be 
rr 

18 世 紀 後 期 一 」9 世 紀 初 期 

+89 

ECE) > REDDER. R. AK 

230x 19cm 


Maharashtra, Aurangabad or Andhra Pradesh, 
Hyderabad 
late 18th 一 early 19th century 


discontinuous supplementary weft 
Silk(warp) and cotton(weft) / gold, silver, and 
Silk thread 


136% 23cm 
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シン まだ は マハ ラジ ュ ド ラ 


Fragment 


Uttar Pradesh, Varanasi or Maharashtra, 
gabad 

19th century 

discontinuous supplementary weft 

Silk / silver thread 


Auran- 


II-12. 断片 


72 9-717 
19 世 紀 初 期 
絹 ( 経 )・ 

53x 13cm 


Fragment 


Gujarat (?) 

early 19th century 

discontinuous supplementary weft 

Silk(warp) and cotton(weft) / silver and silk 
thread 


87x20cm 


Fragment 


Maharashtra, Aurangabad 

late 19th 一 early 20th century 

continuous supplementary weft himru 
Cotton(warp) and gold thread(weft) 


BYE: 22 عو‎ Ios it ク E 3 A ر‎ FIERY. سے می و‎ 
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detail of lining of plate Hl-14 


IU-14. 2:11 Quilt 


マハ ラ シ ュ ト ラ 州 , Maharashtra, Aurangabad 
9 世紀 19th century 
緯 浮 織 continuous supplementary weft 


Cotton 
139x100cm ※ 


111-155 Hanging 


2 


bM T. Gujarat (?) 
18 世 紀 後 期 一 19 世 紀 初 期 late 18th 一 early 19th century 
縫 取 織 discontinuous supplementary weft 
HE) ° XR (f 5 K Silk(warp) and cotton(weft) /silver and silk 
217x152cm * thread 


163X66cm 


Cloth-piece 


Gujarat, Ahmedabad 

late 19th century 

discontinuous supplementary weft 
Silk / silver thread 


111-17. 布地 
ر ا(‎ A 
19 世 紀 後 期 

ERIK 

, 

52x66cm 


Cloth-piece 


Gujarat, Ahmedabad 

late 19th century 

discontinuous supplementary 
ver and silk thread 


III-18. 布地 


Cloth-piece 


Gujarat, Ah abad 

late 19th century 

discontinuous supplementary weft 
Silk / silver thread 


111-19. 断片 Fragment 


SE Gujarat, Surat 

19 世 紀 人 後期 late 19th century 

Beh RAT continuous supplementary weft kinkhab 

絹 ( 経 ) BRB) / NES Silk(warp) and cotton(weft) / gold and silk 
88x35cm * thread 


HI-20. 布地 Cloth-piece 

グジャラート 州 Gujarat 

19 世 紀 前 半 first half of the 19th century 

REFER 。 キン カプ continuous supplementary weft kinkhab 


8 (KE) ß (), EA 
63x72cm ※ 


Silk(warp) and cotton(weft) / gold thread 
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69cm, ウエ スト 66cm 


Trousers pyjan 


Gujarat 
late 19th 一 early 20th century 


continuous supplementary weft and supplemen- 


tary warp 
Silk(warp) and cotton(weft) / gold thread 
L.69cm, Waist 66cm 


Waist coat 


Gujarat 

late |9th—early 20th century 
continuous supplementary weft 
Silk 

L.50cm, Shoulder L.33cm 


WM T Wr mam 
"n LR ۳ | y 


0+ 
DI WT 


dÉ, 


i 
X » 
TU 


111-23, 布地 Cloth-piece 111-24, 布地 Cloth-piece 

22-۷ Gujarat グジャラート 州 Gujarat 

20 世 紀 初 期 early 20th century 20 世 紀 初 期 early 20th century 

1 continuous supplementary weft 緯 浮 織 continuous supplementary weft 
18 Silk SS Silk 

53x70cm * 85x70cm ※ 
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Head covering 


Madhya Pradesh, Chanderi or Maharashtra, 


Paithan 
first half of the 19th century 
continuo supplementary weft. tapestry 


ton muslin oid and silver thread 
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111-26, 3-U —[Er Fr 

マデ ィ ヤ ・ プラ デシ ュ 州 ,。 チャ ン デ リ ま た は マハ ラ シ ュ ト ラ 
州 、 バ イタ ン 

19 世 紀 

縫 取 織 , F A. 経 浮 織 

木綿 モス リン ノ 人 金糸 , RA. 

520X118cm پا‎ 


Part of a sari 


Madhya Pradesh, deri or Maharashtra, 
Paithan 

19th century 

discontinuous supplementary weft, tapestry 
weave, supplementary warp 

Cotton muslin / gold, silver, and silk thread 


27. میا پت‎ 47 ル マ ル 


Coverlet rumal 


パ バングラデシュ ( 旧 ベ ン ガ ル ), ダッ カ 
19 世 紀 

8 ジャ ムダ ニ 様 式 
木綿 モス リン 木綿 系 

64X67cm 


Bangladesh (former Bengal), Dacca 

19th century 

discontinuous supplementary weft jamdani 
style 

Cotton muslin /cotton thread 
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1-28 


111-28, 帽子 


20 世 


111-29 FH 


Shawl 


バン グラ デシ ュ ( 旧 ベン ガル ), ダッ カ 


20 世 紀 初 期 

縫 取 織 
木綿 モス リン プ 木 綿糸 
200X78cm * 


Bangladesh (former Bengal), Dacca 
early 20th century 

discontinuous supplementary weft 
Cotton muslin / cotton thread 
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Shawl 


A 
1918 $c 
FI 
SPA 
315X152cm 


Kashmir 

19th century 

twilled tapestry weave 
Wooi 
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detail of plate [I[-30 
detail of plate 111-30 
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lining of plate IIl- 


Coverlet 
Kashmir 


111-177017 


SUR 


カジ 


19th century 


19 世 紀 


twilled tapestry weave 


Wool 


綾 地 組織 
TE 


6060" 
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Fragment 


y Weave 


11-33 


111-33. 断片 Fragment 


Gujarat or Maharashtra 

18th century 

striped plain weave, supplementary warp 
Silk(warp) and cotton(weft) 


TI x42cm 
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er‏ کی ےج LE EE ; SES? ee‏ لیر ری پر یی یر یہ 


ers Ebr رر‎ ESE 


— ہیس ہس اہ 


eee 


he tne 


پیل لپ یر EY‏ 


سی وش مت 


TA Ä‏ تب 


e — R - D 
عق‎ LENES SE GE ST ELBE 34 سے ہے‎ eme ze RS Pa „ Ä ener EE Ve ا‎ -_ 


— "n 


„:... EE eege RR" 


| 
| 
| 
| 


Cloth-piece ۸ Fragment 


Gujarat or Maharashtra J Gujarat or Maharashtra 

18th cent せ 紀 18th century 

striped plain weave striped plain weave, supplementary warp 
Silk $ (FE) Silk(warp) and cotton(weft) 


او سر س و درو وم ER‏ 
فی کے ا A.‏ کی 


c d 


V 


EHS 


عو سے ہی جات 


SE ur 


tapestry weave, supplementary warp 


Gujarat or Maharashtra 
Silk / silver thread 


18th century 


Fragment 
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111-39, ズボン Trousers pyjama 


北西 イン ト Northwest India 
18 世 紀 18th century 
$8 Ex kek, 3 discontinuous supplementary weft, supplemen- 
HORE) - ß CRE) Ke. 銀 tary warp 
oem. ウエ スト |24c Silk(warp) and cotton(weft) / silk and silver 
thread 
L.97cm. Waist 124cm 


111-40. 断片 Fragment 

北西 イン ド Northwest India 

19 世 紀 初 期 early 19th century 

綾 地 縫 取 織 twilled discontinuous supplementary weft 


BE Ale) /)187 
17X78cm * 


Silk(warp) and cotton(weft) / silk thread 
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Fragm 


Gujarat 

18th century 

striped satin weave mashru 
Silk(warp) and cotton(weft) 


E 


b 


mashru 


arp in satin weave 


early 19th century 


Fragment 
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Fragment 
early ۱۹۲۲ century 


pulo E ERE CCC s ہے‎ 


111-42. 断片 


IOX!Bcm * 


79x50cm 


Cloth-piece 


Gujarat (?) 

first half of the 19th century 
striped satin weave mashru 
Silk(warp) and cotton(weft) 


Fragment 


Gujarat (?) 


111-45. 断片 
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۱9۲۲ century 


first half of the 
striped satin weave 


マシ ュ ル ー 
Xi (ie) 


19 世 紀 前 半 
Ll ma. d 


Bam) 
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supplementary warp and continuous supplem 


tary weft in satin weave 


early 19th century 


Cloth-piece 
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YU EERE‏ کے کے ہے کے ہے 


کے یی S RU ACR SCALE RC‏ یس 
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185x60cm 


DTI HOM سر‎ — 


111-47 , 77 Hanging 
27 F Gujarat 
19 世 紀 後 期 late 19th century 


締 縄 子 織 Elke 
絹 ( 経 )・ 木 綿 ( 緯 ) 
70x 102cm 


striped satin weave mashru 
Silk(warp) and cotton(weft) 
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Cloth-piece 


グジャラート 上 州 Gujarat 

19 世 紀 初 期 early ۱9۲۳ century 

纏 子 地 経 浮 織 55 supplementary warp in satin weave mashru 
f (E) ۰ RHR (AR) Silk(warp) and cotton(weft) 

88x56cm * 


EE 


AU ACA 


u 


ا ای 


r Cape: < SER 
EE ہہ یت می‎ qe Qe x ہی کہ‎ TEN Leg 


4 


EE REES ^ 


AU EN ` 


Y PAL Pat OPEN 
I N Pu ACA. TAA, AAS VEN ANA AAP SARARAAA V 


PN AN a i‏ ی 


A 


AAA 9 


رکا و tha d dick VAT‏ و 


Ai 


at a à AN Pe ur ut d d‏ ا 


۴ 


AN AA PX رھ‎ EA 


Pg i dit P PPP KA ASA PRA RATE uU کی کی‎ MME MM 


P 


ایی اک کک o‏ 


FI; 


か 


LAA ALA ANA 


n NN 


N 


IN 


RAPA APS 


Fragment 


Fragment 


グジャラート 州 
lott $232) 7 


19th century 


early I9th century 


mashru 


supplementary warp in satin weave 
Silk(warp) and cotton(weft) 


マシ ュ ル ー 
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mashru 


supplementary warp in satin weave 
Silk(warp) and cotton(weft) 


Ee 
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39X39cm ※ 
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Cloth-piece 111-52, 布地 Cloth-piece 
Gujarat d Gujarat 

early 20th c / 0 世紀 first half of the 20th century 
striped satin \ 


mashru マシ ュ ル supplementary warp in satin weave mashru 
Silk(warp) and cotton(weft) ki $ ) Silk(warp) and cotton(weft) 


ャ ラー ト 州 
20 世 紀 前 半 
kain J rent ہے‎ 
入 絹 ( 経 )・ 木 綿 ( 緯 ) 
186% 16cm 


Part of a coverlet 


Gujarat 

first half of the 20th century 
striped satin weave mashru 
Artificial silk(warp) and cotton(weft) 
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Cloth- piece 


Gujarat, Patan 

first half of the 20th century 
supplementary warp in satin weave 
Artificial silk(warp) and cotton(weft) 


mashru 
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first half of the 20th century 
supplementary warp in satin weave 


Fragment 
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Artificial silk(warp) and cotton(weft) 


first half of the 20th century 


Gujarat, Patan 


Cloth-piece 


. カバ 


II[-57 
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ー ト 


グ ジ ャ ラ 
20 世 紀 前 


70X2lcm X 


Cover 


Gujarat 


first half of the 20th century 


supplementary warp in satin weave 


Cotton 


III-57 


58 


III 


Cloth-piece 


111-59, 布地 


グジャラート 州 


Cloth-piece 


布地 


= 


III 


Gujarat 


Gujarat 
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72 


クジ ャ ラー 
20 世 紀 前 半 


D 


first half of the 20th century 


first half of the 20th century 


紀 前 


mashru 


supplementary warp in satin weave 


ashru 
) and cotton(weft 


m 


striped satin weave 


Artificial silk( 


陽子 織 。 マシ ュ ル 一 
・ RR (Ê) 
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Artificial silk(warp) and cotton(weft) 


E) * SICH 
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warp 
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38X87cm 


38x87cm 
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Fragment 


Andhra Pradesh, Hyderabad 

late 19th century 

warp ikat and supplementary warp in satin 
weave mashru 

Silk(warp) and cotton(weft) 


111-61. 断片 ` Fragment E Cloth-piece 


南 Southern India (?) 南 イ ンド ? Southern In 
期 一 2 世紀 初期 late 19th 一 early 20th century 世紀 late 190 
ARF th RE Ex £i マク ーー discontinuous supplementary weft in RES 5 マシ ュ ル - warp ikat 
(A) weave mashr wea mashru 
70XI7cm & Silk(warp) and cotton(weft) 4 m * Silk(warp) and cotton(weft) 
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Cloth-piece Cloth-piece 


Gujarat, Patan ジャ ル Rajasthan, Jaipur 
half of the 20th century 1 late ۵۲ tury 


warp ikat in satin weave mashru j マシ ュ ル 一 、 ) warp ikat hru, khanjari 
Silk(warp) and cotton(weft) Silk 
135X8lcm 
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Cloth-piece 


Rajasthan, Jaipur 

19th century 

warp ikat mashru, khanjari 
Silk 
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JI-67. 断片 Fragment 


ラジ ャ スタ ン 州 , ジャ イプ ブー ル Rajasthan, Jaipur 

19 世 紀 19th century 

Bit ee — * warp ikat mashru, khanjari 
絹 Silk 

5IX3icm * 


III-68, Ceremonial cloth 


Gujarat, Patan 

late |9th century 
double ikat patola 
Silk 


224x 19cm 


111-69. 儀式 用 サ ! Ceremonial s 


Gujarat 
late |9th ury 
double ikat patola 
Silk 

440x|licm لا‎ 


III -70, 65 
南 イ ンド 

19 世 紀 後 期 一 20 世 紀 初 期 
PRS. 縫 取 織 

i 
286X9Icm 次 


Hanging 


Southern India 

late 19th 一 early 20th century 

continuous and discontinuous supplementary 
weft 

Cotton 
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[1-72 


日 0X48cm 


I-73, 前 掛け 


Apron 


北東 イン ド 

20 世 紀 初 期 

縫 取 織 

ARB Rin e. 絹糸 
94X104cm 


Northeast India 

early 20th century 

discontinuous supplementary weft 
Cotton / cotton and silk thread 
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111-74 Sub — ャ マル Coverlet rumal 


ヒマ チャ ル ・ ブラ デシ ュ 州 ,。 チャ ン バ Himachal Pradesh, Chamba 
20 世 紀 初 期 early 20th century 

GE embroidery 

木綿 絹糸 Cotton / silk thread 
71x68cm 
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11-75 


I-75. Rof ven Coverlet rumal 

ヒマ チャ ル ・ プラ デシ ュ 州 , チャ ン バ Himachal Pradesh, Chamba 
20 世 紀 初 期 early 20th century 

RIM embroidery 

木綿 絹糸 Cotton / silk thread 
60x60cm 
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11-77. 7 
パキスタン , シン ド 地 方 
20 世 紀 初期 

78 ریہ 
Ri, BK, RRR‏ 
81×85 


Coverlet rumal 


Pakistan, Sind 

early 20th century 

embroidery, applied discs of mirror glass 
Cotton / silk and cotton thread 


111-78. 布地 
グジャラート 州 , カッ チ 地 方 
20 世 紀 初 其 


71x69cm 


Cloth-piece 


Gujarat, Kutch 
early 20th century 
embroidery 

Silk / silk thread 


سن شی تپ ہے 


TT 


11-79, TERI BG EE HE A AK 


Men's sash or wedding scarf 


11-80. 男性 用 飾 帯 また は 結婚 式 用 肩 衣 


Men's sash or wedding scarf 


パキスタン , シン ド 地 方 
20 世 紀 初 期 
R32—7—2AUAJd 
AREA TES 
123 18cm 


Pakistan, Sind 

early 20th century 

embroidery, applied discs of mirror glass 
Cotton / cotton and silk thread 


パキスタン , シン ド 地 方 
20 世 紀 初 期 

ミラ ー ワ ー ク 入り 刺繍 
木綿 絹糸 , 本 綿糸 
156XI6cm ※ 
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Pakistan, Sind 

early 20th century 

embroidery, applied discs of mirror glass 
Cotton / silk and cotton thread 


me 


OR — ͤ—‏ ہج سب 
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11-81. 布地 


グ 


3: 29cm 


I-83, SM; チャ クラ 


Hanging chakla 


クジ ャ ラー ト 州 , カッ チ 地 方 
20 世 紀 前 半 
32—7—2 AUS 
ff, AA 
89x89cm 


Gujarat, Kutch 

first half of the 20th century 

embroidery, applied discs of mirror glass 
Cotton / cotton thread 


2288 


III -84, 掛 布 3 d Hanging chakla 


Gujarat, Saurashtra 
first nalf of the 20th century 
2 AS) Ria embroidery, applied discs of mirror glass 
KARA Cotton / cotton thread 
80x83cm 


111-05 


VW 
1 ا‎ V a M M V^ v UR | 


Coverlet for quilts 


グジャラート 州 , カッ チ 地 方 
20 世 紀 前 半 

ミラ ー ワ ー ク 入り 刺繍 

ES AA 

163% 78cm 


Gujarat, Kutch 

first half of the 20th century 

embroidery, applied discs of mirror glass 
Cotton / cotton thread 
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I-86. カバー? Cover (?) Il-87. 袋 Bag (dowry bag) 

区 ジャ ラー ト 州 , カッ チ 地 方 Gujarat, Kutch グジャラート キ 州 , カッ チ 地 方 Gujarat, Kutch 

26 世 紀 前 半 first half of the 20th century 20 世 紀 前 半 first half of the 20th century 

ミラ ー ワ ー ク 入り 刺繍 embroidery, applied discs of mirror glass 22—7—2A 8148 embroidery, applied discs of mirror glass 
WAR RR Cotton / cotton thread 木綿 絹糸 Cotton / silk thread 

22x90cm 72x59cm 


20 


TEER 


111-88. KR Saddle-bag II[-89, 90. 袋 Bag (dowry bag) 

A 77٥ Gujarat, Kutch グジャラート 州 , カッ チ 地 方 Gujarat, Kutch 

20 世 紀 前 半 first half of the 20th century 20 世 紀 前 半 first half of the 20th century 

32——2 8 embroidery, applied discs of mirror glass ミラ ー ワ ー ク 入り 刺繍 embroidery, applied discs of mirror glass 
Ri A IIR: Cotton / cotton thread 木綿 木綿 糸 Cotton / cotton thread 

97x57cm 56x44cm (III-89) 


42x33cm (11-90) 
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III-91. HB チャ クラ 


Hanging chakla 


III-92. 4M チャ クラ 


11-92 
Hanging chakla 


グジャラート 州 , カッ チ 地 方 
20 世 紀 前 半 

32—7—2 AURIUM 
木綿 木綿 糸 

40X40cm 


Gujarat, Kutch 

first half of the 20th century 

embroidery, applied discs of mirror glass 
Cotton / cotton thread 


グジャラート 州 , カッ チ 地 方 
20 世 紀 前 半 

GEZ 

木綿 グズ 木綿 未 

51x50cm 
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Gujarat, Kutch 

first half of the 20th century 
embroidery 

Cotton / cotton thread 


I-93, 胸 衣 チュー リ 


Bodice choli 


グジャラート 州 , サウ ラス トラ 地方 
20 世 紀 前 半 
ミラ ー ワ ー ク 入り 刺繍 
木綿 絹糸 

丈 44cm 


Gujarat, Saurashtra 

first half of the 20th century 

embroidery, applied discs of mirror glass 
Cotton / silk thread 

L.44cm 
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1II-94 
M-94. 77 Hanging 


ク グジャラート 州 、 サ ウラ スト ラ 地 方 Gujarat, Saurashtra 

20 世 紀 前 半 first half of the 20th century 
刺繍 embroidery 

木綿 絹糸 木綿 系 Cotton / silk and cotton thread 
210x129cm 
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11-95. Hui مب‎ 


KR 


Shelf frieze hanging patta 


مرن esas‏ رت 


ee Se 


II-96. ABD トゥ ラン 


Door hanging toran 


グジャラート 州 , サウ ラス トラ 地方 
20 世 紀 前 半 

ミラ ー ワ ー ク 入り 刺繍 

木綿 絹糸 

24X183cm 


Gujarat, Saurashtra 

first half of the 20th century 

embroidery, applied discs of mirror glass 
Cotton / silk thread 


グジャラート 州 , サウ ラス トラ 地方 
20 世 紀 前 半 
32—2—2 AUR £8 

木綿 絹糸 

107x63cm 
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Gujarat, Saurashtra 

first half of the 20th century 

embroidery, applied discs of mirror glass 
Cotton / silk thread 
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detail of plate I[[-96 detail of plate III-96 
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detail of plate 111-97 


111-97. £& ag 


Maharashtra or Madhya Pradesh, Banjara tribe 
first half of the 20th century 

embroidery 

Cotton / wool 


o: 


34x35cm 


11-98, & Bag 

マハ ラ シ ュ ト ラ 州 また は マデ ィ ヤ ・ プ ブラ デシ ュ 州 , バン ジャ Maharashtra or Madhya Pradesh, Banjara tribe 
ラ 族 first half of the 20th century 

20 世 紀 前 半 embroidery 

刺繍 Cotton / cotton thread 

木綿 ノ 木 綿糸 

29x31cm 
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111-8 
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III-99, 袋 Bag II[-100, 袋 Bag 


マハ ラ シ ュ ト ラ 州 また は マデ ィ ヤ ・ ブ プラ デ シ ュ 州 , バン ジャ Maharashtra or Madhya Pradesh, Banjara tribe マハ ラ シ ュ ト ラ 州 また は マデ ティ ヤ ・ ブ ラ デ シ ュ 州 , バン ジャ Maharashtra or Madhya Pradesh, Banjara tribe 
ラ 族 first half of the 20th century ラ 族 ` first half of the 20th century 

20 世 紀 前 半 embroidery 20 世 紀 前 半 embroidery 

刺繍 Cotton / cotton thread 刺繍 Cotton / cotton thread 

木綿 木綿 系 木綿 木 費 糸 

25x3|cm 24x 24cm 
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II-101. 刺繍 裂 


Embroidered panel 


II-102. F AE 


111-42 
Embroidered panel 


マハ ラ シ ュ ト ラ 州 また は マデ ィ ヤ ・ プ ブラ デ シュ 州 , バン ジャ 
ラ 族 

20 世 紀 前 半 

刺繍 

木綿 グ 木 綿糸 

37x18cm 


Maharashtra or Madhya Pradesh, Banjara tribe 
first half of the 20th century 

embroidery 

Cotton / cotton thread 


マハ ラ シ ュ ト ラ 州 また は マデ ィ ヤ ・ プ ラ デ シ ュ 州 , パン ジャ 
ラ 族 

20 世 紀 前 半 

刺繍 

Nuß, Run 

29x22cm 
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Maharashtra or Madhya Pradesh, Banjara tribe 
first half of the 20th century 

embroidery 

Cotton / cotton thread 


III-103, F HIE ir 


JI-103 
Children's sash 


II[-104 


111-104, 子供 用 腰带 


Children's sash 


マハ ラ シ ュ ト ラ 州 また は マデ ィ ヤ ・ プ ラ デ シ ュ 州 , パン ジャ 


ラ 族 

20 世 紀 前 半 
刺繍 

RAR AR 
84x 9 cm 


Maharashtra or Madhya Pradesh, Banjara tribe 
first half of the 20th century 

embroidery 

Cotton / cotton thread 


マハ ラ シ ュ ト ラ 州 また は マデ ィ ヤ ・ プ ラ デ シ ュ 州 。 バン ジャ 
ラ 族 

20 世 紀 前 半 

刺繍 

ES ES ESE ES 

69x 8 cm 


. SN 


Maharashtra or Madhya Pradesh, Banjara tribe 
first half of the 20th century 

embroidery 

Cotton / cotton and silk thread 


JI-105 


Ceremonia! kerchief 


111-105. 儀式 用 布 


Madhya Pradesh, Banjara tribe 


ラ 族 


パン ジャ ラ 


マデ ィ ヤ ・ プラ デシ ュ 州 ,/ 


20 世 紀 前 半 


first half of the 20th century 


embroidery, applied discs of mirror glass 
Cotton / cotton thread, cowrie shells 


7—2 AVRE 
AB +88 FRA 
47x 48cm 


ラー 


= 
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III-106 


11-107 

111-1 儀式 用 布 Ceremonial kerchief 111-107. & Bag 
マデ ィ ヤ ・ プラ デシ ュ 州 , バン ジャ ラ 族 Madhya Pradesh, Banjara tribe マハ ラ シ ュ ト ラ 州 また は マデ ィ ヤ ・ プ ラ デ シ ュ 州 , バン ジャ Maharashtra or Madhya Pradesh, Banjara tribe 
20 世 紀 前 半 first half of the 20th century Dh first half of the 20th century 
5068 embroidery 20 世 紀 前 半 embroidery 
Am K k, FRA Cotton / cotton thread, cowrie shells 刺繍 Cotton / cotton thread, cowrie shells 
77x77cm A ABA, FRA 

21XI4cm 
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11-109 
11-108, £& Bag II-109, 48 Bag 
マデ ィ ヤ ・ プ ラ デ シ ュ 州 , バン ジャ ラ 族 Madhya Pradesh, Banjara tribe マデ ィ ヤ ・ プラ デシ ュ 州 , バ ンジ ャ ラ 族 Madhya Pradesh, Banjara tribe 
20 世 紀 前 半 first half of the 20th century 20 世 紀 前 半 first half of the 20th century 
56 embroidery 刺繍 embroidery 
187 Rin Cotton / cotton thread 木綿 グ 木 綿糸 , FRA Cotton / cotton thread, cowrie shells 
48x45cm 60x 40cm 
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11-0 


111-110, 441 Hanging 


グジャラート 上 州 ? probably Gujarat 

19 世 紀 初 期 early 19th century 
刺繍 embroidery 

木綿 絹糸 Cotton / silk thread 
295x300cm * 


111-111. 布地 


Cloth-piece 


不 明 

8 世紀 一 19 世 紀 

DOE? 

At, Ar, BH, R RON 
92x72cm 


Provenance uncertain 
18th 一 19th century 
embroidery 


Cotton 
beetle 


/ silk and gold thread, alae of jewel 
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1-11 


111-112. 男性 用 長 衣 Men's robe 


ウッ タル * 727 73MM, 22477 ttar Pradesh, Lucknow 


late [9th century 

embroidery chikan 
Cotton muslin / cotton thread 
L.200cm, Shoulder L.29cm 
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Cloth-piece 111-114. 布地 


Uttar Pradesh, Lucknow ウッ タル ・ プラ デシ ュ 州 , ラク ノウ 


19 世 紀 後 期 
RIAR 
ABER) AR 
390X87cm X 


late 19th century 
embroidery 


刺繍 
AREA SRA Cotton muslin / cotton threa 


480X77cm ** 


310 


s 7 
20 $ 
i$ 4 
و‎ 
$ $ 


EN 
- 


> 


Cloth-piece 

Uttar Pradesh, Lucknow 

late 19th century 

embroidery 

Cotton muslin / cotton thread 
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111-115. 布地 Cloth-piece 111-116. 布地 Cloth-piece 


ウッ タル ・ TIF aM, 37/9 Uttar Pradesh, Lucknow 
19 世 紀 後 期 late 19th century 
embroidery 


ウツ タル ・ ブラ デシ ュ 州 , ラ クノ ウ Uttar Pradesh, Lucknow 
19 世 紀 後 期 late 19th century 

3048 embroidery 刺繍 
木綿 モス リン プ 木 綿糸 Cotton muslin / cotton thread ABER RRA Cotton muslin / cotton thread 
280x68cm ※ 264X85cm * 


t Gë we 1 を Ak ELE a 


سے ے X‏ 445 8 454 5,4 


111-117. 布地 

ウッ タル ・ プ ラ デ シ ュ 州 , ラ クノ ウ 
20 世 紀 初 期 

刺繍 

REAR 
680x115cm X 


11-119. 男性 用 上 衣 
EE 
201 $237) 7 

RUHR 

KARL — 2,7 i 

丈 67cm、 肩 由 37cm * 


Cloth-piece 


Uttar Pradesh, Lucknow 

early 20th century 
embroidery 

Cotton muslin / cotton thread 


Men's upper garment 


Uttar Pradesh, Lucknow 
early 20th century 
embroidery 

Cotton lace / cotton thread 
L.67cm, Shoulder L.37cm 


11-117 


111-118. 布地 

ウッ タル ・ プラ デシ ュ 州 , ラク ノウ 
20 世 紀 初 期 

guam 

木綿 モス リン プ 木 綿糸 
840×670 * 


III-120, 男性 用 上 衣 
ウッ タル ・ ブ プラ デシ ュ 州 、 ラ クノ ウ 
20 世 紀 初期 

8 

木綿 レー スズ 木綿 糸 

X68cm, AM37cm ※ 


Cloth-piece 


Uttar Pradesh, 

early 20th century 
embroidery 

Cotton muslin / cotton thread 


Men's upper garm 


Uttar Pradesh, Lucknow 
early 20th century 
embroidery 

Cotton lace / cotton thread 
L.68cm, Shoulder L.37cm 
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[イン ダス 文明 ] 

長い 歴史 を 誇る イン ド 打 織 の 淵源 は イン ダス 文明 まで 遡り ます 。 紀元前 二 千年 を 境 と し て 前 後 約 一 
千年 の 間 、 イ ンダ ス 河 下流 域 に ひら けた 古代 都市 モ ヘ ン ジョ ダ ロ の 遺跡 が 、 二 十 世紀 の 初め に イ ギ リ 
ス 人 の ジョ ン ・ マ ー シ ャ ル に よっ て 発掘 され まし た 。 出土 し た 遺物 の 中 に は 銀 の 電 の 底 に 付着 し た 木 
綿布 の 断片 、 テ ラコ ッ タ 製 の 紡 鍵 車 、 青 銅 の 針 な ど が あり 、1928 年 、 木 綿布 は 媒 染 剤 を 用 いた 茜 染 で 
ある こと が 発表 され まし た 。 茜 は その まま で は 木綿 布 に 染 着 し に くく 、 媒 染 と いう 高度 の 化学 処理 を 
施す 必要 が あり ます 。 イ ンダ ス 河 流域 で は 実に 、 四 千 五 百年 の 太古 の 茸 か ら 木 綿 を 栽培 し 、 糸 を 紡ぎ 、 
布 を 織り 、 高 度 の 染色 を 行っ て いま し た 。 


Du] 

紀元 前 一 千 五 百年 頃 に な る と 、 イ ンダ ス 河 上 流域 の パン ジャ プ ブ 地 方 に 北方 より アー リア 人 が 侵入 し 
て ガン ジス 河 を 東 に 進み 、 ガ ンジ ス 河 上 、 中 流域 に 定住 し 、 農 耕 社会 を 形成 し て いき ます 。 イ ンド 最 
古 の 文献 集 で 、 バ ラモン 教 の 聖典 で あり ます ヴェ ー ダ (紀元 前 1300 一 600 年 頃 成立 ) に 織り に 関す る 記述 が 
あり ます 。 中 で も 最 古 の 成立 と され て いま す 『 リ グ ・ ヴ ェ ー ダ 』」 に は 、 詩 人 は 詩作 を 織物 の 技術 に 只 
えて 、 火 の 神 ア グ ニ ・ ヴ ァ イ シ ュ ヴ ァ ー ナ ラ を 讃え 、 思 恵 を 析 っ て いる 節 が あり ます 。 又 、 祭 祀 の 創 
始 に 関す る 歌 に は 「 あ ら め る 方 面 に 糸 も て 張ら れ 、 百 一 の 神事 も て 拡げ られ た る 祭礼 、【 そ を 〕 ここ に 
来 た れ る これ ら の 祖 霊 た ち は 織る 。 前 に 織 れ 、 後 に 織 れ と 〔 い いつ つ 〕、 彼 ら は 張ら れ た る も の の も と 
LEF. (KMD) AENEID. (RE) HIT. (AMM) Ald 【〔 和 祭祀 を ])、 こ の 天空 まで 遠く 張り 
た り 。 こ こ に 木 釘 あ り 。【 祭 礼 者 た ち は ) 座 に つけ り 。 彼 ら は 旋律 を 検 と な せり 、 織 らん が た め に 。」 
(『 リ グ ・ ヴ ェ ー ダ 護 歌 』 辻 直 四 部 訳 ) と 、 製 織 の 比 骨 に 始ま る 一 節 も あり 、 繊 技術 の 流布 が うか が えま 
す 。 


[ 二 大 叙事詩 ] 

紀元 前 五 、 六 世紀 に な り ま す と 、 類 鎖 な 祭 式 儀礼 に 明け 暮れ て 形骸 化し て いた バラ モン 教 に 対す る 
反 思 想 が 活発 に 生ま れ 、 人 と し て の 生き る 道 を 問う た 仏教 定 ジ ャ イナ 教 な どの 新興 の 款 教 が 成立 し て 
きま す 。 都 市 は 繁栄 し 、 冨 裕 な 商人 が 拾 頭 し 、 手 工業 も 発達 し ます 。 釈 章 の 前 世に お ける 修行 物語 
あつ め た 『 ジ ャ ー タ カ 』 に は 、 上 業 織 に 関す る 記述 が 数 多く み ら れ ます 。 
CCCP CI EEL rO OLE 
り ま す 。 前 者 は 、 現 在 の 形 に 整え られ た の は 四 、 五 世紀 で す が 、 原 型 は 紀元 前 五 世紀 頃 で は な いか と 
推定 され で いま す 。 傾 者 は 、 ツァー ルミ ー キ の 作 と きれ 「『 マ ハー パー モラ クタ 」 の 中 ( 由 朋 幼 ら れ で て まず 
が 、 原型 は 紀元 前 ズー 四 世 紀 と され て いま す 。 後世 の イン ド の 芸術 に 多大 の 影響 を 与 を て いま す 。『 マ 
ハー バー ラ タ 』 に は ユ デ ィ シ ュ テ ィ ラ が 封土 の 王子 より 贈ら れ た 品 に グジャラート の ウー ル の 肩 掛 、 
ヒン ドッ ゥ クシ ュ か ら の 毛皮 、 北 西 ヒ マラ ヤ か ら の 植物 繊維 で 織 ら れ た 部 族 の 布 、 羊 や 山羊 の 毛織 物 、 
カル ナタ カ や マイ ソー ル 地 方 か ら の 真 物 の 精巧 な モス リン を あげ て いま す 。『 ラ ー マ ー ヤ ナ 」 に は 中 国 
の 絹 に つい て の 記述 が あり 、 中 国 の 絹 も 知ら れ て いま し た 。 王制 国家 が 出現 し た 紀元 前 五 、 六 世紀 に 
は 都市 間 の 交易 が 盛ん に な り 、 ガ ンダ ー ラ 地方 か ら マ ガ ダ 国 の 首都 ラー ジャ グリ ハ ( 後 、 パータリプトラ 
に 恩 都 ) まで の 道 が 通じ て いま し た 。 ガ ンダ ー ラ は イン ド 国 内 と 東 の 中 国 や 西方 世界 を 結ぶ 通商 路 に あ 
ees 1€ Usa Lie, 
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[カウ ティ リヤ の 『 実 利 論 ] 

マウ リヤ 朝 (紀元 前 皿 一 二 世 紀 )` の チャ ンド ラグ プ タ の 宰相 で あっ た カウ ティ リヤ の 著 と され て いる 
『 実 利 論 』 ("Arthasastras アルタ シャ ー ス トラ 、 中 野 義 照 訳 ) の 、「 紡 績 及び 織 布 の 長官 」 の 項 に は 織物 
業 、 職 人 に つい て の 記述 が あり ます 。「 製 糸 長官 は 糸 よ り 成る 鎧 衣 ・ 衣 服 及び 縄 の 製造 を それ ぞ れ の 専 
門 家 を し て な さき しめ る 。」 と 記さ れ 、 王 宮 の 工 房 で は 長 視 の も と で 織物 業 が 行なわ れ 、 羊 毛 、 木 綿 、 
絹 、 亜 礎 、 大 麻 の 繊維 を 用 いた 織物 が 生産 され て いた こと が 記さ れ て いま す 。(「 樹 肥 の 繊維 を つか っ た 織 
物 が マガ ダ 国 (パト ナ 附 近 )、 プ ンド ラ Pundra 国 、 ス ヴァ ルナ ク ド ャ Suvarnakudia 国 か ら 産 し 、 そ の 材料 に な る 樹 は ナ 
ー が ヴ リ クシ ャ 、 リ クチ ャ 、 ヴ ァ ク ラ お よび ヴァ タ 樹 だ と いう 。 そ し て ナー が ガ ヴ リク シャ か ら つ くっ た 布 は 牙 色 を 呈し 、 
リク チャ 布 は 小麦 色 、 ツ ヴァ ク ラ 布 は 白色 、 ツ ァ タ 布 は 酷 の 色 と い われ る 。 これ ら が すべ て 樹皮 繊維 の も の と され つつ 、 し 
か も 絹 布 お よび 支那 布 も ふく まれ る 旨 述 べら れ て いる の は 、 如 何 に 解釈 すべ きか 迷わ され る 。」 と 『 イ ンド ・ 東 南ア ジア 
の 染織 』 西村 兵部 著 に あり ます が 、 樹 皮 繊 維 と いう の は 野 奏 の 糸 を 示し て いる と 思わ れ ま す 。) 


[メガ ステ ネス の 『 イ ンド 誌 』] 

ギリ シャ の セレ ウ コ ス 朝 の 大 使 と し て 、 マ ウリ ヤ 朝 の 首都 パー タリ プ ト ラ (K. ^F 7) に 派遣 され 
た メガ ステ ネス は 紀元 前 303 年 か ら 292 年 まで 滞在 し 、 後 に 『 イ ンド 誌 』(『Ta Indica』) を 書き まし た 。 
当時 パー タリ プ ト ラ は " 花 の 都 " と 言わ れ 豊 か な 大 都会 で あり まし た 。 メ ガス テ ネ ス は 「 イ ンド の 人 々 
は 素 晴 し い 花 文様 の モス リン を 着 て いて 、 上 層 階 級 の 人 々 は 金糸 で 豊か に 刺繍 され た 長 衣 を まとっ て 
いる 」(『Masterpieces of Indian Textiles; Rustam J. Mehta, #24) と 書き 記し 、 美 し い 服 や 装飾 品 の 煙 
WE CIF 


[ロー マ と の 交易 ] 

紀元 一 世紀 半ば 、 北 イン ド で は バク トリ ア 地 方 に いた イラ ン 系 民族 の クシ ャ ー ン 族 が 侵入 し 、 西 北 
ASFZERZELET, Zr - 7 EMIT V 
B , . ̃¾—Ü‚ I LI E TT =A 
ナ 朝 が 興 り 、 ゴ ダヴ ァ リ ー 河 と クリ シュ ナ 河 (キス トナ 河 ) 沿岸 を お さめ デカ ン 地 方 を 統一 し 、 首 都 を 
ゴ ダ ヴ ァ リ ー 河 上 流 の プラ ティ シュ ター ナ ( 現 、 パ イタ ン ) に 填 き ます 。 こ こ は 北 部 イン ド に 到 る 重要 
な 通商 路 で も あり まし た 。 双 、 西 海岸 を 通じ て ロー マ と の 交易 で 栄え を まし た 。 

紀元 一 世紀 後半 ギリ シャ の 商人 に より 記録 きれ た 『 エ リュ トッ ゥ ッ ラ 海 案 内 記 』(『Periplus Maris 
Erythraei』 ペ リプ ルス マリ ス エリ テラ エイ) に より 、 イ ンド と ロー マ 帝 国 と の 交易 に つい て 知る 事 が で 
きま す 。 主 な 木綿 産地 と し て 中 西部 で は ナル マダ ー 河 流域 、 プ ダヴ ァ リ ー 河 流域 を あげ 、 集 散 地 は ウ 
ッ ジ ャ イン 、 パ イタ ン で あり 、 西 海 大 の キャ ン ベ イ 湾 で 古く か ら 開 け て いた 港 、 ナ ル マ ダ ー 河 日 の プ 
ロー チ よ り 西 方 に 輸出 され て いた と 記さ れ て いま す 。 東 海岸 の 木綿 の 産地 と し て コロ マン デー ル 海 岸 、 
b ا‎ 0 2 REA A چ‎ TA S ازا اال‎ A الا‎ 
2 ہہ تم‎ E Od NH 0 7 N ہم لات‎ ν D n K jũ8q ...ا‎ 1 F , S 
H AR, EE N CEA LL 輸入 超過 で ロー マ 人 金貨 は イン ド へ 大 量 に 流入 し まし た 。 ("イン 
ド ・ 東 南ア ジア の 染織 」 参 考 ) 


[アジ ャ ンタ 石窟 寺院 壁画 ] 

イン ド 文 化 の 「 黄 金 時 代 」 と 言わ れる グプタ 時 代 (紀元 四 一 六 世 紀 ) に は バラ モン 教 が 復興 し 、 ヒ ンド 
ゥ 教 が 勢力 を も っ て き て 仏教 は 衰退 へ と 向かい ます が 、 仏 教 美術 は 円 熟 期 で 、 こ と に マト ッ ラ ー や サ 
ー ル ナー ト の 彫刻 は 深い 精神 性 を 宿 し 、 完 成 度 の 高き を 示し て いま す 。 壁画 で は デカ ン 西 部 の アジ ャ 
ンタ 石窟 寺院 が 有名 で す 。 開 窟 は 前 期 紀元 前 ニー 一 世紀 、 後 期 紀 元 五 一 八 世紀 に わた っ て いま す が 、 
提 一 七 世紀 と 考え られ て いる 一 、 二 、 十 六 、 十 七 窟 は 壁画 で 荘 三 さ れ て いて 、 当 時 の 人 々 の 衣 生 活 を 
知る 手がかり と な り ま す 。 仏 伝 図 、 本 生 図 、 宮 廷 生活 や 庶民 生活 の 場面 が 色彩 豊か に 生き 生き と 描き 
出さ れ て いま す 。 紅 織 を 思わ せる 腰 布 、 絞 り 提 と お ぼ し き 胸 衣 を 身 に まとっ た 人 物 像 、 そ の 他 衣 装 に 
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一 般 的 な 文様 と 考え られ ます 。 


[ 玄 甘 の 『 大 唐 西域 記 』] 

紀元 世紀 前 半 、 玄 装 法 帥 は 法 を 求め て 唐 の 長安 の 都 を 旅立ち 、 タ リム 筆 地 を 横断 し 、 ヒ ンド ッ ゥ ク 
シュ 山脈 を 越え て 、 630 年 に イン ド に 到達 し まし た 。 仏 跡 を 求め て イン ド 各 地 を 経 巡 る こと 十 五 年 、 そ 
の 問 に 見 閉 し た 仏教 事情 を は じ め と し て 語 方 面 に わた る 事項 を 帰 朝 後 、「 大 大西 寺 記 』 と し て 記録 に 残 
し まし た 。 染織 に 関す る 記録 は 少な を い の で す が 、 巻 二 に 衣 生活 に つい て 記さ れ て いま す 。 KIRAS 
REEL TIPS IE. EHE RKH DHE . BARENG e, LRH & EU, MEMES 
性 LT CAMO) ےے 5ج‎ KEK (kobboken) E ٭‎ HN تع ج‎ LE 
う HID SEEDS, Ro REGENTS. dÉ, SES OH USA EN 
اعت‎ e ISITE Ce PMY) Ease), HIE (HY) を お びる 。 そ の 着 て いる も 
o. vb واج‎ RAPPE CD S., IEXIK EO) DEFEDAT Uo LOT) ある 。 

(Sia) HOW AS ROB CHS. Ci) HAER WEE G e bo Ch H. (WIC) WI 
Ke SHOE o7 A, WEM COD . BEC LETRAS, KHE HNA 
に あて られ る の で ある 。 北 印度 は 風土 寒 き 烈 し く 、 短 く 仕立 て た 身 に ぴっ た り し た 衣類 で あり 、 胡 服 
に 非常 に 似 て いる 。」(『 大 唐 西 域 記 』 ARAB, RAKR MERE (CP AZ y h) が 与え られ て いま せ 
ん が 、「 ワ ッ タ ー ズ は 「 掲 」 の 字 に 「 山 羊 の 毛 」 を 意味 する 西蔵 語 xz/ を 考え て いる 」 と 注解 に 記さ れ て いま す 。 当 時 の イ 
ンド で は どの よう に 呼ば れ て いた か 不明 で す が 、 現在 、 パ シュ ミナ と 呼ん を で いる アジ ア 産 の 山羊 (中 国 占領 以前 は は と ん 
ど チ ベッ ト か ら 輸 入 き れ て いま し た ) の 毛 で 織っ た も の と 解 し て いい よう に 思え ます 。) 


[7*9 - 
BE の は 七 世紀 半 頃 か ら あ いつ いで お り ま し た が 、1206 年 、 ク トゥ ッ プ ・ 
ウッ デー ン ・ ア イ バ ク が デリ ー に イン ド 史 90000700 اا‎ ERE L X L7. ae 27 


Med rn 
リム 支配 が 続き 、 在 来 の イン ド 文 化 は イス ラム 文化 の 影響 を 受け 発展 し て いき ます 。 十 四 拉 紀 に イン 
ド に 滞在 し て いた モロ ッ コ 生ま れ の 旅行 家 イ プン ・ バ トッ ゥ ー タ (滞在 133346 年 ) は 『 三 大 陸 周 遊記 』 
に 、「 イ ンド 最大 の 都会 と いう の み で な く 、 実 に 東洋 に お ける イス ラム 世界 第 一 の も の で ある 。」( 前 鳴 
信 次 訳 ) と 、 ト ゥ グル ク 朝 の デリ ー を 述べ て いま す 。 ム ハマ ッ ド ・ ト ッ グ ルク (在 位 1325 一 51 年 ) の 支配 し 
て いた デリ ー で は 、 宮 廷 の 衣装 や 贈物 に する た め の 絹 や 金 の 錦 を 織る 専門 の 職人 が 五 百人 以上 雇用 さ 
N 。 


[ ム ガ ー ル 帝国 ] 

中 央 アジ ア の フェ ル ガ ー ナ 地方 に 生ま れ 、 モ ン ゴ ー ル 族 の 血 を ひい た バー ブル は パニ パッ ト の 戦い 
で デリ ー の ロディ ー 朝 の 大 軍 に 勝利 し 、1526 年 ム が ガー ル 朝 を 樹立 し まし た 。 第 三代 アク バル ۵۳۷۶ 
1556~1605F) の 時 、 勢 力 を 拡げ て いき 、 広 大 な 領土 を 支配 下 に 置き まし た 。 オ ー ラ ン ガ ゼ ブ ٥ص‎ 
1658 一 1707 年 ) の 時 に は 半島 南部 を 除い た 全域 が へ ム ガー ル 帝 国 に 従属 し まし た 。 最 盛 期 の 十 六 、 十 七 世 
紀 強 大 な ムスリム 政権 の 下 で イン ド 独 自 の イス ラム 文化 は 発展 し 、 イ ンド ・ イ スラ ム 様 式 へ と 結実 し 
EDE 

アク バル 帝 の 政治 顧問 を 務め 、 又 、 歴 史家 で も あっ た アプ ブル ・ フ ァ ズ ル は 『 ア ク バ ル 会 典 』 ('Ain- 
i-Akbarig アイ ン ・ イ ー ア テク バリ ) AngL, Genk Ge 7 7 ¶ ˙ . ze Baer) か 
ら も た ら さ れ た あら ゆる 工芸 品 に 関心 を が し 、 気 に いっ た 物 や 必要 と し た 物 を 宮廷 付属 の 工房 (kark- 
hana カル カナ ) で 製 備 琴 る こと を 美原 まし た 。 イ ラン や トル キス クン DA SUC O 
„„ TIT. FR WM. TTFFINIT 2۱0ا(‎ 6 
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模様 に つい て 、 布 を 張り めぐ ら せ た テン ト は 手 描 染 や 刺繍 で 、 時 に は 金 で 内 張り を ほど こし た 囲い 布 
で 仕切 られ て いて 、 床 に は 千 枚 の カー ペッ ト が 敷 か れ 、 非 公式 の 誤 見 の 間 は “美しい 花壇 " の よう で 
あっ た と 記し て いま す 。 (Arts of India; John Guy & Deborah Swallow 著 、 参 考 ) フラ ンス 人 の 医者 の フ 
ラン ソ ワ ・ ベ ル ニ エ も オー ラン ガ ゼ ブ の 旅先 で の “動く 宮殿 " の あり さま に つい て 、 特 に 素 晴 し い 手 
描 染 木綿 布 (indiennes au pinceau) の 掛 布 に つい て 記し て いま す 。 ム ガー ル ・ ミ ニア チュ ー ル 絵画 に 描 
か れ て いる テン トバ パネ ル 、 カ ー ペ ッ ト 、 掛 布 、 人 物 の 衣装 、 室 内 調度 品 な どか ら ム ガー ル 朝 の 染織 意 
区 の 水準 の 高き を 知る こと が で きま す 。 

十 七 世紀 、 イ ンド の 染織 品 の 輸出 は 急増 し ます 。 特 に 織 で は モス リン が 、 染 で は 手 描 染 布 が ピン タ 
F (Pintado)、 チ ン ツ (Chintes) と 呼ば れ 、 外 国 へ 輸出 され 珍重 され まし た 。 (pintado は 16・17 世 紀 イ ン 
ド ・ ヨ ー ロ ッ パ 宙 易 に お いて 使わ れ た 語 で “し み "、“ 斑 点 " を 意味 する ポル ト が ガル 語 の ヵ zz 太 より 派生 し て いま す 。chintes 
は 17・18 世 紀 の イ ンド ・ ヨ ー ロ ッ パ 貨 易 に お いて 、 イ ギリ ス の 東 イ ンド 会 社 で 使わ れ た 語 で 、 イ ンド の 地方 語 と し て 用 い 
られ て いた ckitta、 “斑点 の ある 布 " より 派生 し て いま す 。 ど ちら の 語 も 手 岳 染 、 及 び 木 版 捧 染 木綿 布 の 両方 に 使わ れ ま 
pc sse ۷٣ 5chintz,calico, dungaree, gingham, seersucker, bandhana , pyjama, sash, shawll3 4 
E E 4 ۴۰ 3-0 N سج‎ E EDT Homage to Kalamkari』 $F) 輸出 の 増大 
は 国内 経済 の 活発 化 を 促し 、 ム ガール 帝国 の 華やか な 都 の 繁栄 ぶり は 外国 の 人 々 に 驚き を も っ て 記録 
され て いま す 。 


[香料 贸易 一 求 几 下 方 少 ] 
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カリ カッ ト に 到着 し た の は 1498 年 の こと で し た 。 マラ バー ル 海 岸 一 帯 は 胡 板 の 産地 と し て 、 又 、 ロ ー 
マ 時 代 よ り 東 西 変 易 の 中 継 貿 易 地 と し て 重要 な 所 で あり 、 当 時 も 繁栄 し て お り ま し た 。 カ リカ ッ ト や 
キャ ン ベ イ 湾 の ブロ ー チ 港 か ら 積 出さ れ た イン ド の 染 織 品 は モル ッ カ 、 ス マト ラ な どの 香料 産地 の 一 
大 集散 地 で あり 、 そ の 他 の 禄 易 権 も 握っ て いた マラ イ 半 島 の マラ ッ カ に 運ば れ 、 そ こ で 香料 を 仕入れ 
て 、 再 び カ リカ ッ ト を 中 継 港 と し て アラ ビア 海 を 経て 西方 へ と 運ば れ て いま し た 。 

が か マ に よる イン ド 航 路 の 発見 に より 、 ヨ ー ロ ッ ノ パ 人 は 東洋 の 豊か を 物資 を 求め て 、 ア ラブ 人 や イン 
ド 人 、 中 国人 が 活躍 し て いた イン ド 洋 禄 易 に 進出 し て きま し た 。 ま ず ポ ルト ガル 人 が ヨー ロッ パ で 高 
価 な 胡 概 、 香 料 の 禄 易 の 利 を 求め て 来航 し まし た 。 十 六 世 紀 初 頭 (1509 年 )、 ポ ルト ガル は 禁 力 と いう 
手段 で 、 イ ンド 洋 を めぐ る 海上 貿易 を 掌握 し て いた グジャラート の ムスリム 商人 た ち を 締 出 し 、 制 海 
権 を 握り まし た 。 ム スリ ム 船 は 許可 な し に 航海 する こと が で き な く な り ま す 。 ゴ ア 、 マ ラッ カ 、 ペ ル 
シャ 湾 入 口 の ホル ムズ を 占領 し て 、 十 六 世 紀 、 香 料 賀 易 を 独占 し まし た 。 


[ 束 イ ンド 会 社 一 オラ ンダ 、 イ ギリ ス ] 

1600 年 に イギリス 、1602 年 に オラ ンダ 、 少 し 遅れ て フラ ンス が 東 イ ンド 会 社 を 設立 し 、 イ ンド に 進 
出し て きま し た 。 ポ ルト ガル の 勢力 範囲 は 狭め られ 香料 貿易 か ら 締 出 され て いき ます 。 十 七 世紀 、 オ 
ラン ダ と イギリス は 香料 の 独占 を めぐ り 抗 争 を 繰り 返し ます 。 オ ラン ダ 東 イン ド 会 社 は 東海 岸 の コロ 
マン デー ル 海 岸 一 帯 で 生産 され る 染織 品 を 、 ジ ャ ワ の バタ ヴィ ア に 運ん で いま し た が 、 香 料 を 仕入れ 
る た めで あり 、 加 易 の 主軸 は 香料 貿易 に あり まし た 。 一 方 、 イ ギリ ス は 香料 貿易 で は 常に オラ ンダ に 
遅れ を 取っ て いて 、 し だ い に 香 料 賀 易 か ら イン ド の 染織 品 へ と 関心 を 移し て いき まし た 。 十 七 世 紀 後 
半 に な る と 賀 易 の 主軸 は 染織 品 に 切り 替 ち わり ます 。 オ ラン ダ る も 十 寸 世 紀 末 頃 に は イン ド の 染織 品 に 取 
引 の 比重 を 移し て いく の で す が 、 取 引 し た 染織 品 は アフ リカ や アメ リカ へ の 再 輸出 用 で 、 下 級 品 が 主 
CLR, ヨー ロッパ へ の 染織 唱 の 輸入 で は イギリス に 大 きく 水 を あけ られ る こと に な り ま す 。 十 七 世 
紀 末 、 オ ラン ダ が 香料 貿易 の 独占 権 を 手 に し た 時 に は 時 代 は すでに 動い て いて 、 胡 板 の 時 代 は 終息 に 
向かっ て いま し た 。 イ ギリ ス は 香料 か ら 新しい 祝 易 品 の 市 場 開拓 へ と 方 向 を 転換 きせ 、 十 八 世紀 へ と 
KEGEL て いき ます 。 
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商館 を 設け ます 。 ス ラー ト 港 の 背後 に 広がる グジャラート 地方 は 肥 汰 な 地 で 、 古 く か ら 染 織 工 芸 の 盛 
ん な 土地 で あり まし た 。 綿花 の 主要 な 産地 で あり 、 サ バル マテ ィ 河 沿岸 の サル ケー ジ は 藍 の 産地 と し 
て 知ら れ て いま し た 。 ト メ ・ ピ レス は 『 東 方 諸国 記 』 (生田 滋 、 他 訳 ) に 十 六 世 紀和 初頭 の この 地方 に つい 
て 「 こ の 地域 に ある 絹 織 物 す べ て 、 綿 織物 すべ て 一 それ は 二 十 種 ほ どの 種類 の 織物 で 、 い ずれ も 高 
価 で ある 一 一 、 玉 髄 、 イ ン デ ィ ゴ 、 土 産 の 若干 の ラッ ク 、 (P) これ ら は すべ て ここ の 産物 か 、 内 陸 
部 を 通じ て 近隣 の 諸王 国 か ら 運 ば れ て 来る も の で ある 。」 と 記し て いま す 。 グ ジャ ラー ト は 1572 年 、 ア 
ク バ ル 帝 の 時 に ム ガ ー ル に 併合 され ます 。 内 陸 部 の 交通 網 も 発達 し 、 デ リー や アグ ラ な どの 主要 都市 
間 の ルー ト も 整え られ て グジャラート 地方 の 産物 だ け で な く 各 地方 の 産物 も 集まり 、 ス ラー ト は 魅力 
ある 貿易 港 で あり まし た 。 (CHAN NE KAI FRB: REER, 23%) 


[Xe 4+ eus] 

十 七 世紀 半 頃 まで 、 ヨ ー ロ ッ パ に 輸入 され た イン ド 産 織物 は 主 に 室内 装飾 用 と し て 用 いら れ て いま 
し た が 、 後 半 、 婦 人 用 の 服 、 小 物 な どの 衣装 に 使用 きれ る よう に な り 和 需要 が 増大 し ます 。 十 七 世紀 後 
半 か ら 十 八 世紀 前 半 に か け て 、 イ ギリ ス の 取引 商品 の 第 一 位 は イン ド 産 織物 で あり まし た 。 イ ギリ ス 
は 勿論 の こと ヨー ロッパ 各国 に キャ ラコ ・ ブ ー ム を 巻き お こし まし た 。 流 入 し 続け る 綿織物 は 在 来 
の 毛織 物 業者 や 絹 織物 業者 を 釧 し た の で 、 強 い 反 発 に あい 、 キ ャ ラコ 輸入 禁止 法 、 キ ャ ラコ 使用 禁止 
法 が 定め られ まし た が 効果 は な く 、 ブ ー ム は 十 九 世紀 の 初 頃 まで 消え る こと は あり ませ ん で し た 。 こ 
と に 、 イ ギリ ス で チン ツ と いわ れ て いる 美しい 色調 に 彩 ら れ た 手 描 染 綿布 は 上 流 階 級 の 人 々 の 間 で 大 
流行 を み ま す 。 重たく 、 華 や か さ に 欠け 、 文 様 の 変化 も 乏しい 毛織 物 が 一 般 的 で あっ た 当時 の ヨー ロ 
ッ パ の 人 々 に と っ て 、 軽 や か な 木綿 地 に 自由 な 文様 を 染め た チン ツ は 新鮮 な 驚 き で あり まし た 。 色彩 
の 華やか な 美しき 、 エ キ ゾ チッ ク な デザ イン 感覚 、 更 に 、 補 せる こと の な い 堅 手 な 染 、 繰 り 返 し の 洗 
濯 に も 耐え う る 丈夫 さ は た ち ま ち 人 々 を 魅了 し まし た 。 イ ギリ ス 東 イン ド 会 社 は 初め の 頃 は イン ド 産 
の チン ツ を その まま 輸入 し て いた の で す が 、 消 費 者 の 反応 を みな が ら 、 ヨ ー ロ ッ パ の 人 々 の 好み に 合 
う よう な 文様 や 色調 を イン ド に 発注 する よう に な り ま す 。 


[チン ツ の 供給 地 一 ブル ハン プー ル と コロ マン デー ル 海 岸 ] 

チン ツ の 供給 地 は 主 に 西 イ ンド の ブル ハン プー ル と コロ マン デー ル 海 岸 一 帯 で あり まし た 。 十 六 世 
紀 、 ブ プル ハン プー ル は ハー ン デ シュ 王国 の ファ ルー キィ 朝 の 都 と し て 、 又 、 古 く か ら の 重要 な 交通 路 
と し て 栄え て いま し た 。 十 六 世 紀 末 、 ラ ルフ ・ フ ィ ッ チ (イギリス の 貿易 商 、 旅 行 家 ) は 大 量 の 手 描 染 綿 
布 が 生産 され て いた こと を 報告 し て いま す 。 十 七 世紀 に な る と イギリス や オラ ンダ の 東 イ ンド 会 社 の 
貿易 記録 に は 、 ヨ ー ロ ッ パ 向け に 大 量 の 手 捕 染 綿 布 の 掛 布 や ベッ ド ・ み カバ ー が 注文 され 、 そ れ ら の 布 
は 非常 に 素 晴 し い 布 で あり 、 手 描 職 人 が いか に 優秀 で ある か に つい て 記さ れ て いま す 。1601 年 、 ア ク 
バル に より 併合 され ます 。『 ア ク バ ル 会 典 」 に は 、 ブ ル ハ ンプ ー ル は 多く の 庭園 の ある 大 き な 都 市 で 、 
いろ ん な 国々 の 人 が 居住 し 、 職 人 で 溢れ て いた と 記録 きれ て いま す 。 ム ガー ル 帝 国 の 重要 な 都市 の ひ 
と つと し て 栄え て いま し た が 、1685 年 、 マ ラー タ 族 に 略奪 され ます 。 以 後 、 絶 間 な い 戦 さ が 続き 、 十 
八 世紀 後半 に は 衰退 し て 行き 、 十 九 世 紀 後 半 に は 機械 製品 に お され て 消 減 し て し まい まし た 。 

西 イ ンド で は シロ ンジ も チン ツ を 生産 し て いま し た が 、 コ ロマ ン デ ー ル 海岸 の も の より 劣る と 記録 
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され 東西 貿易 の 東南 海岸 に お ける 拠点 と な り ま す 。 コ ロマ ン デ ー ル 海岸 は 香料 と 取引 する た め の 東 南 
アジ ア 向 け の 綿織物 を 主 に 供給 し て いま し た が 、 十 七 世紀 半 に な る と ヨー ロッ パ 向 け の 商品 供給 地 と 
し て 注目 され 、1700 年 以降 に は 西 イ ンド より も コロ マン デー ル 海 岸 に 重点 が 移っ て きま す 。 

キス トナ 河口 に ひら けた マス リバ タム は 、 こ と に 、 良 港 と し て 古く か ら 重 要 な 港 で あり 、 後 背 地 、 


ゴル コン ダ 王 国 の 商 都 と し て 栄え て いま し た 。 ゴ ルコ ンダ 地方 の 手 描 染 綿布 は 、 そ の 秀逸 き に お いて 
大 変 用 名 で し た 。 マ スリ バタ ム の 北 80 マ イル に パラ コー ル 、 南 西 40 マ イル の 所 に ペタ ポリ が あり 、 主 
な 生産 地 で し た 。 更 に 南 の マドラス 地方 で も 良質 の 手 描 染 綿布 が 生産 され て いて 、 プ リカ ッ ト が 主 な 
生産 地 で し た 。 ゴ ルコ ンダ 地方 は ペル シャ 文化 の 影響 を 色濃く 反映 し て いる ムスリム 王朝 の 支配 下 に 
あり 、 様 式 や 題材 な ど ペ ル シ ャ 風 で す 。 一 方 、 マ ドラ ス 地 方 は 最後 の 倍 大 な ヒン ドゥ 王国 、 ヴ ィ ジ ャ 
ヤナ ガル の 文化 を 継承 し て 、 ヒ ンド ッ ゥ 様式 を 示し て いま す 。 プ ブリ カット で は 十 八 世 紀 に は 衰退 に 向 か 
いま す が 、 パ ラコ ー ル で は 二 十 世紀 の 初 頃 まで 生産 され て いま し た 。 ("Indian Painted and Printed Fab- 
rics, Irwin & Hall 著 、 参 考 ) 


[イギリス 東 イ ンド 会 社 一 ベン ガル ] 

ヨー ロッ パ は が ンジ ス 河 日 に ひら けた ベン ガル 地方 へ も 進出 し 、 ガ ンジ ス 河 の 本 流 で あっ た フー グ 
リ 河 商 岸 に は イギリス 、 オ ラン ダ 、 フ ラン ス な どの 商館 が 建ち 、 交 易 を 行なっ て いま し た 。 イ ギリ ス 
は 1698 年 、 後 に カル カッ タ と な る 地区 に ウィ リア ム 有 要塞 を 築き 、 ベ ン ガ ル 地 方 へ の 本 格 的 な 進出 を 展 
開 し ます 。 綿 、 絹 織物 、 硝 石 (火药 原料 ) 、 藍 、 砂 糖 が 輸出 され て いま し た が 、 特 に 力 を いれ て いた の は 
木綿 モス リン で あり まし た 。 上 質 の モス リン は ダッ カ や シャ ン テ ィ プ ブル が 主 な 生産 地 で し た 。 ガ ンジ 
ス 河 地方 で 生産 され る モス リン は 、 紀 元 一 世紀 頃 、 古 代 ロ ー マ 時 代 に は すでに 高く 称賛 され て いま し 
Po シュ ン ガ 朝 (紀元 前 187-75 年 頃 ) 時 代 、 あ る い は それ 以前 に 遡る と 言わ れ て いま す 。 

藍 は 古く か ら 和 染料 と し て 知ら れ て いま し た 。「 紀 元 前 1476 年 に 減 亡 し た エジプト の 第 十 八 王 朝 の 象形 
文字 の 記念 牧 に よる と 、 エ ジ プ ト 人 は イン ド 藍 を その 衣服 の 染料 と し て つか っ て いる し 、 — (以下 
8k), (RA > Fa 佐藤 圭 四郎 著 よ り 引 用 ) パー ニニ (紀元 前 五 世紀 頃 、 サ ンス クリ ッ ト の 大 文 穫 家 ) (X. BC 
染め た 布 “ニー ラ (nila)' に つい て 記し て いま す 。 ヨー ロッ パ で は 、 主 に 褐色 し 易い 大 青 が 青色 染料 
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な 色合い の 良質 な 藍 は 十 七 世紀 に は 重要 な 輸出 品 に な り ま す 。 十 八 世紀 末 、 イ ギリ ス 人 に よる 藍 の プ 
ラン テー ショ ン は ベン ガル 地方 の 広い 範囲 に わた り 、 盛 ん に 生産 され ます 。 広 く イ ンド で 栽培 され て 
いた 藍 は 、 十 九 世紀 後半 、 合 成 イ ン デ ィ ゴ の 発明 に より 激減 し 、 衰 退 し ます 。 イ ンド 藍 の 素 晴 し さ を 
自覚 し た 人 々 に 支え られ 、 今 で は 壮 じ て その 命 脈 を 保っ て いま す 。 

ATIRE ERER ETOR, h MeL, AHIR LTL E ET, 
イギリス は 1757 年 、 プ ラッ シー の 戦い で 勝利 し 、 フ ラン ス の イン ド 進 出 を 抑え ベン ガル 地方 を 掌中 に 
お きめ ます 。1765 年 、 ベンガル 、 ピ ビハール 、 オ リッ サ 地 坊 の アディ ワー ニー (BETTER) CA ME 
帝 よ り 得 て 、 植 民 地 支配 を 広げ て いき ます 。 イ ギリ ス に 反旗 を 翻 し て いた マイ ソー ル 王 国 は 敗北 し 、 
1818 年 、 不 屈 の マラ ー タ 族 が 征服 され る と 、 英 領 植民 地 、 あ る い は イギリス の 條 介 政権 藩 王 国 へ と イ 
ンド の 地図 は 塗り つぶ さき され て し まい ます 。 植民 地 は ベン ガル 、 マ ドラ ス 、 ボ ン ベ イ の 三 管区 の 下 に 置 
か れ 、 音 酷 な 搾取 は イギリス の 財源 を 潤し まし た 。 イ ギリ ス は イン ド に 僅か の お 金 $ 落 すこ と な く 、 
イン ド の 製品 を ヨー ロッ パ へ 輸出 し 、 そ の 利益 は 慕 大 な も の で し た 。 


[産業 革命 二 イ ンド へ の 圧政 ] 

イギリス が イン ド で 植民 地 拡 大 を 推進 し て いる 時 、 本 国 で は イン ド 綿 布 の 輸入 を 禁止 し て も 、 使 用 
を 禁止 し て も 増大 する 震 要 に 、 つ い に 模 僚 品 を 生産 し よう と いう 試み が 、 十 八 世 紀 初 め 頃 、 ラ ンカ シ 
ャ ー (イギリス 西北 部 、 毛 、 麻 織物 工業 の 中 心地 ) で な され ます 。 そ の 模索 が 産業 革命 を 生み 出し まし た 。 
産業 革命 の 発端 は ラン カシ ャ ー 木 綿 工 業 の 分 野 で 、1733 年 、 ジ ョ ン ・ ケ イ が 織機 用 の 飛 材 を 発明 し 、 
MD OMNE CR L 7. p BU TEE RAIL, :ء.‎ 77 
命 の 推進 力 と な り ま し た 。 生産 に 必要 な 原 綿 の 供給 も イン ド で す 。 織 りあ が っ た 製品 の 市 場 も イン ド 
CYT, 更に 、 イ ギリ ス は 自国 産 綿布 を 売り つけ る た め 、 競 合 す る イン ド 産 綿織物 に 圧力 を か け ま し た 。 
イギリス に 輸出 され る イン ド 綿 製品 に 対し て 重税 (モス リン 44%、 キ ャ ラコ 85%) を 課 し まし た が 、 イ ギ 
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リス 産 綿 製品 は ほとん ど 税 金 (5 %) を 課せ られ る こと な く イ ンド へ は いっ て きま し た 。 す べ て ラン カ 
シャ ー 産 の 費 製品 の 保護 の た めで し た 。1810 年 代 に は イン ド 産 綿織物 の 輸出 より 、 イ ンド に 輸入 きれ 
る イギリス 産 綿織物 の 方 が 上 回 り ま す 。 輸 出入 の 関係 は 逆転 し 、 イ ンド は イギリス の 綿織物 の 輸入 国 
に な っ て し まい ます 。 イ ギリ ス の 機械 制 大 工業 で 生産 され る 安価 な 綿 製 品 は 内 陸 部 へ と 運ば れ 、 村 々 
et» oe E 
ネル ー (ジャ ワ ハ ル ラル ・ ネ ルー、1889~1964 年 ) は 反 英 運動 で 下 獄 し 、 和 獄中 より 、 娘 イン ディ ラ に 宛て た 
長い 手紙 (1932, 12H 1 日付) に 、1834 年 、 イ ギリ ス の イン ド 総 督 (W.C. ベ ン テ ィ ン ク ) の 報告 書 「 そ 
の 惨状 は 、 経 済 史 上 未 営 有 の も の で ある 、 AWO. 7 FOIBIFEBfI Co, (ws 
子 に 語る 世界 歴史 』 大 山 聴 訳 より 引用 ) の 一 文 を 引い て 、 追 いつ め ら れ た 手工 業者 の 苦し み 、 イ ンド の 貧困 
A cee A PERIERE 
2) 


[民族 的 自覚 一 一 独立 へ の 道 ] 

十 九 世紀 半 、 セ ポイ の 大 反乱 が お こり 、 イ ンド 民族 は 激しく イギリス に 抵抗 し まし た が 、 失 敗 に 終 
DET, 以後 、 イ ギリ ス は 東 イ ンド 会 社 統治 を 廃止 し 、 イ ンド を 本 国政 府 の 直接 支配 下 に 置き まし た 。 
イギリス が 敷設 し た 鉄道 は 近代 文明 の 産物 と し て 役立ち ます が 、 も と は と 言え ば 、 原 綿 の 集荷 や イ ギ 
M ہو ھتہ لی ہے‎ Loc 

ガー ル 朝 の も と 、 イ ンド と イス ラム 文化 の 接触 、 融 合 に より 、 新 た な イン ド ・ イ スラ ム 文 化 へ と 発展 

し て いき ます 。 イ ンド 国内 産業 を 保護 、 奨 励 し 、 — = S Le M as. 
ガー ル 朝 最後 の 皇帝 、 バ ハー ドゥール ・ シ ャ ーII 世 ( 在 位 1837~58 年 ) が イギリス に 廃位 させ られ 、1858 
年 終 吾 を 告げ た 後 、 二 十 世 紀 前 半 ま で 続き ます 。 一 方 、 イ ギリ ス は 自国 産業 を 保護 する こと に の み 腐 
心 し 、 捧 取 す る だ け で 、 イ ンド の 文化 に 何ら 敬意 を 払わ ず 、 イ ンド の 手工 業 を 没落 ミ せ て し まい まし 
25 

十 九 世紀 半 に な る と 、 新 た に 拾 頭 し 、 勢 力 を も っ て きた イン ド 人 資本 家 に よる 紡績 工場 が 、 ボ ン ベ 
イ や アー メダ バー ド に 発生 し て きま す 。 イ ギリ ス は 、 ま た し て も 、 イ ンド 人 資本 の 紡績 工場 製品 に 「 綿 
布 国産 税 」 な る も の を 課 し 、 抑 圧し て きま す 。 員 まる 民族 解放 運動 へ の 弾圧 も 厳し き を 加え て きま す 。 
دج تن‎ 4X) ARGO. ADT -. (BERBER). "277-9, 
(自治 ) の 運動 と な り 、 ア ー メ ダバ ー ド や ボン ベイ で は 紡績 工場 が 増え 、 綿 工業 都市 と し て 発展 し て い 
— 

Së HEN. HARGIS EO FY A OEDOE SIE NEH LC F (ENT IR: 
% f E. ALF 4, 1869-1948) (X. eee AH. RM EDHR, WN. „= ( 手 紡 ぎ 
手織 布 ) の 着用 を その 具体 的 な 方 法 と し 、 全 イン ド の 義務 と し まし た 。 古 来 、 イ ンド 民衆 が し て きた よ 
うに 、“ 和 糸 を 紡ぎ 、 布 を 織り "と いう 行為 に イン ド 民 族 の 誇り を 取り も ど し 、 植 民 地 支配 の 栓 格 か ら 自 
由 に な る 象徴 的 意義 を も た せま し た 。 ガ ン デ ィ の 呼び か け は イン ド 民 衆 の 魂 に 深く 訴 を る と ころ と な 
り 、1947 年 8 月 15 日 イン ド は 独立 し ます 。 


[イン ド の 課題 ] 

1924 年 、 ロ マン ・ ロ ラン は イン ド の 自治 要求 を 無視 し 、 圧 政 を 続け る イギリス に 「 イ ギリ ス に は 自己 
の 利益 の た め に イン ド を 破 減 きせ た 。 と ころ が も し イギリス が イン ド に 政治 と 経済 の 独立 を あたえ る 
な ら ば 、 こ ん ど は マン チェ スス ター 工場 の 次 吉 W の 本 且 と ん る で あろ . ES 
ロラ ン 著 、 宮 本 正 清 訳 より 引用 ) と 示唆 し 、 イ ンド の 声 に 耳 を 傾け る よう 促 し て いま す 。 イ ンド が 独立 し た 


. 時 、 マ ンチ ェ ス ター の 綿 業 に は 崩壊 へ の 道 し か 残さ れ て いま せん で し た 。 一 方 、 イ ンド の 機械 制 大 工 


業 は 発展 し て いき ます 。 
し か し 、 イ ンド の 伝統 的 な 手工 業 は ほとん ど 衰 退 し 、 あ る い は 消 減 の 危機 に 瀬 し て いま し た 。1950 
F . RE. ARCOD. RA 
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な 努力 は 実 を 結び 、 多 く の 手工 業 が 復興 され 、 長 い 歴 史 を も つ 手 工業 の 底力 の 強 さ を 見 せま し た 。 イ 
ンド は 再び 、 イ ンド の 伝統 工芸 の 素 晴 し さ を 見 出し ます 。 し か し 、 近 代 的 機械 制 生 産 と の 競合 、 利 潤 
追求 の 近代 経済 の 波 に きら され 、 絶 え ず その 存亡 は 揺 き ぶら れ て いま す 。 競合 で は な く 、 機 械 力 と 手 
仕事 と 双方 が 共存 し 、 自 立 で き う る よう な 道 が 望ま れ ま す 。 真 に 洞察 力 の ある 職人 た ち は 、 機 械 が 手 
仕事 に と っ て 替 わ れ な い 事 を 知っ て いて 、 と て も 伝統 を 大 事 に し て いま す 。 今 日 を 生き 、 明 日 へ 継ぐ 
た め の 和 努力 が な され て いま す 。 彼ら が 二 十 一 世紀 へ と イン ド の 上 拒 織 の 伝統 を 手渡 し て くれ る で あろ う 
こと を 信じ て いま す 。 彼ら が 誇り と 信念 を も っ て 仕事 が で きる 世界 で ある こと を 願っ て や み ま せ ん 。 

敬意 を こめ て 1992 年 5 A 
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[ 十 七 世紀 以前 の 遺 例 ] 

古来 、 イ ンド 人 が 遠方 の 市 場 を 支配 する に 至っ た 理由 と し て 「 そ の 化学 、 特 に 染色 工業 に お ける 優 
秀 き に あっ た と 思わ れる 。 当 時 の イン ド 人 は 、 布 の 永久 染料 の 調整 に と くべ つの 方 法 を 発明 し て いた 
らし い 。 か れ ら は また 、 植 物 か ら 藍 を つく る 方 法 も 知っ て いた 。 お まえ に も “インディゴ” と いう 名 
まえ 自体 が イン ド か ら 来 た も の だ と 想像 が つく だ ろう 。」『 父 が 子 に 語る 世界 歴史 より 引用 ) と ネル ー は 
手紙 に 書い て いま す 。 イ ンド の 染色 技術 が 世界 に さき き が け て いた こと は モ ヘ ペン ジョ ダ ロ 発 掘 の 茜 染 の 
木綿 布 断 片 が 証明 し て いま す 。 プ リ ニ ー( ロ ー マ の 博物 学者 ) が 紀元 一 世紀 に 書い た 『 博 物 誌 』(『Historia 
naturalis』) に は 、 当 時 エジプト で 行わ れ て いた 媒 梁 染色 法 が 述べ られ て いま す が 、 こ の 方 法 は イン ド 
より 伝え られ た も の と 考え られ て いま す 』 

古来 、 イ ンド は 優れ た 染織 品 を 世界 に 供給 し て きま し た が 、 十 七 世紀 以前 の 実例 は ほとん ど 残 っ て 
いま せん 。 残っ て いな い 理 由 の ひと つ は 、 イ ンド 亜 大 陸 が 季節 風 地帯 に 位置 し て いて 、 高 温 多 湿 で 雨 
量 が 多く 、 染 織 品 の 残存 で き 得 る 条件 を そなえ て いな か っ だ た こと に より ます 。 イ ンド と 交易 の あっ た 
地域 で 発見 され た 深 織 品 が 、 そ の 一 端 を 示し て くれ る だ け で す 。 

紀元 一 世紀 頃 と きれ る 、 シ リア の パル ミラ の ジャ ム プ リコ 家 の 墓 より 出土 し た 、 粗 い 木綿 地 に 捧 染 
媒 染 し 茜 染 に 染め て 、 防 染 を ほど こし 訓 染 に し た 裂 は 、 そ の 技法 や 文様 構成 か ら イ ンド より も な た らき 
れ た も の と され 、 又 、 二 填 世 紀 初 頭 、 オ ー レ ル ・ ス タイ ン の 中 央 アジ ア 発 掘 調査 に より 出土 し た 人 世 
紀 頃 の 捧 染 防 染 染 木 綿 断 片 も イン ド と 考え られ て いま す 。 

LYST O71 HEREDIA LTD FAKE r MELE LR. ا رکا‎ 
ら バ ビ ロ ニ ア の 位置 を 探し て 発掘 調査 が 行わ て て いま し た 。 し か し 、 古 代 の 遺跡 は 発見 され ず 、 研 究 
対象 外 の 中 世 の 出 土 品 の 重要 さ は 見 過 さ れ 、 ほ と ん ど 記 録 も な いま ま 放 置き され て いま し た 。 

1938 年 、 フ ラン ス 人 の フィ スタ ー (R. Pfister) i “Fat A2—hbOXBINAL4AZF, ('Lestoils im- 
primees de Fostat et l'Hindoustanj) の 論文 を 発表 し まし た 。 フ ィ ス ター は 出土 品 の 多く は 十 九 世紀 まで 
下り 、 イ ンド の 柴 織 唱 ば か り で は な いこ と に 気付 き 、 研 究 の た め に 十 革 世紀 以前 に た イン ド で 製作 され 
た と 思わ れる 閑 織 品 を 選び だ し 、 早 いも の で 十 二 世 紀 頃 、 大 半 が 十 五 世紀 前 後に 西 イ ンド の グ ジ ャ ラ 
Fe まし た 』 | ジョン ・ ア ー ウ ィ ン 一 が ガレット et て 
b. BET 7 c NN 
メダ バー ド 地 方 の お 募 や モス ク の 石 の スク リー ン に 施さ れ た 透 彫 り の 文様 や 、 十 四 、 十 五 世紀 グ ジ ャ 
ラー ト の ジャ イナ 教 経典 挿絵 の 中 に 描か れ て いる 衣服 の 文様 と の 共通 性 を あげ 、 花 の まわ り に ぐる り 
と 配 さ れ た だ 人 狼 羽 の ハム サ (hama RS) の 文様 の ある 断片 か ら 、 蓮 の 花 と 組 み 合わ され た 藩 鳥 の モチ 
ー フ が アジ ャ ンタ の 壁画 に み ら れ る こと を 指摘 し 、 グ ジャ ラー ト 地 方 に 現在 も 残っ て いる 技術 な ど を 
あげ て いま す 。 技術 的 に は 粗 布 に 、 手 描 や 木版 捧 染 に よっ て 、 防 染 を し 浸 染 に し た も の べそ 媒 染 染色 を 
施し た も の で す 。 比 較 的 安価 な 日 常 使い の 実用 品 が 主 で し た 。 (Indian Painted and Printed Fabrics』 参 
考 ) 

荒地 と 化し た フォ スタ ー ト 、 基 の 都 ア ル ・ フ スタ ー ト (Al Fustat) は か つて は ナイ ル 河 流域 の 中 心 都 
市 で 、 東 西 質 易 の 物資 の 集散 地 で あり 栄え て いま し た 。 七 世紀 に 建設 され た 町 で す が 、 造 か 古代 より 、 
グジャラート と エジプト の 交 奉 引 行 われ て いて 、『 エ リュ トッ ラク 編 細 陶 和志 』 に は ほ は キ ャ ン ベ 0 7 
ザ (70-4) 港 よ り 、 粗 い 染 布 を 含む いろ ん な を 種類 の 染織 品 が 輸出 され て いた こと を 記し て いま す 。 

(「 紅 海 に 臨む 小さき な 港 、 ク セ モイ ー ル ・ ア ル ・ カ ディ ム で の 最近 の 発掘 で 、 フ ォ ス ター ト の 発掘 品 と 類 伯 し た 1200 年 か ら 
1500 年 頃 の も の と 思わ れる 和 染織 唱 が 出土 し て いる 。 こ れ ら の 大 量 の イン ド 産 の 輸入 染織 品 の 断片 は 、 大 半 が 十 五 世 紀 ま た 
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は それ 以後 の も の で ある が 、 中 に は 十 ニー 十 三世 紀 の も の も 含ま れ て いる 」 と 『 イ ンド の 伝統 染織 (Golden Sprays and 
Scarlet Flowers)』 に 、 新 し く 発 見 され た イン ド 産 布 に つい て 書か れ て いま す 。) 


22% ll 

イン ド に 伝わる 文様 染 の 技法 に は 大 別して 「 手 描 」 と 「 控 染 」 の 二 通 り が あり 、 手 描 は カラ ムカ リ 
(kalamkari、 ペ ン の 仕事 を 意味 する 。kalam は ペン の 意 、 ペ ル シ ャ 語 に 超 源 する ) と 言わ れ 、 カ ラム と 呼ば れる 
ペン で 描い て いき ます 。 捧 染 は 主 に 木版 を 用 いま す 。 フ ォ ス ター ト 出 土 の 木版 捧 染 の 断片 の 多く が グ 
ジャ ラー ト で 生産 され た 事 が 跡 び けら れ た よう に 、 グ ジャ ラー ト は 古く か ら 木 版 擦 染 染 の セン ター で 
. 

古く か ら 貿 易 都市 と し て 栄え て いた グジャラート は 、1573 年 、 ア ク バ ル 帝 に より 併合 され る と 強力 
な 地方 ム ガ ー ル 王国 と し て 、 西 イン ド の 経済 の 中 心 都市 と し て 繁栄 し ます 。 その 経済 の 一 端 を 支え て 
いた の が 十 革 世紀 の 綿 製 品 の 輸出 の 増大 で し た 。 東 南ア ジア へ は 主 に 香料 貿易 の 交易 品 と し て 、 イ ン 
ド の 染織 品 は 運ば れ て いま し た 。 タ イ 市 場 向け の 捧 染 布 に つい て は 「 英 領 イ ンド 時 代 の ボン ベイ 行政 
! e TEC CTC, GD EI 
の 消費 者 や タイ 輸出 向け に 製作 され て いる と 記さ きれ て いる 。」 (Hr ر۴8‎ x 09078) と の 指摘 が 
あり ます 。 タ イ や カン ボ ジ ア 向け の 輸出 用 染織 品 は サウ ダ ギ リ (saudagiri Ram) 布 と 呼ば れ 、 二 十 
世紀 半 頃 まで 輸出 きれ て いま し た 。(『 イ ンド の 伝統 染織 』 の 中 に 、 タ イ 国 で 収集 きれ た サウ ダ ギ リ 、 い わ め ゆる 、 日 
本 で “シャ ム 更 紗 " と 呼ば れ て いる タイ プ の 例 が 掲載 され て いて 、 生 産地 を グジャラート 州 ス ラー ト と し て “"? "マーク 
が 付け られ て いま す 。 日 本 で は 、 仏教 思想 の 影響 を 強く 反映 し て いる 独特 の 文様 を も ち 、 精巧 な 技術 が 駆使 され て いる 手 
描 を 主 と し た この タイ プ の 布 は 、 タ イ 国 で 図案 を 描い て 、 マ スリ バタ ム に 注文 し て 作ら せ た も の と 言わ れ て いま す 。) 
„ TAG 3T E DAL DS グジャラート の チン ツ や “ビンタ ド ” は コ 
ロマ ン デ ー ル ・ コ ー ス ト の も の より 質 に お いて 劣る と 、 常 に 二 番 手 に 置か れ て いま す 。 手 描き は 主 に 
コロ マン デー ル 海 岸 や デカ ン 地 方 で 発達 し 、 質 の 高い も の が 生産 され まし た が 、 グ ジャ ラー ト で は は 兵 
梁 が 主 で 、 そ の 技術 も 早い 時 代 の マス リバ タム の 木版 捧 染 に み ら れ る よう を な を 精巧 き は あり ませ ん 。 
イン ド ネ シア 向け と し て 輸出 され た 染織 品 の 中 で 、 グ ジャ ラー ト 産 の パト ラ (Patola patolu (単数 
形 )) と 呼ば れ て いる 経緯 婦 の 文様 を 模 信 し た 木版 兵 染 布 が あり ます 。 捧 染 の パト ラ は 高価 な 本 物 の 代 
替 品 で し た 。 輸出 用 捧 染 布 は ほとん ど が 消耗 品 と し て 扱わ れる 大 量 生産 の 比較 的 安価 な も の で あり 、 
高度 な 技術 より も 、 む し ろ 大 胆 で 無造作 な みな と ころ に 美しき が ある よう で す 。 

古く より 、 各 村々 の 地域 内 や 近 在 の 村人 が 使う た め に 家内 工業 で 生産 され て いた 木版 捧 染 布 は 十 九 
世紀 後半 か ら 二 十 世 紀 初 めこ にかけ て 、 イ ギリ ス の 綿 製 品 が 洪水 の よう に 溢れ 、 衰 退 し て いま し た が 、 
Mame, EA T Week Ay FOY SIVA, ブウ ジ 、 北 グジャラート の ディ ー サ な ど で 行 な われ て 
WET, 


[テン プル クロ スー パチ ェ デ ィ ] 

グジャラート に は 「 パ チェ ディ 」 と 呼ば れ て いる 、 こ の 地方 特有 の 木版 換 染 染 ( 手 描 が 併用 きれ る こと 
も あり ます ) の テン プル クロ ス が あり ます 。 図柄 は 中 央 に マタ 女神 が 描か れ 、 ま わり に 宗教 的 な テー マ 
を も っ た 場面 や 地方 の 生活 の 情景 な ど が 描か れ て いま す 。 ヒ ンド ッ ゥ 教 の 女神 マタ を 信仰 する 農民 や 遊 
牧 民 が 、 祭 りや 宗教 的 儀式 を 執行 う 時 に ょ その 布 で 聖域 を つく り ま す 。 戸外 の 質素 な 神殿 (而 ) の まわ 
F HA ECLA ARS FMRC EY. FRE OCGA ADF E 
ELE, 儀式 を 司 き どる 人 は 肩 に 同じ よう な デザ イン の 布 を 掛け ます 。 代 々 、 家 族 共 同体 の ハグ リ 
(Vaghari) に よっ て 生産 きれ て きま し た 。 彼ら は 周辺 の 村々 に 住ん で いま し た が 、 今 日 で は アー メダ 
パード の ミル ザ プ ブー ル で 仕事 を し て いま す 。 パ チェ ディ 布 は 、 マ タ 女 神 を 信仰 する 人 々 の 間 だ け で し 
か 持つ こと が で きま せん で し た が 、 今 で は 信仰 と は 関係 な く 一 般 に 売ら れ て いま す 。 
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在 し て いま す 。 ラ ー ジ プ ト 王 国 は アク バル 帝 の 時 に ム ガ ー ル 帝国 の 支配 下 に 置か れ 、 ム ガー ル 文 化 を 
取り 入れ な が ら も 、 ラ ー ジ プ ト 独 自 の ヒン ドッ ゥ 文化 の 伝統 を 守り 続け まし た 。 オ ー ラ ン ガ ゼ ブ プ 帝 の 死 
後 、 衰 退 に 向う ム ガ ー ル 帝国 の 統制 力 が 弱まる と 、 ラ ー ジ プ ト や マラ ー タ な どの ヒン ドッ ゥ 諸 勢 力 が カ 
F l / DRE O a7 — 
مو وج 5ڑ 7ر‎ YII Del RUSK 00ھ‎ To’, AD 77ت -- تا اج ٤ح 7ہ‎ RE 
国 へ も 侵略 し て いき ます 。 戦乱 に 明け 暮れ て いま し た が 、 ジ ャ イ ・ シ ン 二 世に よっ て 、1727 年 建設 き 
れ た ラジ ャ スタ ン の ジャ イプ ー ル は 比較 的 安全 な 都市 で 、 各 地 か ら 職 人 が 、 よ り 安 定 し た 仕事 場 を 求 
め て 流入 し て きま し た 。 グ ジャ ラー ト か ら も 多く の 職人 が 移 侍 し まし た 。 そ の 塚 果 、 ラジ ャ スタ ン と 
グジャラート の 染織 伝統 は お 互い に 混じり 合い まし た 。 

ジャ イプ ー ル 郊外 に ある サン ガ ネ ー ル は 有名 で す 。 十 七 世紀 の 記録 に 出 て きま す が 、 今 日 知ら れ て 
rr پً۹ٌی۷۷)‎ 77۳ 
opean Textile History; John Irwin, 54) 十 八 、 十 九 世紀 、 貴 族 や 富裕 な 人 々 の ため 、 又 、 輸 出 用 と 
し て 素 晴 し い 捧 染 布 が 生産 され まし た 。 細 い 和 糸 で 精巧 に 織り あげ られ た 上 質 の 木綿 地 に 木版 捧 染 きれ 
た 輪郭 線 は 、 非 常に 鮮明 で 、 色 合い は 精 妙 で す 。 ム が ガール 朝 の 影響 を 受け た 文様 は 、 鳥 な ども あり ま 
DF WER, EBRXRCT, E ERAS, LORATA 
発色 を する 茜 染 の 色 使 い は と て も 徹 妙 で す 。 地 色 は 白 や 、 澄 ん だ 柔らか な 色合い で す 。 地 人 色 を まっ 白 
に 仕上 げ る に は 、 何 度 も 水 を か け て 漂白 する の で す が 、 塩 分 と カル シウム を 含ん だ ここ の 水質 が 大 き 
く 作 用 し て いま す 。 十 九 世 紀 の 終り 頃 か ら 茜 の 替わり に 使用 され 始め た アリ ザ リ ン で は 、 微 妙 な 色 合 
い を 抽出 で きず 、 単 調 な 色 に な っ て いま す 。 木綿 の 質 も 落ち て し まい ます 。 十 九 世 紀 か ら 二 十 世紀 初 
頃 ま で の サン ガ ネ ー ル の 捧 抹 布 に は 布 端 に 、 大 きい 四角 の 税金 徴収 スタ ンプ が 押さ れ て いま す 。 

工程 は 古 法 に 近い が 、 染 料 に は 化学 染料 が 用 いら れ て いま す 。 地域 的 な 特色 を 保っ て きた 文様 は し 
だ い に 忘 れ 去 られ 、 現 代 の 市 場 の 要求 を 反映 し た も の と な っ て いま す 。 他 に は バグ ルー、 バ ル メ ー ル 、 
バロー トラ 、 パ リ な ど で 木 版 捧 染 菜 が 行なわ れ て いま す 。 


[マス リ パ タ ム ] 

コロ マン デー ル 海 岸 の マス リ パ タ ム も 特色 の ある 、 華 玲 で 精巧 な 木版 振 溢 布 が 生産 され て いま し た 。 
すぐ れ な た な 港 が 少 い 東海 岸 に あっ て 、 マ スリ パタ ム は 古来 、 良 港 と し て 東西 賀 易 の 重要 な 港 で あり 、 物 
資 の 集散 地 で あり まし た 。 ヨー ロッ パ の 商人 が や っ て くる 前 か ら ペ ル シ ャ と の 交易 は 行なわ れ て いま 
し た 。 十 狼 世 紀 の 終 り 頃 、 ペ ベル シャ の 職人 の 移住 に より 、 ペ ベル シャ の 装飾 文様 の 影響 を 強く 受け た 、 
ある い は 、 ペ ベル シャ か ら の デザ イン 注文 に よる ペル シャ 市 場 向け の 捧 染 布 が 盛ん に 生産 され ま し た 。 
十 九 世紀 の マス リバ パタ ム の 捧 染 布 に は ペル シャ 文字 の 銘 が は いっ て いる も の が あり ます 。 イ ギリ ス の 
産業 革命 は 大 き な 影 響 を 及ぼ し 、 ヨ ー ロ ッ パ 向け の 輸出 は 閉ざさ され 、 ほ と ん ど 、 ペ ル シ ャ 市 場 向け の 
も の と し て 生産 され て いま し た 。1880 年 代 頃 まで 高い 水準 を 誇っ て いた 技術 の 質 は 、 そ れ 以 降 低下 し 
て いき ます 。1924 年 、 ペ ル シ ャ 市 場 か ら 締 め 出さ れ 、 生 産 は 後退 し ます 。 又 、 マ ンチ ェ ス ター の 綿 製 
BIST WELE REL TEE? 

スワ デー シー 運動 は 伝統 的 な 手工 業 の 復興 へ の 刺激 を 促し 、 ナ イド ッ (Shri V.Venkataswamy Naidu) 
の 努力 に より 、1952 年 、 オ ー ル ・ イ インディア ・ ハ ン デ ィ ク ラフ ト 委 員 会 (AllIndia Handicrafts Board) 
は 保護 と 育成 に の り 出 し 、 古 法 に よる 、 マ スリ パタ ム 周 辺 で 採れ る 植物 に よる 天然 染料 を 用 いた 捧 染 
布 が 復活 し まし た 。 (18 年 前 、 私 が 訪れ た 時 に は 古 法 に そっ て 、 ま だ 植物 染料 、 監 を 使用 し て いて 、 星 防 染 の 工程 も 
行い 、2 ヶ月 か け て 製作 し て いま し た 。) し か し 、 そ の 後 、 藍 要 は ほとん ど 行 な われ て いな い の に 等 し く 、 従 
っ て カラ ム に よる 蜂 防 染 も 行なわ れ て いま せん 。 昔 染 も アリ ザ リ ン が 使わ れ て いま す 。 古 法 は 木版 捧 
染 に よる 明 禁 と 酢酸 鉄 の 嫌 染 、 ミ ロバ ラン の 使用 、 カ ラム に よる 色差 し な ど に 残さ れ て いま す 。 ミロ 
バラ ン に 水牛 の 乳液 を 加え た 液 に よる 下地 染 は 、 植 物 繊維 の 木綿 の 染色 に と っ て 、 色 を 定着 させ 、 堅 
年 に 、 均 等 に 仕上 げ る の に 非常 に 重要 な 働き を を し ます 。 ミロ バラ ン の 実 ( 詞 梨 勅 果 ) は タン ニン 成分 を 
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アリ ザ リ ン 使用 の 場合 も 同じ 処理 を し ます ) か ら 得 られ る 赤い 色 の 定着 を 確か な も の と し ます 。 ミロ バラ ン 
は 次 色 糸 の 染料 と し て も 用 いま す 。(『 イ ンド 素 織 の 旅 』 安 藤 武 子 著 。1988 年 発行 に は 、 再 び 、 天 然 材料 の カラ ムカ 
回 戻 て き て いる と あり ます 。) 

キス トナ 河口 の 水質 も 、 サ ン ガ ネー ル と 同じ よう に 、 明 る く < 透明 な 色 を も た ら す と され て いま す 。 
キス トナ 河口 の デル タ 周 辺 で は “チャイ ”" (アカ ネム グラ ) と いう 茜 よ り も 質 に お いて 優れ て いる 植物 が 
育ち ます 。 砂 質 の 王 壌 に カル シウム 分 を 含ん で いる た め と 言わ れ て いま す 。 チ ャ イ の 根 を 使い ます 。 
又 、 ゴ ルコ ンダ 地方 は 良質 の 藍 を 産 し ます 。 十 七 、 十 八 世 紀 の 素 晴 し い ブ ルコ ンダ 地 方 の 手 描 染 の 優 
mei, —no8muuüwolktzbntcor3. 


[カラ ムカ リ の 道具 ] 

カラ ムカ リ の 道具 は 非常 に シン プル で す 。 二 種類 の カラ ム が 使い わけ られ ます 。 一 つ は 線 描き や 、 
媒 染 、 色 差し に 使う 租 製 の ペン で す 。 ペン 先 より 3 モン チ 位 の 所 に 、 フ ェ ル ト 状 の 山羊 の 毛 を 玉子 形 
に 形 づ く っ た も の を 括り 付け 、 媒 染 剤 や 染 液 を 含ま せ て 使用 し ます 。 も う 一 つ は 職 防 染 を 行う 時 に 使 
う ペン で す 。 人 竹 の 取 手 の 先 に 球根 状 に 形 づ く っ た 鉄 の ペン 先 を つけ 、 そ の 上 に 髪 毛 を 巻き 付け て 、 全 
ませ た 虹 が ペン 先 に 流れ 出る よう に し ます 。 これら の 道具 は 手 描 職 人 自身 の 手 に よっ て 作ら れ ま す 。 


("Indian Painted and Printed Fabrics; 参考) 
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に は カラ ムカ リ 技 法 が 残さ れ て いま す 。 南 イ ンド で は 北 イ ンド に 上 比 し て 異 民 族 、 異 文化 の 影響 を ほ と 
ん ど 受 ける 事 な く 、 ヒ ンド ッ ゥ の 伝統 を 温存 し 、 独 自 の 文化 を 発展 させ まし た 。 十 四 世 紀 前 半 、 ヴ ィ ジ 
ャ ヤナ ガル 王国 が 成立 し ます 。 豊か を 物資 に 恵まれ 、 東 西 と の 海上 交易 は 盛ん に 行なわ れ 、 と て も 豊 
か な ヒン ドッ 教徒 の 王国 で し た 。 高く 八 え る 巨大 な ゴ プ ラム ( 門 塔 ) を いだく 寺院 が 各地 に 建て られ ま 
す 。 寺 院 は 壁画 で 荘厳 され て いま し た 。 し か し 、1565 年 、 タ ー リ コー タ の 戦い で ムスリム 連合 軍 に 破 
れ 、 王 都 は 破壊 され ます 。 王 朝 時 代 の 壁画 が ハン ピ の ヴィ ルー パー クシ ャ 寺院 や パン ノ ツ パテ ィ 寺院 に 
残っ て いま す 。 カ ラ ハ ス ティ の テン プル クロ ス は 、 こ れ ら の 寺院 壁画 の 伝統 に 由来 する と 言わ れ て い 
ます が 、 古 い 時 代 の 記録 は あり ませ ん 。 寺 院 や 王族 、 地 主 な どの 保護 の も と で 製作 され 、 十 九 世 紀 、 
カラ ハス ティ は 重要 を セン ター で し た が 、 二 十 選 紀 前 半 に は ほとん ど 壊 減 し て いま し た 。 独立 後 、1958 
年 、 オ ー ル ・ イ ン デ ィ ア ・ ハ ン デ ィ ク ラフ ト 委 員 会 の 手 に より 復活 され 、 以 後 、 州 政府 に 引き 渡さ れ 
て 技能 者 を 訓練 セン ター で 養成 し て いま す 。 

SRS ELO UN TA TAN ER, 17-7 Tr, 1790-77 VE 
MEET کر‎ ۳۴ Eeër, AUT مت‎ SORT. 7 A ks 
陀 、 幾 何 学 文 様 も 描か れ て いま す 。 


KO 

人 人 
た と され て いま す 。 技 法 は シン プル で 、 粘 着 性 の ある 樹脂 を 用 いて 、 文 様 を 手 描 、 又 は 版 捧 印 し 、 金 
TAPERS LET. 雲母 の 粉 を 上 疾 い た も の も あり ます 。 薄い モス リン 素材 の ド ォ パ バタ GE). Y 
一 、 タ クター バン 、 侯 帯 、 ハ ンカ チー フ に 施 ほ れ ま す 。 実 用 的 で な い ハ ンカ チー フ は 儀式 の 時 や 、 又 は 贈 
物 の 上 に か ける ル マ ル と し て 用 いら れ ま し た 。 光夫 な 木綿 地 や 豪華 な ベル ベッ ト 地 に も 施さ れ 、 旗 、 

天幕 用 掛 布 、 象 の 背 飾 り 布 に 使わ れ 、 高 価 で 手間 の か か る 刺繍 や 錦織 の 代替 品 で も あり まし た 。 ラ ジ 
IDA o EN DO 
そし て ボン ベイ な ど が 知ら れ て いま す 。 (Indian Painted and Printed Fabrics; 参考) 
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[铜版 探 染 ] 

FD CG, ۰۶۶۶۶9 977۶۳ 
تن‎ MLERM NTH ST. qe HEC K Y KN EI SM, .اج تب لج‎ Lët 
落ち し 、 衣 服 に は 使用 し 得 な い 粗 末 な 技術 し か あり ませ ん で し た 。 イ ンド より ヨー ロッ パ に も たら さ 
れ た 豊か な 彩 ど り の エキ ゾ チ ッ ク な 美しい 布 、 し か も 洗っ て も 色 落 ち し な い 堅 年 な 染 が 施さ れ た 東洋 
の 不思議 な 布 は 、 ヨー ロッパ の 人 々 の 驚き と 興味 を ひき お こし まし た 。 イ ンド の 文様 染 の 模 僚 の 早い 
時 期 と し て は 、1648 年 、 フ ラン ス の マル セイ ユ の トラ ンプ 製造 業者 が 、 木 版 彫刻 師 と 共に 試み た 記録 
» 

東 イ ンド 会 社 の 設立 は ヨー ロッ パ に イン ド 文 様 染 布 の 輸入 の 急増 を も た らし 、 不 安定 な 情況 に 置か 
れ た 在 来 の 繊維 業者 の 強 重 な 反 対 に 、 フ ラン ス で は 1686 年 、 競合 を 避け る た め に 、 ト ワル バント (Toile 
peinte 文様 染 ) の 輸入 、 及 び 模 僚 品 の 製造 禁止 令 を 出し ます 。 他 の ヨー ロッ パ 諸 国 で も これ に 父 い 、 禁 
止 令 が 出さ れ ま す が 、 イ ンド 文様 染 布 は 禁令 を 出す 側 の 人 々 を な に より も 魅了 し て し まい 、 自 然 ゆ る 
や か な も の に な り 、 度 重なる 禁令 に も か か わら ず 、 ヨ ー ロ ッ プ パパ に 浸透 し て 行き ます 。 (フラ ンス で は 文様 
F E PNTE, F— SRILA TY TDS RIED aA ITRE RLL EY. 22 1 DAS 
案 は 、 イ ンド より 多く の ヒン ト を 得 て い ます 。 発想 の 源 は 東洋 に あり まし た 。 や が て ジュ イ 独 自 の 図案 へ と 発展 さき せま 
す 。 その 質 の 高き は ジュ イ 捧 染 布 と し て 有名 で す 。 今 日 で も コピ ー が 繰り 返さ れ て いま す 。1843 年 、 閉 鎖 き され ま し た 。(『 フ 
ラン ス の 更紗 』 ジ ョ ゼット ・ ブ レデ ィ フ 著 、 深 井 晃子 訳 、 参 考 ) ) 

イギリス で は 1676 年 に 文様 染 の 捧 染 が 行なわ れ て いま す 。1701 年 に 輸入 禁止 令 が 、1721 年 に 国内 産 
文様 染 布 の 国内 で の 使用 禁止 令 が 発令 さき され ます 。1774 年 、 禁 令 が 解 か れん ます が 、 そ の 間 、 実 質 的 に は 
何 の 効 力も ああ り ま せん で し た 。1775 年 に は 凹 版 の 銅版 に よる 印刷 技術 が 布 に 応用 きれ 、 精 巧 な デザ イ 
ン の 銅版 挫 染 布 が 生産 され ます 。1783 年 、 ス コッ トラ ンド の トー マス ・ ベ ル が ロー ラー 挫 染 機 を 発明 
し 、1785 年 に ラン カシ ャ ー の モス ニー の リヴ ジー・ ハ ー グ リー プス 社 で 操業 が 始め られ ます 。 文様 の 
継目 を 気 に す る 事 な く デザ イン で きる よう に な り ま し た 。 その後 、 マ ンチ ェ ス ター に 引き 継が れ 、 更 
に 技術 の 改良 が 加え られ ます 。 鋼 ロー ラー の 彫 版 技 術 は 非常 に 難 か し いも の で し た が 、1821 年 、 酸 に 
よる エッ チン グ 方 法 が 考案 され 、 ロ ー ラ ー 鋼 版 捧 染 技術 は 完成 され ます 。 連続 回 転 が 可 能 に な り 、 1 
日 に 5000 メ ー ト ル 以 上 も の 布 が 生産 され 得る よう に な り 、 大 量 生産 時 代 へ と 大 きく 転換 し ます 。 十 九 
世紀 、 都 市 中 産 階 級 の 拾 頭 は より 安価 な 製品 の 量産 を 促し 、 質 の 高 さ を 要求 する 市 場 で は な く な っ 
て 行き ます 。 染 色 法 や 染料 の 化学 的 開発 、 更 に 十 九 世紀 半 の 合成 染料 の 発見 に 伴い 、 多彩 さき を 加え て 
いき ます が 。、 質 の 低下 を も た らし ます 。 

初期 に は 、 捧 上 染 は ロン ドン 周辺 で 行なわ れ て いま し た が 、 し だ い に 地 方 に 移り 、 十 狼 世紀 後半 に は 
ラン カシ ャ ー や チェ シャ ー で 発達 し て いき 、 十 九 世 紀 初 期 に は マン チェ スタ ー は 大 木綿 控 染 産業 地帯 
と な っ て いき 、 や が て 業界 に 君臨 し ます 。 輸出 先 と し て 植民 地 イ ンド は 、 標 的 に され 、 市 場 に は マン 
チェ スタ ーー 製品 が 潜 れ まし た 。 マ ンチ ェ ス ター の 委 栄 は 、 イ ンド 手工 業 の 没落 の 上 に 築 か れ た も の で 
Ee 

イン ド で も 銅版 捧 染 が 行なわ れ て いま し た が 、 い つ 頃 か は 手許 に 資料 が な く 確 定 で きま せん 。19 世 
FFF à CHEEK YF TIERE AONT LR. 1 FY ADRK 
術 を 導入 し 、 化 学 染料 を 用 いて 生産 され て いる の で 、 ヨ ー ロ ッ パ 製 か イン ド 製 か の 見 分 けが つけ 難い 
も の が あり ます 。 手 持ち の 二 十 世紀 前 半 の マン チェ スタ ー 製 の シー ル が 貼ら れ て いる 捧 上 染 布 と 、 イ ン 
ド の カリ カッ ト (22 製 の 挟 染 布 を 、 デ ザイ ン 、 木 綿 の 質 、 染 料 、 い ずれ の 点 か ら 比 較 し て も 商 
標 が な けれ ば 判別 で きま せん 。 イ ンド の 人 は 、 す べ て 銅版 捧 染 の 布 を マン チェ スタ ー 物 と いっ て いま 
ER 

(<i> omg. "South Indian Traditions of Kalamkaris Lotika Varadarajan . Indian Painted and Printed 
Fabrics; Irwin & Hall, ‘Homage to Kalamkari』、『Treasures of Indian Textiles』、『 イ ンド の 伝統 染織 』、『 フ ラ 


ンス の 更紗 』 参 考 ) 
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ユー ラ シ ア 大 陸 を 横断 する 東西 交通 路 、 絹 の 道 を 、 古 来 、 多 く の 人 々 や 種々 の 物 が 往き 来 し まし た 。 
中 国産 の 組 、 イ ンド 産 の 野 褒 糸 や 綿織物 な ど を 入手 する た め 、 交 易 路 の 確保 を めぐ っ て 争い が 繰り 返 
CIUS L7 

絹 の 原産 地 は 中 国 と きれ 、 漢 代 に は 絹 織物 は 著しく 発達 し 、 西 アジ ア や ロー マ に 運ば れ て いま し た 。 
シリ ア の パル ミラ か ら は 中 国 の 漢代 の 錦 が 多く 発見 され て いま す 。 西 アジ ア に お いて 、 シ リア は 織物 
技術 が も っ と も 発達 し た 地域 で 、 東 ロー マ 帝 国 の 下 で は 絹 織 物 業 の 中 心地 と し て 栄え て いま し た 。 サ 
サン 朝 ペ ル シ ャ 時 代 (紀元 226 一 642 年 ) に ペル シャ は シリ ア を 占領 し 、 シ リア の 職人 を ペル シャ に 移住 き 
せ 絹 織物 の 技術 を 取り 入れ ます 。 シ リア の 伝統 技術 は 組 錦 系 統 で す が 、 漢 の 経 錦 の 出土 か ら み て 、 経 
錦 の 技術 も 知ら れ て いた の で は な いか と 推測 で きま す 。 

ササ ン 朝 の ホス ローII 世 ( 在 位 591628 年 ) の 治世 の 時 、 南 イン ド の チャ ー ル キヤ 朝 の プラ ケー シン II 
世 ( 在 位 608~642 年 ) は ペル シャ と 使節 を と りか わし (625 年 頃 )、 金 糸 で 織 ら れ た 錦 を 献上 し て いま す 。 
アジ ャ ンタ 石窟 第 一 窟 の 失 頭 帽 を か ぶっ た 異国 風 の 人 物 が 描か れ て いる 宮廷 内 の 世俗 的 な 壁画 は 、 ペ 
ル シ ャ の 使節 を 宏 応 する 図 と され て いま す (上 野 照夫 氏 は 時 代 的 に 疑問 が ある と され て いま す ) 。 ア ジャ ンタ 
の 壁画 か ら は 当時 の 南 イ ンド の 染織 の 発達 の よう す や 装 飾 文様 の 豊か さ が う か が えま す 。 イ ンド の 錦 
は ペル シャ に も た ら さ れ 、 ペ ル シ ャ の 紳 錦 の 完成 に 関わ りり が あっ た の で は な いか と 思え ます 。 

中 国 の 歴史 上 に お いて 上 唐 王 朝 (618907 年 )' は 未 曽 有 の 栄華 を 誇り 、 そ の 文化 は ササ ン 朝 ペル シャ の 
影響 を 濃厚 に 受け て いま す 。 ソ グ ド 人 の 手 に より ペル シャ の 品々 は 長安 に も た ら さ れ 、 長 安 で は イラ 
ン 文 化 が 盛ん に と り い れ ら ね れ 流行 し 、 サ サン 朝風 の 工芸 品 が 盛ん に つく られ まし た 。 そ れ ら の 工芸 品 
は 諸国 か ら の 遺 唐 使 に 、 和 皇帝 に より 下賜 され て いま す 。 

アラ ブ の 侵攻 に より 、651 年 、 サ サン 朝 ペ ル シ ャ は 減 亡 し 、 ペ ル シ ャ の 王子 ペロ ー ズ は 部 下 を 従え て 
唐 の 都 、 長 安 に 亡命 し ます 。 七 世紀 末 か ら 八 世紀 初め に か け て 、 戦 乱 を 逃れ て 多く の ペル シャ 人 や ソ 
グ ド 人 が 長安 に 移住 し て きま し た 。 暴 文化 の 流入 に より 唐 の 文化 は 高揚 し 、 八 世紀 に は 頂点 を 極め ま 
す 。 そ の 影響 は 遠く 日 本 に も 及び 、 正 倉 院 押 に あき ら か に 看 取 で きま す 。( 正 倉 院 裂 より 古 様 を 示す と され 
る 法隆寺 裂 に 「 獅 子 狩 文 貧 」 と 名 付け られ て いる 紳 錦 が あり ます 。 主 文様 は 、 連 珠 文 を 配 し た 円 形 の な か に 天馬 に 乗っ た 
王者 の 獅子 狩 の 図 が 織り 出さ れ 、 馬上 の 王者 は 、 三 日 月 の 上 に 球形 を の せ た 翼 の つい な た 先 を つけ て いる と ころ か ら 、 和 狩り 
の 名 手 で あっ た ホス ロー 有 I 世 で は な いか と さき され て いま す 。 文 様 は ササ ン 朝 の 特色 を 示し て いま す が 、 馬 腰 の 所 に 「 山 」 と 
「 吾 」 の 漢字 が 織 込 まれ て いる 事 な ど か ら 、 中 国 で 製 織 きれ た も の と きれ て いま す 。 龍村 謙 氏 は 「 大 谷 探検 隊 将 来 の 古代 
MEIU ONC, TORII EMDE), PR COH C hh. BERTHER (621 年 ) 前 後 の 渡 来 品 で ある と 検 
証 さ きれ て いま す 。 太 田 英 蔵 氏 は ササ ン 錦 が 階 に 伝え られ 、 そ れ を 範 と し て ペル シャ 王 像 と 知ら ず に 唐 朝 に な っ て か ら 織 ら 
せ た も の と され て いま す (「 大 仏 に 献納 され た ペル シア の 組 通 」 よ り )。 西 方 の 意匠 を 示す 連 珠 文 が 、 中 央 アジ ア に お いて 
は 七 世紀 頃 の 壁画 や 出土 裂 に みる こと が で きる こと か ら 、 こ の 頃 に 中 国 に も た らき され た の で は な いか と 思え る ます 。「 和 獅子 
狩 文 錦 」 の 意匠 は 明らか に 西方 の 様式 を 示し 、 雄 勤 華 麗 で 洗練 され て いま す 。 技術 の 巧 級 さ と あい まっ て 、 隆 盛 へ と むか 
う 時 代 の 力 強 さ を 感じ し きせ ます 。 ペ ル シ ャ で 織 ら れ だ た 衝 子 狩 文 錦 が 長安 に も た ら さ れ 、 サ サン 朝 の 文物 を 盛ん に と り い 
れ 、 模 人 し た 唐 朝 の も と で 織 ら れ 、 日 本 に 伝わっ た の は 、 七 世紀 末 あ る い は 狼 世 紀 の 初 頃 に か か る の で は な いか と 思え ま 
す 。(『 古 代 イ ンド 佐藤 圭 四郎 着 、『 大 唐 西域 記 』、『 西 域 文化 研究 』、『 正 倉 院 裂 名 物 裂 』、『 古 代 西 アジ ア 美 術 」、『 シ ルク 
ロー ド 文 化 喝 』 長 澤 和俊 著 、 参 考 )) 

唐 代 に は 経 錦 か ら 紳 人 錦 へ と 移行 し て いく 中 国 の 錦 の 完成 に は 、 西 域 よ り 長安 に 流 喜 し た ペル シャ 人 
や ソ グ ド 人 の 工匠 た ち が 大 きく 関与 し た よう に 思え ます 。 古代 、 文 化 の 流入 、 流 出 は 東 へ 西 へ と 活発 
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行き まし た 。 古代 の 歴史 は 容易 に は 解明 の 糸口 を 語っ て は くれ ませ ん 。 歴史 の 事実 と は 異な る 愚 考 に 
心 を 躍ら せ て いる だ け な の か も し れ ま せん 。 時 は 流れ て 、 十 六 志 紀 、 ム ガー ル 朝 の アク バル は 染織 の 
職人 を ペル シャ 、 サ ファ ー ビ ー 朝 より 招き ます 。 互い の 文 化 は 交流 し あっ て 発展 し ます 。 

錦織 は 多数 の 色 糸 を 使用 し 、 織 の 組織 に よっ て 文様 を あら わす 織物 の 総称 で す 。 緯 で 地 と 文様 を あ 
ら わ す 緯 錦 と 経 で 地 と 文様 を あら わす 経 錦 が あり ます 。 人 金 、 銀 糸 を 織り 込ん だ キン カブ (Kinkhab) 
F UW 
の アー メグ パー ド や スラ ー ےیل سا ت ا‎ en E Leer وا‎ 7 
ラバ ー ド (アン ドラ ・ プ ラテ シュ 州 ) で も 織 ら れ て いま す 。 人 金糸 は 絹糸 (AEMREIRMONTHET, M 
の 例 も あり ます ) Oe, 金メッキ を 施し た 銀 糸 を 巻き つけ て いま す 。 金銀 糸 の 生産 地 に は スラ ー ト 、 ヴ 
ァ ラ ナシ が あり ます 。 十 九 世 紀 頃 まで の ヴァ ラナ シ の 錦 に は 非常 に 細い 金銀 糸 が 使わ れ 、 紳 糸 は 高い 
密度 で 織 ら ちら れ て いて 、 繊 細 な 交 き が あり ます 。 南 イン ド に は 赤い 絹 地 に 金糸 を 織り こん だ 錦 の サリ ー 

あり ます 。 

ヴァ ラナ シ は カー シー 国 の 首都 と し て 仏陀 在世 の 頃 に 委 栄 し て いま し た 。 宗 教 都 市 で あり 、 又 、 織 
HENDT b H N) Lo WAE, Vy 7y KEI ERE CECE DNC 
な カー シー 産 の 絹 衣 を 脱ぎ 、 土 色 の 衣 (kasayani vastrani) に 替え られ て 、 出 家 の 生 活 に 入ら れ た と 述 
—— Du. œU—.. ê.wU‚T— 树 皮 布 
や 大 麻布 が 出家 者 に 許さ れ た 衣 で し た 。 又 、 金 糸 を 織り 込ん だ 布 を 布施 し 、 三 室 に 帰依 する 話 も 記さ 
れ て いま す 。 錦織 の よう な も の だ っ た の で し ょ うか 。 

野 褒 の タッ サー は ビハール が 、 ム が や エリ は アッ サム が 原産 地 と され 、 イ ンド 北東 の ビハール や オ 
リッ サ 、 ア ッ サ ム で 飼育 され て いま す 。 ビ ハー ル の 背後 に は 大 森林 地帯 が あり 、 ア ッ サ ム の 東 に は ア 
ラカン 山地 が あり 、 山 岳 部 族 が 住ん で いま す 。 古 来 よ り 、 彼 ら は 野 奏 を 飼育 し 、 糸 を 紡ぎ 、 簡 単 な 原 
始 居 準 機 を 用 いて 織っ て いま し た 。 


PEA] 

ヒム ルー (Himru) (KEANE kä HUME HHL. RE FILET OXER 2 Rk AA 
だ 織物 で す 。 MEI, CAREER ۴۰ا می سا‎ 7--009 E S Come Ami, h 
た 風合い は 、 冬 期 の 衣服 や 上 掛け 、 調 度 品 を など に 好ま れ て 使わ れ て いま す 。 主 に オー ラン ガバ ー ド や 
— e 
oy لے روف نت سس‎ A ON RIES 
ー メ ダバ ー ド の 職人 を 移住 させ た こと に 始ま る と され て いま す 。 


[| 

FA, "bn. VES y d L CRR TELE, U e 
プティ ダー (Baluchar butidar) EHEN ZEN DA) LARC. NAH x = TH 
め ら れ た と 言わ れ て いま す 。 サ リー の 広い 中 央 部 分 は 小作 の よう な 小さ な 装飾 文様 (buii 77 +) 28 
り 出 され 、 両 端 は バル チャ ー・ サ リー の 特色 を 示す 、 人 物 文様 が 織り 出さ きれ て いま す 。 端 (anchala 7 
ンチ ャ ラ ) の 部 分 の 中 央 に カル カ (kalka ER) 文様 が あり 、 そ れ を 取り 開 ん で 水 煙草 (huqqa ホー カ ) 
を 喫 う 人 物 、 ワ イン グラ ス を 持つ 人 物 、 黄 婦人 と 侍女 、 花 の 核 を 持つ 人 物 、 楽 益 を 奏する 人 物 、 騎 馬 
人 物 な ど 、 ヒ ンド ゥ や ムスリム の 貴族 社会 の 要求 に 応じ た 文様 が 配 さ れ て いま す 。 叉 、 東 イン ド 会 社 
の 保護 の 下 に 生産 され た 、 ヨ ー ロ ッ パ の 旧 装 を し た 人 物 像 を 配 し た サリ ー は 、 当 時 の ベン ガル 地方 の 
社会 を 友 映 し て いま す 。 文様 は 絵画 的 で あり ます が 、 高 度 に 様式 化 さ きれ て いま す 。 細 部 まで 織り 出さ 
れ た 技術 は 巧み で す 。 

機 は ナク シャ (naksha) と 呼ば れる (Y = EH, eod) で 、 和 複雑 な 文様 を 織り 出す こ 
と が で きま し た 。 繊 物 の 地 合 を つく る 織 「 と 文様 に 従っ て 経糸 の 複雑 な 通 糸 の 組織 を 動か す 空 引 、 
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少な く と も 二 人 の 職人 が 一 台 の 機 に 必要 で し た 。 長 さき 5 ヤー ド 、 巾 42 イ ンチ の サリ ー を 織る の に 、 親 
方 の 織 工 で 三 、 四 ヶ月 か か り 、 通 常 、 六 ヶ月 の 日 数 を 要 し まし た 。 

イギリス の イン ド 統 治 の 拠点 で あっ た ベン ガル で は 、 ヨ ー ロ ッ パ スタ イル が 盛ん に 取り 入れ られ る 
よう に な り 、 手 の 込ん だ 、 豊 か な 装飾 が 施さ れ た バル チャ ー・ サ リー は 、 十 九 世 紀 末 頃 に は 、 時 代 の 
好み に 合わ な いも の と な り ま し た 。 そ し て 1903 年 、 偉 大 な 織り の 名 手 、 ド ゥ ッ プ ラジ の 死 を も っ て 、 成 

に 生産 きん て いた バル チャ ー・ プ ティ ダー は 二 十 世紀 初頭 に は 消 減 し ます 。 独立 後 、 手 工業 復 答 の 
سس‎ 再現 が 試み られ 、 ヴ ァ ラ ナシ の 熟練 し た 織 工 に より 、 よ り 洗 練 き され た デザ イン で 復元 
され て いま す 。 


[カシ ミー ル ・ シ ョ ー ル ] 

イン ド 北 部 の カシ ミー ル は 、 東 へ は カラ コル ム 峠 を 越え て ヤー ルカ ンド へ 、 又 、 イ ンダ ス 河 を 背 っ 
て チベット へ 通じ 、 カ シミ ー ル ・ シ ョ ー ル の 原料 と な る パシ ュ ミ ナ (pashmina) が 入手 で きま し た 。 西 
へ は アフ ガニ スタ ン 、 更 に ペル シャ へ と 通じ る 妥 地 に 位置 し 、 イ ンド 国内 の デリ ー、 ア グラ 積 出港 
の スラ ー ト へ の ルー ト が 通じ て いて 、 生 産 さ れ た 織物 は 国内 外 へ 運ば れ ま し た 。 

カシ ミー ル ・ シ ョ ー ル は 十 五 世 紀 、 カ シミ ー ル の サル タン の ザイ ン ・ ウ ル ・ ア プ ブ デ ィ ン ( 在 倍 1459-70 
4) が 宮廷 工房 に 、 ト ルキ スタ ン か ら 織 職人 を つれ て きた こと に 始ま る と 伝え られ て いま す 。 十 六 世 
紀 、 ア ク バ ル の 時 、 カ シミ ー ル は ム ガ ー ル 帝国 の 支配 下 に 置か れ 、 ア ク バ ル は カシ ミー ル ・ シ ョ ー ル 
の 生産 を 熱心 に 保護 、 奨 励 し まし た 。 

織 組 織 は 綾 織 地 で 、 色 糸 を 巻き つけ た 数 多く の 木製 の 小 管 (toli bY) を 使っ て 、 緩 織 で 文様 を 
織り 出し て 行き ます 。 十 九 世紀 初め 頃 か ら 文 様 が 複雑 に な り 、 部 分 的 に 織り あげ た 布 を ラフ ガー ル 
(rafugar) と 呼ば れる 職人 が 、 目 に 見 えな い 位 の 細か い ス テッ チ で 巧み に 接合 わせ て 、 一 杉 の ショ ー ル 
に し まし た 。 層 耐 強い 集中 力 と 手間 の か か る カシ ミー ル ・ シ ョ ー ル は 高価 な も の で し た 。1820 年 代 に 
は 織り を 模 條 し た 刺繍 の ショ ー ル が 生産 され る よう に な り 、 主 流 を 占め る よう に な っ て いき ます 。 

カシ ミー ル ・ シ ョ ー ル は 十 七 世紀 後半 より ヨー ロッ パ へ 輸出 され 、 十 九 世紀 初め 、 薄 い モ スリ ン ・ 

ドレ ス に カシ ミー ル ・ シ ョ ー ル を は お る ファ ッ シ ョ ン が ヨー ロッ パ で 流行 し ます 。 又 、 そ の 高価 き は 
ステ ー タ ス ・ シ ン ボ ル で も あり まし た 。 十 九 世 紀 半 に は 輸出 は 頂点 に 達し ます 。 

十 入 世紀 の 終り 頃 、 模 條 品 が 生産 され る よう に な り ま す 。 イ ギリ ス の ノリ ッ ジ 、 エ ジン バラ 、 ペ ベイ 
ズリ ー、 フ ラン ス の リヨン や アル ザ ス で 、 模 僚 品 が 量産 され 市 場 に 出 ま わる よう に な る と 、 本 物 の カ 
シミ ー ル ・ シ ョ ー ル は 安価 な ジャ ガー ド 織 り の 模 信 ショ ー ル と 競合 で き な く な り 、 十 九 世 紀 の 終 り 頃 
に は 消 減 し て し まい まし た 。 TORARIN, PRO A= (kan) 織 パ シュ ミナ ショ ー ル が 織 ら 
れ て いま す が 、 生 産 は 僅か で す 。 

上 質 の カシ ミー ル ・ シ ョ ー ル は パ ペ パシュミナ (pashmina pashm ペル シャ 語 で 羊毛 ) と 呼ば れる アジ ア 
産山 羊 (capra hircus) 5 滑ら か で 和 柔らか な 風合い で す 。 野生 の 山羊 が 最上 と され て 
いま す が 、 珍 中 と され る ほど 稀少 で す 。 現在 、 原 料 と な る 山羊 は ラダ ッ ク の チャ ンタ ン 地 方 で 飼育 さ 
ہو‎ 


[EU] 

他 地 域 の 古代 文明 に 見 られ な い 、 イ ンダ ス 文 明 の 独自 性 の ひと つ に 木綿 布 の 使用 が あげ られ ます 。 
古代 より 木綿 に 親しん で きた 民族 が 、 他 の 追随 を 許さ ぬ 優 れ た 綿織物 を 発展 させ て きた の は 当然 の こ 
と BB, 

エー 産地 (アフ リカ 原産 説 も あり ます ) で 、 ア ー リ ア 人 の ガン ジス 河 流域 へ‏ سس سے ا 
の 東進 と 共に 下流 域 へ と 伝 描 きれ て いっ た と 考え られ ます 。 マウ リヤ 王朝 の チャ ンド ラグ プ タ 王 ( 在 位‏ 
AEE: の は イン ド 全 域 で 綿花 の 栽培 が 行なわ れ て いま し た 。『 実 利 論 』 に は ガン ジス 河‏ 
流域 、 マ ハー ナディ 河 流域 、 カ ー ヴ ェ リ ー 河 流域 、 ナ ル マ ダ ー 河 流域 、 ゴ ダグ ダ ヴァリー 河上 流域 が 費 織‏ 
物 の 産地 と し て あげ られ 、 上 質 で ある と 述べ られ て いま す 。『 ジ ャ ー タ カ 」 に は 紀元 前 五 、 六 世紀 、 カ‏ 
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ー シ ー 国 は 絹 織 物 と 同様 、 綿 織物 の 主 な セン ター で あり 、 そ の 繊維 は 細く 柔らか で 、 織 りあ げ ら れ た 
布 は 精巧 で 滑ら か で 、 ま っ 白く 漂 折 きれ て いた と 述べ られ て いま す 。 仏 陀 が 入 減 きれ た 時 に 、 香 油 で 
洗 われ た 亡骸 は 、 カ ー シ ー 産 の 新しい 木綿 布 で 幾重 に も 包ま れ て いた と 伝え られ て いま す 。 (イン ド ・ 
RT VT OR BF) | 

古い 時 代 よ り イ ンド の 綿織物 は 西方 の 諸国 に も た ら さ れ ま し た 。 イ ラク で は イン ダス 文明 圏 の ハラ 
ッ パ か ら 出 土 し た 印章 が 押さ れ た 綿布 の 断片 が 発見 され て いま す 。 紀元 前 1476 年 に 減 亡 し た エジプト 
の 第 十 八 王朝 の 墓 の ミイ ラ を 包ん で いた 布 は 、 イ ンド 産 の モス リン で あっ た と 言わ れ て いま す 。 バ ビ 
ロン で は シン ドゥ (イン ダス 河 ) と 呼ば れ 、 高 く 称 替 さ れ ま し た 。 紀元 一 世紀 頃 の ロー マ と の 交易 に お 
いて も 、 綿 織物 は 重要 な 輸出 品 で あり 、 特 に ガン ジス 河 流域 で 織 ら ちら れ た 、“ 織 られ た 風 " と し て 知ら れ 
て いた 精巧 な を モス リン は 珍重 され 、 ロ ー マ 和 皇帝 は 法 外 な 価 を 払っ て で も 入手 し た い 織 物 で し た 。 

ム ガ ー ル 王朝 時 代 に は 、 ダ ッ カ や ヴァ ラナ シ で 織 ら れ た 最上 質 の 薄 想 の よう な モス リン は 、 ア ブラ 
ワン (abrawan 流れ る 水 )、 シ ャ ー プ ブナ ム (shabnam In), ^37 b^^7 = (bafthawa 織 ら ちら れ た 
空気 ) と いう 優美 な 名 を つけ られ 、 宮 廷 の 独占 品 で あり まし た 。 ジャ ムダ ニ (jamdani 花 の モス リン ) 
は 縫 取 り で 美しい 文様 を 織り 込ん を だ モス リン で 、 金 糸 和 や 銀 糸 、 色 木綿 糸 、. 百 木 綿糸 が 縫 取 り 糸 に 使わ 
れ ま す 。 ジ ャ ムダ ニ 様 式 の モス リン は 織り 出さ れ た 美しい 意匠 か ら 、 古 代 で は チッ トラ ・ ヴ ィ ラ リ 

(chitra virali 絵 モ スリ ン ) や プシ ュ パ ・ ノ パタ (pushpa patta 花 の 布 ) と いう 美しい 名 が 美 せ られ て 
いま し た 。 や は り 、 最 優品 は 王室 の 独占 品 で し た 。 ベ ン ガ ル の 女性 に と っ て 、 高 価 な ジャ ムダ ニ は 結 
婚 式 や 儀式 の 時 に 用 いら れ 、 先 祖 伝来 の 家宝 と し て 大 事 に され まし た 。 

FD IT HASPER. AMD bR LEIT LUT kK, Nu MILE 
方 は 織物 の 供給 地 と し て 急 成 長 し ます 。 イギリス の 主 政 復古 (1660 年 ) 後 、 モ スリ ン の 需要 が 増し 、 種々 
な 品質 の モス リン が 輸出 され まし た 。 そ の ほとん ど は ダッ カ 地 方 で 生産 され た も の で し た 。1779 年 、 
クロ ンプ トン の ミュ ー ル 紡績 機 の 発明 に より 細い 糸 を 紡ぐ こと が 可能 に な り 、 イ ンド の 独占 産業 で あ 
っ た モス リン が イギリス で 織 ら れる よう に な り ま す 。1790 年 代 に な る と 、 ス コッ トラ ンド や ラシン カシ 
ャ ー の 機械 織り モス リン が 市 場 に 出 ま わり ます 。 イ ギリ ス は 1818 年 、 ダ ッ カ の 商館 を 閉鎖 し ます 。 イ 
ギリ ス の 機械 製 綿 織物 は 、 逆 に イン ド の 村落 へ と 浴 透 し て いき ます 。 十 九 世 紀 前 半 (1820~30 年 代 ) に 
は ベン ガル 地方 の 手織 業 は 激減 し 、 ダ ッ カ の 町 の 人 口 は 十 五 万 人 か ら 三 万 な いし 、 四 万 人 に 減少 し た 
と 報告 され て いま す 。 繁栄 し て いた ダッ カ の 町 は 廃れ て いき ます 。 ベンガル 地方 で 栽培 さき れ て いた 、 
ダッ カ ・ モ スリ ン の 原料 と し て の 適性 を も っ た 綿花 の 栽培 も 行なわ れ な く な り ま す 。 

アジ ア 綿 は 繊維 が 太く て 短 か く 、 ダ ッ カ 木綿 も 、2.5 セ ンチ 位 で 長い 方 で は あり ませ ん が 、 繊維 が 非 
常に 細く 、 艶 が あり 、 織 りあ が っ た 布 は し な や か で 弾力 が あり ます 。 繊維 長 が 短 か い アジ ア 綿 は 機械 
紡績 に 合わ な い の で 、 産 業 革命 以降 、 イ ギリ ス は イン ド 綿 の 品質 を 繊維 の 長い アメ リカ ・ ア ッ プ ラン 
ド 綿 へ と 切り 替え て 行き ます 。 機械 で きえ 、 紡 ぐ こ と の で き な か っ た 二 理 番手 か ら 三 百 番 手 と いう 極 
> 細い 糸 を 紡ぎ だ す 卓 絶 し た 技 を も っ た 紡ぎ 手 は 、 歴 史 の 中 に 埋もれ 、 長 い 命 脈 を 保っ て きた 精 級 な 
ダッ カ ・ モ スリ ン は 消 減 し て し まい まし た 。 利 潤 追 求 の 、 大 量 生産 の た め の 品 質 改 良 と は 、 一 体 何だ 
っ だ た の で し ょ うか 。 今 町 で は アッ プラ ンド 博 が 時 滝 を 吉 め て いま す 。 今 と な づ で は むう :ؤ1‎ 1 7 
A toe 

(HO DZ In Quest of Themes and Skills-Asian Textiles; Krishna Riboud Sp. "Traditional Indian Textiles; 
John Gillow & Nicholas Barnard s ‘Masterpieces of Indian Textiles; Rustam J. Mehta r Treasures of Indian 


Textiles;, RRR LZ E No25 一 木綿 品種 の 変遷 」 日 比 MB. {vz OHR et, 参考 ) 
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FF BHR a bea RORO EDL LT. 4 
ンド 染織 の 示す 水準 の 高き は 、 後 期 ヴ グ ヴェー ダ 時 代 に は すでに 「 職 業 的 」" な 社会 構成 が 発達 し て いた イ 
ンド 社会 を 反映 し て いま す 。 特 定 の 共同 体 に 属し 、 特 定 の 職業 を 世襲 し 、 受 け 継 が れ て 発達 し て きた 
手工 業 の な か で も 、 特 に グジャラート の 経 紳 絹 締 の パト ラ (Patola) は 国 の 内 外 で 高い 称 閥 を 与え ら 
れ て きま し た 。 色 と 構図 は 見 事 な 調 和 を みせ 、 造 形 感覚 の 優美 さ は 技法 の 完成 度 の 高 さ に 裏打ち され 、 
Tt A O O) HH ERU Co SEC. 

2 トラ は グジャラート に お いて 富 と 吉祥 の 象徴 で あり 、 上 流 階 級 や 富裕 な 人 々 に より サリ ー(sari) 
や オダ ニ (odhan) と し て 着用 され まし た 。 現 在 で も 、 特 定 の 人 々 に と っ て 伝統 的 な 儀式 に は 欠か せな 
いも の で す 。 結 婚 の 儀式 に お いて は 重要 な 役割 を 果 し 、 花 嫁 は 母方 の 見 弟 か ら 贈 られ た パト ラ を 身 に 
つけ ます 。 花嫁 の みな ら ず 、 し ば し ば 花嫁 、 花 嬉 の 母親 た ちや 近親 の 婦人 たち も 身 に 着け 、 花 嬉 も 肩 
掛 と し て 用 いま す 。 

伝統 的 な パト ラ は 色 、 モ チー フ 共 に きま り が あり 、 象 徴 的 な 意味 合い を も っ て いま し た 。 パ トラ に 
見 られ る 象 、 席 、 山 羊 な どの モチ ー フ は イン ダス 河 流域 の 印章 に み ら れ 、 動 物 崇 拝 を うか が わせ ます 。 
獅子 、 象 は 古代 より 聖 獣 と し て 栄 め られ 、 ハ ー ト 形 を し た 木の葉 文様 (pan bhat パン パート) は 聖樹 
と し て 崇拝 され て きた ピッ パラ 樹 (pipal FREH) O & ch H DLC DAN EDIE BROR 
微 で す 。 パ トラ が 伝統 を 保持 し て きた 背景 と し て 、 装 飾 的 な 側面 だ け で な く 、 そ こ に 象徴 的 な 意味 を 
与え られ 、 翠 性 を あら わす 布 と し て の 崇拝 が あり まし た 。 聖 性 を 具現 し た も の を 織り 込ん だ 布 は 、 聖 
な る も の の 象徴 と し て 崇め られ 、 聖 性 と 俗 性 と の 合 一 を 可能 に する 、 力 を も っ た 布 で は な か っ た だ ろ 
70 EEF 

十 二 世 紀 以 降 、 グ ジャ ラー ト の 文学 作品 に 貴重 な 布 で あっ た こと を 示す 「 パ トラ 」 に つい て の 言及 
され た 記録 が 多く み ら れ る よう で す が 、 具 体 的 な こと は 確定 で きま せん 。 十 六 世 紀 初 め (1500 一 1516 年 
頃 )、 マ ラバ ー ル 海岸 の カナ ノー ル (Cananor、 現 、Cannanore) に 滞在 し て いた バル ボ ザ (ドゥ アル テ ・ バ 
ルポ ザ ) OWES, S7 — (ビル マ ) と マラ ッ カ の 貿易 に つい て 記し 、 イ ンド 方 面 と の ペグ ー に お 
ける 禄 易 に つい て 「 イ スラ ム 教 徒 の 船 が 取引 に や っ て 来 て 、 木 綿 や 絹 の 彩色 し た カン バ ヤ の 織物 を 携 
えて 来る 。 人 々 は それ を ノバ パト ラ Patola と 呼ぶ それ は た だ たいへん な 手間 を か け て 彩色 され て お り 、 当 地 
で は た い へ ん 高価 で ある 。」 ("東方 諸国 記 』 注 解 よ り 引 用 、 カ ン バ ヤ は グジャラート を さす ) と 記さ れ て いま 
す 。 は っ きり と パト ラ 文 様 を 示す 例 の 一 つと し て は 、 吉 代 アー リア の 伝統 を 保持 し て きた 南 イ ンド の 
ケラ ラ の パ ド マ ナ プ アプ ラム 宮殿 の 壁画 が あり ます 。 壁 画 は 宗教 絵画 と し て 描か れ 、 礼 拝 の 対象 で あり ま 
Lh, ( 南 イ ンド に は 、 他 に も 数 例 の 壁画 が あり ます 。) 南 イ ンド で は 、 パ トラ は 主 に 寺院 の 掛 布 や 神像 の 衣 
装 、 お 祭 の 時 の 象 の 背 飾 りな ど に 使わ れ ま し た 。 

イン ド よ り 輸 出さ きれ て いた イン ド ネ シア で は 、 パ トラ は 了 避 性 と 不思議 な カカ を も っ た 布 と し て いろ ん 
な 祭 訪 儀礼 に 欠く こと の で き な い 貴重 な 布 で 、 先 祖 伝来 の 家宝 と し て 大 事 に され まし た 。 支配 階級 の 
人 々 は 儀式 や 舞踊 用 衣装 に 仕立 て て 着用 し 、 そ の 高い 地位 を 誇り まし た 。 ジャ ワ の 宮廷 で は 、 主 に イ 
ンド ネシア 輸出 用 と し て 生産 され た 席 と 象 の 文様 の 布 は 、 パ トラ の 中 で も 最上 級 と きれ 、 神 聖 な 儀式 
SEE HE + 70 2 Ig BOWLS ZEN AT BEA TT (haabdübhat 
チャ プ デ ィ バー ト ) と 呼ば れ て いる 夢 の 花 文様 の アレ ン ヂ され な た 文様 を 禁制 文様 と し 、 一 族 の み だ け が 
T 0 SC ON 和 人 
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dE Eat RI, ZAGAT nbn, KEFE LTEN NELA. 
南海 に 開け た 南 イ ンド と イン ド ネ シア は 古代 より 頻繁 な 交流 が あり 、 イ ンド 人 の 植民 地 が 形成 され 
て いま し た 。 イ ンド ネシア で パト ラ が 今日 で も 揺るぎない 地位 を 得 て い る 背景 に は 、 幾 多 の 歴史 が 秘 
r h F ER L RRRA RONTE To) 

パト ラ は 文様 に 従っ て 経糸 、 緯 糸 を 括り 、 染 め あ げ ら れ 、 括 り を ほど き 、 経 糸 を 張り 、 経 糸 の 文様 
と 緯 衝 の 文様 を きっ ちり と 交差 させ て 、 文 様 を 鮮明 に 織り 出し て 行き ます 。 級 密 を 作業 で 、 根 気 と 手 
間 の か か る 仕事 で す 。 現在 は 、 グ ジャ ラー ト の パタ ン の サル ヴィ (Salvi) 共同 体 の 二 家 族 だ け で 織 ら 
れ て いま す 。 化 学 染料 が 使わ れ て いま す が 、 受 け 継 が れ て きた 伝統 が よく 保持 され て いま す 。 極 度 の 
集中 力 を 要する 経緯 で は な く 、 経 、 緯 どちら か 一 方 を 用 いた パト ラ の 模 僚 晶 が ラー ジコ ッ ト で 織 ら 
れ て いま す が 、 伝 統 的 な きま り 事 か ら 離れ て 、 聖 性 の 象徴 と し て の 布 の 生命 力 は 失わ れ 、 た だ の 美 し 
く デザ イン きれ た 布 と し て 、 サ リー だ け で な く 、 い ろ ん な 製品 へ と 領域 が 広げ られ て いま す 。 


[アン ドラ グ デ デ ン A 

アン ドラ ・ プ ラ デ シ ュ の 州都 、 ハ イデ ラバ ー ド は 十 七 世紀 に は ゴル コン ダ 王 国 の 城下 町 と し て 栄え 、 
十 入 世紀 ょ り 藩 王国 が 解体 (1948 年 ) され る まで 、 藩 王国 と し て 最大 級 の ハイ デラ バー ド 沙 王国 の 都 と 
し て 発展 し ます 。 デ カン 地方 の 中 心 部 に あり 、 東 へ は キス トナ 河 を 下り 、 河 日 の マス リ パ タ ム へ 、 南 
へ は そこ か ら 南 下 し て マドラス 地方 へ 、 西 へ は ビジ ャ プー ル か ら ゴ ア へ 、 北 へ は パイ タン を 中 継 地 と 
し て 北 イ ンド 地方 へ と 通じ る 交易 の 中 心地 で あり まし た 。 現在 、 イ ンド 第 五 の 大 都市 で 、 ハ イデ ラバ 
ー ド 周辺 に は 数 多く の 既 織 の 村落 が 点 在 し て いて 経 織物 の 最大 輸出 地 で す 。 中 心 は ナル ゴン ダ 地 方 の 
dye NU) / ۰ 

技術 は 今世紀 の 初め に チラ ラ の 織 工 に より も た ら さ れ ま し た 。 大 きく 発展 し た の は 和 独立 後 で す 。 織 
工 た ち は パ バド マサ リ (Padmasali) 共同 体 に 属し て いま す 。 プ ッ タ バ パカ で は 最も 複雑 な 経緯 織 が 織 ら れ 
Tog, RU Z, RIIAI FNR ZODARION, XS. Hor 
イン が 生み 出さ れ 、 技 法 、 デ ザイ ン 、 生 産品 目 は 多岐 に わた り 、 市 場 の 需要 を 反映 し た も の と な っ て 
WE 

この 地方 の 紙 の 歴史 を 辿る こと が で きる の は 十 九 世紀 後半 まで と され て いま す 。 グ ント ッ ゥ ル 地 方 の 
チラ ラ が その 中 心地 で 、 テ リア ・ ル マル (Telia rumal tel i) の 産地 と し て 知ら れ て いま し た 。 テ 
リア ・ ル マル は “ 油 の つい た 四角 い 布 " の 意 で 、 ア リザ リン 染色 の 工程 に お いて 油 の 処理 が 必要 で あ 
り 、 そ の 油 の に お い が 布 に 残る こと か ら “FUT” と 名 付け られ まし た 。 TAM CES. HHO ff 
方 が あ り ます 。 赤 、 白 、 黒 の 三 色 の 配色 に より 、 主 に 幾何 学 文 様 で 構成 され ます 。 シ ンプ ブル な テリ ア ・ 
ル マ ル は 、 タ ー バ ン 補 腰 布 と し て 漁師 や 和牛 飼い に 使わ ん た 、 土 地 の 人 々 の 日 常 の 布 で し た 。 テ リア ・ 
サリ ー、 テ リア ・ ド ォ パ バタ も 生産 され まし た 。 洗練 され た 織 物 は 、 ハ イデ ラバ ー ド の 富裕 な 人 々 に 
用 いら れ 、 十 九 世 紀 末 か ら 二 十 世紀 に か け て 、 既 地 の 上 に 刺繍 を 施し た ド ォ パ タ が 流行 し まし た 。 
1920 年 、30 年 代 に アジ ア ・ ル マル と 呼ば れ 、 タ ー バ ン 布 用 と し て 盛ん に ビル マ 、 RIL ERE. 
アラ ブ 、 更 に 東 ア フリ カ に 輸出 され まし た 。 戦 後 は 減少 し て 、 今 日 で は 僅か に 生産 され て いま す 。 


[t 9 mf 

r r "Xj c. 7Y PE 
(Kalinga、 オ リッ サ 州 に あたる 。 北 は マハ ー ナ ディ 河 よ り 南 は ゴ ダ ヴ ァ リ ー 河 の 間 ) に 産 する 綿布 は 上 質 で ある 
と 記さ れ て いま す 。 古く か ら 織 物 の 産地 と し て 知ら れ て いま し た が 、 オ リッ サ 地 方 で は "バン ダー ス “ 
(Bandhas) と 呼ば れ て ぃ る 継 織 が いつ 頃 か ら 行 な われ て いた か は 不明 で す 。 十 九 世 紀 後 期 頃 よ り の 実 
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ACL YAT-N, FIT THE TI RER DIT PN. EZ ~n (Meher) X 
同体 が 技術 を 発展 させ て きま し た 。 一 方 、 カ タッ ク 地 方 の メア パト ナ で は 、 主 に パト ラ (Patra) 共同 
体 に より 、 絹 や 野 詩 の タッ サー 絹 が 織 ら れ て いま し た 。 両 地域 、 各 々 に 独自 な 様式 を 発展 させ て き 
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まし た が 、 今 日 で は 素材 、 技 法 、 文 様 、 あ ら ゆ る 点 で 領域 が な く な り 、 双 方 に 入り 混じっ て いま す 。 

AYY OB E E EE CC. HAN DNA N KE 
(SHEED REID SUD CTD, REL RB EMD = ODED On o m بل تا‎ LTH SH 
ン バ ル プール 地 方 の サク タバ パー ル (Saktapar、 サ イコ ロ 遊 び の チョ ウパ ー ル (chaupar) の 方 言 。 格 子 状 に 区 切 
られ た 十字 型 の ゲー ム 布 の 上 で 遊ぶ 。 格 子 状 の 文様 か ら 名 付け られ る 。) EIHINZFN) = DH ET. X, PEE 
に 経 浮 織 や 緯 浮 織 が 施 き れ て いて 、 オ リッ サ 地 方 の 特色 を 示し て いま す 。 

ヌ ア バト ナ で は “727” (Pheta 小さ な ター バン ) と 呼ば れ て いる 紅 布 が あり 、『 ギ ー タ ・ ゴ ー ザ ヴィ 
ンダ 」(『Gita Govinda』 和 牛 飼 い の 歌 、12 世 紀 、 ジ ャ ヤ デ ー ヴ ァ 著 ) の 詩 和食 より 、 神 々 を 替え る 一 節 が デー ヴ 
„CCC ی لا‎ € eG دا‎ E اا کس ورو ی از > ت اک رلا ع ا کے ا ر ا‎ 
(Jagannath) 寺院 の 三 神像 、 ジ ャ ガン ナー タ 神 (Jagannatha)、 バ ラバ ドラ 神 (Balabhadra), A^* 
ドラ ー 女 神 (Subhadra) の 衣装 と し て 、 又 、 法 衣 と し て 奉納 され まし た 。 今 日 で も 織 ら れ て いて 、 古 
く は 絹 や タッ サー 絹 が 使用 きれ て いま し た が 、 木 綿 も 使用 きれ る よう に な り 、 伝 統 的 に パト ラ 共 同体 
の 織 工 た ち に よっ て 織 ら ちら れ て いま す 。 

サン バル プー ル 、 ソ ネプ ブー ル 地 域 で 織 ら れ て いる タイ プ の 木綿 の サリ ー の パラ ー ブ プ (pallav エン 
ド ・ ポ ボー ダー 部 分 ) と サイ ド ・ ボ ー ダ ー に は 象 、 獅 子 、 孔 雀 、 魚 、 夢 の 花 、 な どの 象形 文様 が 織り 込ま 
れ 、 伝 統 的 に 決め られ た 様式 が あり まし た 。 を その 文様 表現 は 社会 生活 の 伝統 、 文 化 や 宗教 に 深く 根 づ 
いた も の で し た 。 装飾 的 な 側面 だ な け で な く 、 象 徴 的 な 意味 を も っ た 布 は 精神 的 な も の に まで 高め られ 、 
均整 の と れ た 美しき が あり まし た が 、 そ の 意味 を 知る 人 も 少な く て なり まし た 。“ 新 し い 何 か "を 常に 追 
い 続 ける “市 場 の 需要 " は 、 精 神 生活 と 切り 離せ な いも の と し て 存在 し て いた 伝統 的 な 布 を 、 め まぐ 
る し い 時 代 の 移り 変り の な か で 失わ せ て し まう の で し ょ うか 。( 十 七 、 入 世紀 、 オ ラン ダ 船 や イギリス 船 に よ 
り 日 本 に 表 載 され て きた 裂 の 中 で 、 日 本 で は “格天井 "~ と 呼ば れ て いる タイ プ の 木綿 裂 断 片 一 彦根 藩 井伊 家伝 来 裂 、 現 、 
東京 国立 博物 館 一 が あり ます 。 AMIR ORB BHEO Lic, 更に 防 染 と 媒 染 に よる 手 描 染 が 施さ きれ て いま す 。 染料 は 藍 と 
B (又は チャ イ ) が 用 いら れ て いま す 。 ゴ ルコ ンダ 地方 は 良質 の チャ イ の 産地 で あり 、 又 、 藍 の 産地 で も あり まし た 。 十 
九 世紀 後半 の チラ ラ の 絆 や オリ ッ サ の 織 と 、 そ の 舶 載 裂 と を 結び つけ て 考え 得る 道筋 は あり ませ ん が 、 藍 と 茜 の 色 使 い 、 
木綿 経緯 絆 の 技法 、 手 描 染 の 伝統 、 十 七 、 八 世紀 に 織 織物 と 思わ れる 布 が コロ マン デー ル 海 岸 よ り 輸出 され て いた こと な 
どか ら 、『 イ ンド の 伝統 楽 織 』」 で も 指摘 され て いる よう に 、 ア ンド ラ ・ プ ラ デ シ ュ や オリ ッ サ の 紅 の 歴史 を 遡る 手がかり 
を 秘め て いる 断片 の よう に 思わ れ ま す 。) 


[マシ ュ ル ー] 

マシ ュ ル ー (Mashru) は イス ラム 社会 の 伝統 を 反映 し た 織物 で す 。 十 三世 紀 初 頭 、 ム スリ ム は 北 イ 
ンド を 征服 し 、 イ ンド 最初 の ムスリム 王朝 が 成立 し ます 。 代 々 の 王 (サル タン ) は デリ ー に 都 を 置い 
た の で 、 ム ガー ル 朝 の 成立 まで の 時 代 を デリ ー・ サ ル タ ネ イト の 時 代 と 呼び ます 。 その頃 に 発達 し た 
織物 と 言わ れ て いま す 。 

マシ ュ ル ー は 経糸 に 絹 、 緯 糸 に 木綿 を 用 いる 交 織 の 織物 で す 。 繕 子 織 の 技法 を 用 いる の で 布 の 表面 
は 経糸 の 絹 で 嗜 われ 、 紳 糸 の 木綿 が 裏面 に 出 ま す 。 滑ら か で 光沢 が あり 、 絹 織物 の よう な 表情 を 見 せ 
ます 。 マ シュ ルー は 「 許 され た 」 と いう 意味 を も ち (ミス ル と いう 表現 も 使わ れ て いま す 。misru は サン スク リ 
ッ ト 語 で 混ぜ られ た の 意 ) 、 イ スラ ム の 伝統 に より 、 絹 の 衣装 を 肌 の 上 に 直接 身 に つけ る こと を 禁じ られ て 
いた だ 正統 ムスリム の 男性 に 、 許 され て いた 織物 で す 。 ム スリ ム 以 外 の 人 々 の 間 で も 用 いら れ ま し た 。 

MARLEE DSEA CT. REPRO RBH LC DAET KV. N KLE HL THES. PLR 
糸 の ずら し 技法 に よっ て 生じ る 山形 文様 (KBR) で 構成 され ます 。 マ シュ ルー の な か で 、 水 平 に 連続 
し た 細か い 山 形 文様 を 織り 出し た カー ンジ ャ リ (khanjari NH) K と 呼ば れる 織 は 、 織 巾 に 対し て 山 
形 が より 多く 、 鮮 明 な ほど 上 質 と され ま し た 。 カ ー ン ジャ リ に は 絹 の み で 織 ら れ た 薄手 の も の が あり 、 
%%% d E 
TE een TR 722297, FTIR 7 | 人 個 め で て いま す 。 グ ジ ヤ ャ ラー 
ト (カッ チ や サウ ラス トラ 地方 ) の 部 族 社会 の 女性 た ち は 、 以 前 は 、 刺 繍 を 施し て いた カン チャ リ (kanchali 
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袖 付 の 胸 衣 ) や チョ ー リ (choli e ا ن 4 ا‎ 
タン 、 ス ラー ト 、 マ ンド ヴィ 、 ウ ッ タ ル ・ プ ラ デ シ ュ の アジ ャ ムカ ー ル (G 隊 れれ で くい ます 。 7۳ 
人 絹 が 使わ れ 、 給 文様 が 主 で す 。 

か つて は 、 ム ガー ル 朝 時 代 、 デ リー と 首都 機能 を 二分 し て いた アグ ラ 定 地方 ム が ガー ル と し て 力 の あ 
っ た アー メダ バー ド 、 古 代 よ り 絹 織物 の 中 心地 で あり ムスリム の 織 工 が 数 多く 居住 し た ヴァ ラナ シ 、 
ム ガ ー ル より 独立 し た ムスリム 王朝 の ハイ デラ バー ド 、 ヒ ンド ゥ 王国 だ が ムスリム の 影響 を 受け た 南 
1 NL ا ا ا ا‎ GU 
FLL, HRA S TA RH-A > = 1ط کا ط‎ D TK N AMI 
絵画 に は よく 出 て きま す が 、1635 年 に 描か れ た 、 孔 雀 の 玉座 に 上 中 る シャ ー・ ジ ャ ハン の 肖像 に は モス 
リン の ジャ ー マ (ama RK) OO Fl, Së Sk, HEDD U ve (pyjama ズポン ) が 描か れ て いま 
す 。 そ の 締 文 様 は マシ ュ ル ー の 早い 時 代 の 例 を 示し て いる と 思わ れ ま す 。 ハ イデ ラバ ー ト の 絵画 や 、 
チャ ン バ と 隣接 する バ ソ リ 、 ク ル の 絵画 に も よく 見 られ ます 。 

(BODE, "ir Fast, T x -ظر‎ F "In Quest of Themes and Skills-Asian Textiles, Masterpieces 


of Indian Textiless:、『 イ ンド の 伝統 染織 』 参 考 ) 
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[絞り の は じ ま り ] 

西 イ ンド や 北 イ ンド で は 絞り 染 は バン ダニ (Bandhani サン スク リッ ト 語 で “括る " を 意味 する bandhna、 
bandha よ り ) と 呼ば れ て いま す 。 又 、 斑 点 の 絞り 染 文 様 か ら チ ュ ナ リ (Chunari) と いう 語 も 広く 用 い 
られ て いま す 。 

イン ド で 絞り 染 が いつ 頃 か ら 行 な われ て いた か は 不明 で す 。 古く は 七 世紀 、 宮 廷 詩 人 の バー ナ が 著 
し た ハル シャ 王 (在 位 606 一 648 年 ) の 伝記 、『 ハ ル シ ャ ・ チ ャ リタ 』(『Harsha charitas) EAN NU 
つい て の 言及 が あり ます 。 同じ 頃 の アジ ャ ンタ の 壁画 に は 、 踊 り 子 や や 侍女 の 胸 衣 、 上 衣 に 絞り 染 と 思 
われ る 文様 が 描か れ て に いま す 。 中 世代 に は 、 フ ォ ス ター ト で 発掘 きれ た 染織 裂 の 中 か ら 、 防 梁 捧 染 の 
技法 を 用 いて 絞り の 文様 を 模 信 し た 断片 が 出 て いま す 。 イ ンド に 残存 する 絞り 染 布 の 実例 と し て 、 
Tie-dyed Textiles of Indias ("The Home markets Rosemary Grill 著 ) に は 、 ジ ャ イナ 教 経典 カ ル バ パス 
ー ト ラ の 写本 の ペー ジ の 間 に 、 貴 重 な 絵 を 保護 する た め 挟 まれ て いた 絹 布 の 断片 が 発見 され 、 そ の 中 
に 、 精 巧 な 絹 地 に バン ダニ の 痕跡 を 残す 布 が で て きた こと が あげ られ 、 絵 は 十 五 世紀 に 描か れ た も の 
だ が 、 断 片 が 同時 代 の も の で ある か どう か は 不明 で ある と 但 書 を つけ て 、 十 五 世紀 、 又 は それ 以降 の 、 
早い 時 期 の 例 と し て 示さ れ て いま す 。 


[グジャラート ] 

絞り 染 産業 は ヒン ドッ 教徒 及び イス ラム 教徒 の カト リ (Khatri) 共同 体 に より 、 古 く よ り 独占 され 
て きま し た 。 彼ら は 、 又 、 織 や や 木版 捧 要 染 に も 従事 し て きま し た 。 ヒ ンド ッ ゥ 教徒 の カト リ は 、 十 五 世 
紀 に パン ジャ プ ブ か ら グ ジャ ラー ト へ 来 た と 彼ら の 部 族 の 歴史 は 伝え を ます 。 一 方 、 イ スラ ム 教 徒 の カト 
リ は カッ チ の いた る 所 に 住ん を で いま す が 、 シ ンド か ら 移 住 し て きた と 語り 伝え られ て いま す 。 

ガル チョ ル (gharcholu 家 着 ) と いう 絞り 蜂 の タ イプ は 、 グ ジャ ラー ト の ヒン ドッ 教徒 の 花嫁 の 伝 
統 的 な 結婚 式 の 被 衣 で す 。 格 子 状 に 金糸 が 織り 込ま れ た 木綿 地 の 、 各 々 区 切ら れ た 四角 い 地 の 中 に 、 
幾何 学 文 と 踊る 女性 、 象 、 孔 雀 な どの モチ ー フ が 組み 合せ られ て 、 曰 、 贅 、 緑 の 一 目 絞り で 文様 が 絞 
られ ます 。 地 は 常に 、 吉 祥 の 色 の 赤い 色 に 染め あげ られ ます 。 が ガル チョ ル は 結婚 に さい し て 、 夫 な る 
人 か ら 花 嫁 に 贈ら れ ま す 。 

カッ チ 地 方 で 作ら れる 、 イ スラ ム 教 徒 の カト リ 共 同体 の 女性 が 結婚 式 に 用 いる 絹 地 の 被 衣 や ル マ ル 
が あり ます 。 被 衣 は ほぼ 四角 形 で 、 被 衣 の 中 心 部 分 の 四角 形 の 中 心 に 大 き な 円 形 文様 、 そ の 周り の 四 
隅 に 少し 小さ め の 円 形 文様 が 配 さ れ て いま す 。 黒く 染め られ た 地 に 、 赤 で 染め 出さ れる 中 心 の 円 形 文 
様 か ら 、 チ ャ ンド ロカ ー ニ (chandrokhani 月 の よう な ) と 名 づけ られ て いま す 。 四角 形 の 地 や 縁 は 幾 
何 学 文 様 が 施さ れん て いま す 。 

サウ ラス トラ 地方 の ジャ ム ナ ガー ル の 水 は 赤 い 色 を 染め る の に 最も 良い 水 と され 、 染 色 は 主 に ここ 
で 行なわ れ て いま す 。 絞り の 手 作 業 は 、 カ ッ チ な どの 村落 の 女性 た ち に よっ て 、 低 い 賃 金 で 行わ れ て 
pr. 

2 p! oK, , 7—73» 
Bo AUTUMN COLL (0 N Ne) 
に な り ま し た が 、 絞 り の 技術 は 基本 的 に は 何ら 昔 と 変わ る こと な く 、 今 日 も 行なわ れ て いま す 。 6 
され た 薄手 の 絹 や 木綿 の 布地 (厚手 木綿 や 毛 を 除く ) は 、 数 回 折り 畳 ま れ て 下 描 き の 文 様 が 描か れ ま す 。 
ある い は 木版 で 捧 印 され ます 。 下 描き に は オー カー (orcher HL) . と 水 を 混ぜ て つく っ た だ た ゲル (geru) 
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X. MHEKRERFEHUETIEATRLDZEEHLET. THE? TEL zz AZ, ATOE 
の 長く の ば し 和 失 ら せ た 爪 (又は 、 先 の 失っ た メタ ル の 爪 を つけ ます ) で 、 布 の 下 か ら 、 凸 方 に 押し 上 げ 、 そ 
の 先 を 木綿 糸 で し っ か り と 括り 、 染 液 に 浸し ます 。 こ の 工程 を 数 回 繰り 返し 、 文 様 を 完成 させ ます 。 
明る い 色 か ら 濃 い 色 へ と 菜 め 重ね て いき ます 。 絞 り 染 布 は 、 し ば し ば 和 糸 括 り を し た まま の 状態 で 売ら 
れ ま す 。 こ れ は プリ ント で は な く 、 絞 り を 施し た 布 だ と いう 証拠 と な り 、 客 の 目 の 前 で 布 は 引っ 張ら 
れ 、 括 り 目 が は ほどけ て 行き 、 文 様 が あら われ ます 。 絹 の 絞り 染 布 は 括り 糸 を ほど いて 、 プ レス し て 売 
られ て いま す 。 


[ラジ ャ スタ ン ] 

ラジ ャ スタ ン を 北 か ら 南 へ 斜め に 横切る アー ラー ワリ ー 丘 陵 の 西側 は 、 タ ー ル 砂漠 へ と 続く 乾い た 
大 地 で す 。 茂 し い 自然 環境 の 砂漠 地帯 に 住む 人 々 は 、 日輪 を 形 ど っ た よう な 文様 を 赤 と 黄 の 色 で 染め 
あげ 、 身 に つけ ます 。 太陽 神 ス ー リ ヤ の 子 係 を 名 告 る 人 々 の 住ま う ラ ー ジ プ ト の 大 地 は 、 極 彩色 に 糧 
めい て いま す 。 

絞り 染 を 行なっ て いる 将 が あちこち に 京 在 し 、 ジ ャ イプ ブー ル 、 ビ カネ ー ル 、 シ ー カ ー ル 、 ジ ョ ドブ 
ー ル 、 バ パル メー ル 、 ナ タ ド ワラ な ど が 圭 要 女 セ ンタ ー で す 。 ジャイ ブール ぐ で は 、 ム ガー ル 朝 @ 彫 用 の 
も と で 非常 に 洗練 され た 絞り 布 が 作ら れ て いま し た 。 王 族 に 特に 好ま れ た 絞り 染 と し て 、 バ ンダ ニ と 
は 異な る 技術 で 染め られ る ラ ハ リ ア (Lahariya lahara 波 の 意 ) が あり まし た 。 斜 縮 文 様 を 形 づ く る 
の に 、 布 の 一 方 の 端 か ら 斜 め に 巻き 上 げ ら れ 紐 状 に し 、 防 染 し た い 部 分 を し っ か り と 木綿 糸 で 括っ て 
染め ます 。 多 彩色 の 場合 は 、 括 っ た 糸 を ほど いて 新しい 色 を 染め ます 。 BOR - N NE. 
AH) Ne ERE S Nef AA R . FU. HAD = d fal L ND C 
か れ 、 括 っ て 染め あげ られ る と 格子 文様 が 出 て きま す 。 部 分 的 に 浸し 染 を し た り 、 手 彩色 を 加え た り 、 
抜染 を 用 いた り も し ます 。 小さ な 格子 文様 を 生じ る と ころ か ら モ トッ ラ (Mothara moth レン ズ 豆 の 
意 ) と 言わ れ て いま す 。 ジグザグ の 山形 文様 は 布地 に 誤 を つけ て 畳み ます (通常 皿 回 )。 ラ ハリ ア や モト 
ゥ ッ ラ に 使わ れる 布地 は 、 薄 手 の 精巧 な モス リン が 用 いら れ 、 タ ー バ ン や 被 衣 に な り ま し た 。 N NO 
上 に 、 更 に 金 や 銀 の 湾 押 し を 加え た り も し て 、 優 美 さ を 高め て いま す 。 非 常に 複雑 な 技術 は 、 今 で は 
どの よう に し で 編 染 に され た も の が 知り よう が あり ませ ぜん 。 ラ ハリ ア は ジャ イブ ー ル ジョ ドブ プー 
Ie, THAT HW, PO ETI SE CGR BIC ETF, rh A MS 上 
Ra, Pa V7 اا‎ Vy ری‎ Ce A, Pee ees り Ss 
布 が 作ら れ て いま し た 。 十 九 世紀 後半 4 FY ARUBEMUCZ U y Oil RH D) Nel HICR 
れ 、 よ り 素 晴 し い 仕事 を する こと に 誇り と 信念 を 持ち 、 慎 し く 生 き て きた 職人 た ちの 明日 へ の 希望 を 
と ざし て し まい まし た 。 伝統 の 中 で 培 わ れ て きた 洗練 され た 感性 、 そ れ を 支え る 確か を 技術 は 失わ れ 
で し まい NM 
Dr パ バザー ル に は 鞭 や か な 色とりどり の 
布 が 山積 みな され て いま す 。 昔 の 絞り 染 布 と 比 ぶ べく くも あり ませ ん が 、 独立 し て 五 十 年 、 忍 耐 強 い 努 力 
な し に は 得る こと の で き な い 繁栄 ど と 思い ます 。 

(< 絞 > の 項 、『Tie-qdyed Textiles of India; Veronica Murphy & Rosemary Grill T1 = H Ke, "Traditional 


Indian Textiles), ‘Masterpieces of Indian Textiles』、 参 考 ) 
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く 刺 繍 > 


[刺繍 の は じ ま り ] 

地域 や 部 族 の 特徴 を くっ きり と 見 せる イン ド の 刺繍 の 種類 の 豊か さ 、 完 成 度 の 高 さ は 、 古 く よ り 刺 
繕 が 行わ れん て きた こと を 物語 っ て いま す 。 モ ヘン ジョ ダ ロ よ り 出 土 し た 青 鋼 製 の 針 は 、 当 時 の 人 々 が 
無 縫製 の 衣服 を 身 に つけ て いた こと か ら 、 美 し い 装 飾 を 施す た め に 用 いら れ た と 推定 され て いま す 。 
同じ 遺跡 出土 の 凍 石 製 男性 胸像 が 身 に 纏っ て いる 衣 に は 三 葉 文様 が あり 、 そ の 浮 彫 の 文様 表現 は 刺繍 
を 思わ せる こと が 指摘 され て いま す 。 刺 繍 に 関す る 補助 的 な 資料 に は 、 ヴ ェ ー ダ 文献 、 仏教 経典 、 文 
学 作品 、 イ ンド を 訪れ た 人 々 の 見 聞 記 、 彫 刻 、 壁 画 、 絵 画 な ど が あり ます 。 イ ンド に お ける 実例 の 最 
も 早い 時 代 の も の と し て 、 十 五 、 十 六 世 紀 、 グ ジャ ラー ト で 製作 され た ジャ イナ 教 の パネ ル が あり ま 
す 。 赤 い 木 綿 地 に 絹糸 と 神聖 と きれ て いる クシ ャ (kusha) 草 で 女神 像 が 刺繍 され て いま す 。 


[ ム が ガー ル 様 式 ] 
F X. #2 LAORE o RCAZ— ILAE Ù Lk. BERD 
工房 で 、 組 や 金 、 銀 糸 を 散 沢 に 使っ た 洗練 され た 装飾 性 の 頂点 を 示す 、 華 豚 な ム ガ ー ル 様式 の 刺繍 が 
作ら れ て いま し た 。 弥 色 の 絹 べ ベル ベッ ト で 全体 が 費 い 尽く され 、 天 井 や 壁 、 調 度 品 に は 花弁 文様 が 金 
系 で 全面 に 刺繍 る され て いる “移動 する 宮殿 " の 遺 例 が あり ます 。 オ ー ラ ン ガ ゼ ブ の 死後 、 ム ガー ル 朝 
に 衰え の 上 兆 が 見 え 始め る と 、 宮 廷 文化 も 下降 へ 向かい 、 十 八 世紀 後期 に は 、 初 期 ム ガー ル 様 式 の よう 
な 胡 沢 な 刺繍 は 作ら れ な く な っ て いき ます が 、 洗 練 さ れ た 美 し さ は 十 九 世 紀 末 頃 ま で 維持 され まし た 。 
掛 布 、 天 善 、 敷 布 に 施さ きれ た 刺繍 は 豪華 を 誇っ て いま す が 、 和 飾 帯 や 服地 用 と し て グジャラート や ラジ 
F ھا کا‎ A AT FL Fam Yt AF YF. ATACAT 
ッ チ を 用 いて 、 小 花 文 様 が 散ら され た 刺繍 は と て も 優美 で す 。 


[フル カリ ] 

„%%% . Pf ß . . € En 
が 、 各 々 の 家庭 で 、 婦 人 の 手 に より 家族 の た め に 作ら れ て いま し た 。 主 に 被 衣 に 、 又 、 衣 装 や 掛 布 に 
も 刺さ れ ま し た 。 超 源 は わか っ て いま せん が 、 イ ンド 北西 部 に 住む 農耕 カー スト (ジャ ー テ ィ jati Æ 
%% — Pie (Jat) i. b> TER ら 牧 とめ 言 われ て いま す 。 

フル カリ (Phulkari が zz/ は 花 、&g7 は 仕事 、 花 の 刺繍 の 意 ) に は 二 つ の スタ イル が あり ます 。 日常 の 生 
活 で 用 いら れる も の と 、 結 婚 式 な どの 儀式 の 時 に 用 いら れる も の で す 。 フ ルカ リ の 特別 を タイ プ の バ 
ー グ (Bagh 廃 の 意 ) は 、 特 に 結婚 式 の た め に 作ら れ ま す 。 赤ん坊 が 生ま れる と 日 を 置か ず し て 、 祖 母 
は 吉日 を 選ん で バー グ を 刺し 始め ます 。 赤ん坊 が 女の子 な ら 母 方 の 祖母 に より 、 や が て 迎え る 孫娘 の 
結婚 式 の た め に 、 男 の 子 な ら 父 方 の 祖母 の 手 で 、 孫 息子 の 花嫁 に な る 人 の た め に 、 長 い 年 月 を か け て 、 
一 針 一 針 に 愛情 を こめ て 、 刺 きれ て いき ます 。 了 母方 の 祖母 に よっ て 作ら れる 被 衣 は 、 表 裏 両面 に 文様 
が あら われ る ダブ ル ダ ー ニ ング ・ ス テッ チ で 、 地 布 が 見 えな いく らい 全面 に 刺さ れ ま す 。 赤 い 地 布 に 
黄金 色 の 刺し 糸 が 使わ れ ま す 。 バ ー グ は 結婚 の 後に は 、 祭 の 時 や 儀式 の 時 に 用 い 、 家 宝 と し て 大 事 に 
細 られ で いき まじ た 。 

パン ジャ ブ の 西部 と 東部 で は 文様 が 異な り 、 西 部 で は 幾何 学 文 で 構成 され ます が 、 東 部 で は 花 、 動 
物 、 鳥 、 人 物 、 建 物 、 宝 石 な ど 日 々 の 生活 に お いて 親しみ の ある 対象 物 や 大 事 な 物 が 、 単 純 な 形 で 大 
胆 に 、 生 き 生 き と 表 現さ きれ て いま す 。 (汽車 を どの 時 代 を 反映 し た 文様 も 取り 入れ られ て いま し た 。) 
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地 布 に は 厚手 の 手織 木綿 カダール (khaddar) が 使わ れ 、 布 の 裏側 か ら 文様 に そっ て 地 布 の 目 を 数 え 
て 、 系 を 一 本 一 本 拘 い な が ら ダ ー ニ ング ・ ス テッ チ で 刺し て いき ます 。 尊 何 文 構成 の 場合 、 モ チー フ 
の 中 で 針 の 運び は 同一 方 向 で は な く 、 水 平 と 垂直 方 向 が 組合 わ さ きれ て いて 、 光 が 当る と 陰影 を 生じ 、 
輝く 布 に な り ま す 。 刺 し 糸 に は 換 り の か か っ て いな い 真 綿糸 が 使わ れ ま す 。 EAE, WEE Ar 
ンチ ヂ 色 、 深 紅色 そし て 緑色 で す 。 地 布 の 色 は 白 、 黒 、 赤 、 藍 色 で す 。 西 パン ジャ プ の ハ ザ ラ 地区 の フ 
ルカ リ は 地 布 に 良質 の 木綿 ハル ワン (halwan) が 使わ れ 、 と て も 複雑 な 文様 が 巧み な 技術 で 刺さ きれ て い 
dus 

自家 用 に の み 作 られ て いた フル カリ は 、 商 品 と し て も 作ら れる よう に な り 、 今 日 で は 、 手 間 を か け 
F ZN a USE SE CEC CULE. A ES E LS 
日 常用 に 用 いら れ て いた 布 の こと を 呼ん た で いま し た が 、 今 日 で は バー グ も フル カリ も 区 別 な く 、 フ ル 
み カリ と 呼 多 で ます 。 


[チャ ン バ ・ ル マル ] 

西 ヒ マラ ヤ の 丘陵 地 (ヒマ チャ ル ・ プ ラ デ シ ュ 州 ) で は 十 八 世紀 後半 か ら 二 十 世紀 初 頃 ま で 、 詩 情 を 
た た えた だ 、 絵 画 の よう な 刺繍 が 作ら れ て いま し た 。 優美 な ル マ ル が 、 パ ル ダ ー (parda カー テン の 意 ) 
制度 に より 半 隔 離 生 活 を 送っ て いた 宮廷 の 女性 達 の 手 で 作ら れ 、 大 胆 で 土着 的 な 雰囲気 の も の が 土地 
の 女性 た ちの 手 で 刺さ きれ て いま し た 。 そ の 中 心地 と し て チャ ン バ は 有名 で 、 一 般 に チャ ン バ ・ ル マル 
(Chamba rumal) と 呼ば れ て いま す 。 初 期 の 頃 の 、 残 され て いる ル マ ル の 多く は 、 宮 延 の 女性 た ち 
の 手 に な る も の で す 。 そ の 当時 、 チ ャ ン バ 、 バ ソリ 、 カ ング ラ 、 グ レー ル 、 そ の 他 の 丘陵 地帯 で 描か 
れ て いた 詩情 豊か な ミニ ア チ ュ ー ル 絵画 を 反映 し た も の と いわ れ て いま す 。 実際 、 初 期 の 頃 の 、 構 図 
の し っ か り し た ル マ ル は 、 下 絵 が 宮廷 付 の 画家 に より 描か れ て いま し た 。 テ ー マ 、 構 図 、 色 使い な ど 、 
絵 を そっ くり その まま に 、 針 と 糸 と で 布 の 上 に 置き 換え た よう な 刺繍 で す 。(『Indian Embroideries』 Irwin 
& Hall 著 に は 、 チ ャ ン パ 刺繍 は パ ハ リ ・ ミ ニア チュ ー ル 絵画 を 反映 し て いる が 、 直 接 的 な 源 は チャ ン バ 宮 殿 の 宮廷 の 女 
性 た ち が 住 まっ て いた ラン グ ・ マ ハー ル の 壁画 に ある と 指摘 され て いま す 。) 

技法 と し て は 、 ラ ン ニ ング ・ ス テッ テ で 文様 の 輪郭 線 を 刺し 、 文 様 の 地 を 布 の 裏面 に も 表 と 同じ よ ょ 
うに 文様 が あら われ る ダブ ル ダ ー ニ ング ・ ス テッ チ で 埋め て いき ます 。 素 晴 し い ル マル は 表 要 両面 が 
まっ た く 区 別 が つけ 上 難い ほど 、 細 か い ス テッ チ で 精巧 に 刺さ きれ て いま す 。 地 布 は パン ジャ プ 地 方 で 織 
られ て いた 手 紡 ぎ 手 織り の 上 質 の 木綿 モス リン が 使わ れ て いま す 。 二 十 世紀 初 頃 ま で 刺繍 が 行わ れ て 
いま し た が 、 そ の 頃 の 地 布 に は 機械 織り の 上 質 木 綿 が 使わ れ て いま す 。 刺 繍 糸 に は 換 り の な い 真 綿糸 
が 使わ れ て いま す 。 技 術 に は パン ジャ プ ブ の 影響 が み ら れ ます 。 

テー マ に は クリ シュ ナ (ツィ シュ ヌ 神 の 権化 )^ を 主人 公 に 繰り 広げ られ る 愛 や 結婚 の 物語 、「 ク リ シ ュ 
T:9—249095B03) 1a) 25200990 [7 5 TU NIE 7 リ ジ ナ が ゴビ ピー (Geop E 
り 輪 に な っ て 踊っ て いる ラサ マン ダラ (Rasamandala) は 最も 好ま れ た テー マ で し だ た 。 その 他 に も 、 世 
俗 的 な 男女 の 愛 に 置き 換 を られ て 描か れ た ナー ヤ カ (ヒー ロー) と ナー イカ (ヒロ イン ) DENE, IF 
) の 場面 、 結 婚 式 の 場面 な ど が あり ます 。 

ル マ ル は 正方 形 、 又 は 長方形 の 布 で 、 神 々 へ の 供物 や 結婚 式 な どの 贈物 の 上 に 症 う 布 と し て 使用 さ 
れ ま し た 。 又 、 ル マル だ け で な く 、 室 内 装飾 布 、 衣 服 、“ 寺 院 の 掛 布 に も 刺繍 が 施さ れ ま し た 。 


[カシ ミー ル ] 

イン ド か ら ヨ ー ロ ッ パ に も た ら さ れ た 織り の カシ ミー ル ・ シ ョ ー ル は 、 十 狼 世 紀 後 半 か ら 十 九 世 紀 
に か け て 、 富 裕 な 人 々 の 人 気 を 博 し 、 盛 ん に 輸出 が 行わ れ て いま し た 。 

十 九 世紀 初頭 、 手 間 と 労 任 の か か る 高価 な 織り の カシ ミー ル ・ シ ョ ー ル の 代用 と し て 、 刺 繍 に よる 
FF E Ml CM CP EL 
ぎ 合 わせ て 一 枚 の 布 に 仕立 て た り 、 ボ ー ダ ー の 装飾 を 刺し た りす る 二 次 的 な 役割 し か 折っ て いな か っ 
た 刺 貫 が 、 カ シミ ー ル 刺繍 と し て 独立 し て 行き ます 。 初 めか ら 商 品 と し て 作ら れ 、 上 刺繍 職人 (男性 ) の 
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ー ニ ング ・ ス テッ チ が 使わ れる こと も あり ます 。 チ ェ ー ン ・ ス テッ チ は 後期 の 、 あ まり 上 質 で な いも 
の に 使わ れ て いま す 。 


[キャ ン ベ イ 様式 ] 

グジャラート の 刺繍 の 素 晴 し さき は 早い 時 代 か ら 世界 に 知ら れ て いて 、1600 年 、 イ ギリ ス は 東 イ ンド 
会 社 を 設立 し 、 ス ラー ト に 商館 を 置く と 、 ヨ コー ロッパ で すでに 評価 が 高かっ た グジャラート の 刺繍 布 
を 盛ん に 輸出 し まし た 。 有 自 木綿 地 に 絹糸 で 、 チ ェ ー ン ・ ス テッ チ の 技法 を 用 いて 、 細 か い ス テッ チ で 
丹念 に 刺さ れ た 、 洗 練 さ れ た 華 肌 な 色 使 い の 刺繍 布 ( キ を ャ ン ベ イ ・ ス タイ ル ) は ヨー ロッ パ の 人 々 の 
称賛 を あび 、 掛 布 、 天 蓋 、 ベ ッ ド ・ カ バー に と 用 いら れ ま し た 。 キ ャ ン ベ イ が その 中 心地 で 、 パ タン 
や その 他 の 地域 で も 作ら れ ま し た 。 十 七 世紀 末 頃 に は 輸出 は 減少 し ます 。 十 九 世 紀 末 頃 ま で 製作 され 
THETA BORO LI CAB SIA) EVA, 

同一 デザ イン を 使用 し た 二 枚 の 掛 布 が 残っ て いま す 。 一 枚 は キャ ン ベ イ ・ ス タイ ル の 刺繍 が 施さ れ 、 
db HNA XS GE CM CVD FH wind, T4 
頃 か ら 十 八 世紀 初 頃 に 、 ヨ ー ロ ッ パ 市 場 に 向け て 作ら れ た も の で す 。 文様 は 、 下 方 に 中 国 風 岩山 が 描 
か れ 、 岩 の 間 に は 人 や 動物 が 配 さ れ て いま す 。 そ の 岩山 か ら は 花 を つけ た 樹 が 曲がり くね っ て 伸び て 
行き 、 花 樹 の 間 に は 鳥 や 昆虫 が 配 き れ て いま す 。 当時 ヨー ロッ パ で 人 気 の あ っ た シノ ワズ リ (中 国 趣味 ) 
を 反映 し た デザ イン で 、 ヨ ー ロ ッ パ 人 の 感覚 で 翻案 され た 東洋 に 、 イ ンド 人 の 刺繍 工 に より イン ド 、 
ペ ベル シャ 風 が 加味 され 、 混 成 し た 雰囲気 を つく り 出 し て いま す 。 デ ザイ ン の 源 は 、 同 じ 頃 、 イ ギリ ス 
で 作ら れ て いた 毛糸 刺繍 に 非常 に 類似 し た デザ イン の 掛 布 が あり 、 そ こ か ら 応 用 し た も の と 言わ れ て 
いま す 。 手 描 染 布 は 、 同 じ 文 様 の 掛 布 が 、 ロ ンド ン の ヴィ クト リア ・ ア ル バ ー ト 美術 館 と 、 ア ー メ ダ 
バー ド の キャ リコ 博物 館 に あり ます 。 高価 で 、 手 間 の か か る 刺繍 が 、 手 間 を 節約 する た め に 染 め に よ 
っ て 製作 され た の で し ょ うか 。 ( 他 に も 、 手 描 染 布 と 刺繍 布 と が 類似 し た デザ イン に よる 例 が あり ます 。 そ れ ら は 、 
イギリス 人 に [刺繍 を し た ] チン ツ と 呼ば れ 、 チ ン ツ の デザ イン を も と に 刺繍 し た も の と され て いま す 。) 


F 

グジャラート の カッ チ や サウ ラス トラ に は 大 地 に 生き る 人 々 の 力強い 生命 力 を 感じ し きせ る 、 地 方 色 
豊か な 刺繍 が あり ます 。 

JUD. Ay PHOT 7 VPS NED, BRL TO ELK. 宮廷 の 保護 の も と で 、 
今世紀 の 初 頃 ま で モチ (Mochi) 共同 体 の 刺繍 職人 は 、 主 に 宮廷 の 衣装 や 室内 装飾 用 品 な ど に 刺繍 を 施 
し て いま し た 。 ア リ (ari) と いう 釣 形 の 突 氏 を 用 いて 、 チ ェ ー ン ・ ス テッ チ の 技法 で 、 木 梓 に 張っ た 
絹 サ テン 地 に 絹糸 で 刺し ます 。 文様 は 細か い ス テッ チ で 隙間 な く 埋 め 尽 くさ れ て いま す 。 彼ら は 伝統 
的 に 靴 直 し 業 と 皮 細 工業 の カー スト (ジャ ー テ ィ jati) に 属し て いま し た 。 シ ンド 地方 に は 刺繍 を 施し 
た 度 細 工 が あり 、 同 じ ア リ と いう 道具 を 用 いて チェ ー ン ・ ス テッ チ で 文様 を 表現 し て いき ます 。 シン 
ド と カッ チ は 今 で は 国境 線 が 引か れ て いま す が 、 菩 か ら 文 化 的 に は 強い 繋が り が あり まし た 。 言 い 伝 
え に よ る と 、 こ の 地 の 刺 繍 技術 は 三 百年 ほど 前 に シン ド か らき た 回 教徒 の 行者 (ファ キー ル ) に より も 
た ら さ れ た と 言わ れ て いま す 。 モ チ 共 同体 が いつ 頃 か ら 絹 地 に 刺繍 を する よう に な っ た か は わか り ま 
せん が 、 十 九 世 紀 の 掛 布 や 、 十 志 世 紀 中 頃 の 、 宮 廷 や 地主 階級 の 女性 た ちの た め に 刺し た 、 級 富 な チ 
ےت‎ ͤ 7 7 OMNES 7 (ghaghara スカ ー ト ) 770 7٥٠ 

サウ ラス トラ 地 訪 の 刺繍 の 多く は 女性 の 手 に よる 家庭 内 手工 芸 で し た 。 ダ ー ニ ング ・ ス テッ チ 、 ク 
„F m d p a (> 0) 
OIC EL 

地下 階級 の カテ ィ (Kathi) 族 は 、 掛 布 、 天 蓋 、 入 口 飾り 布 (toran トゥ ラン )、 小 壁 飾 帯 (patta ^ 
ッ タ )、 チ ャ クラ (chakla、 了 四角 形 の 刺繍 布 で 、 花 長 は 持参 品 、 に 家 攻 で 用 いる キル ト や その 他 の 布製 品 、 衣 装 を 名 
ん で 嫁い で きま す 。 旅 ぎ 先 へ 着く と 、 チ ャ クラ は 吉祥 の 象徴 と し て 、 人 花嫁 花 央 の 寝室 の 壁 に 掛け られ ます 。『Indian 
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Embroideries; Irwin & Hall 著 、 参 考 ) な ど 、 実 に きま ざま な 刺繍 布 で 家 を 飾り まし た 。 十 九 世 紀 終 頃 に 
か け て 、 カ ッ チ か ら 移 住 し て きた モチ の 刺繍 職人 が カテ ィ 族 の 注文 依頼 を 受け て 仕事 を し 、 主 に 花嫁 
の 嫁 入 道具 の 品 に 刺繍 を 施し まし た 。 商 人 階級 の マハ ジャ ン (Mahajan) の 刺繍 は シン プル な 開 形 、 
eb ei ئا مس سیا‎ ld E 0 EE ۸ 

で 、 換 り の か か っ て いな い 絹 糸 を 用 いて 刺し て いき ます 。 モ チー フ の 一 つ を 水平 に 刺し た ら 、 そ れ 
Ween E E RATE n 
MEZ  ( -ENBRICHED EL, Wok 27 41272 ے‎ HA % BARUCH OBI 
HT HIL, TEZ ٠٥۳ئ‎ ا٢6.‎ X. AHT 87117 ا5اک ھ‎ OH ARA LR, FAI Ù 
二 十 世 紀 の 初 頃 か ら モ チ の 職人 を 雇う) よう に な り ま し た 。 AHM) OE . RH 
何 学 文 様 で 構成 され た マハ ジャ ン の 特徴 を も ち 、 ペ ンダ ント の 部 分 は モチ の 特徴 を ちっ て いて 、 一 枚 
の 布 の 中 に 二 つ の 様式 が 混在 し て いま す 。 

カテ ィ や マハ ジャ ン 以 外 に 、 農 耕 や 牧畜 に 従事 し て いる 小さ な 部 族 が あり 、 各 部 族 固有 の 様式 を 二 
十 世 紀 初 頃 ま で は 保持 し て きま し た が 、 今 日 で は 様式 、 技 術 が 混 り 合い 、 仏 た よう な も の と な っ て い 
SE 

イン ド 西 部 、 南 部 な ど を 放浪 し て いる バン ジャ ラ (Banjara) 族 、 ラ ン バ デ ィ (Lanbadi) 族 な どの 
刺繍 布 に は 、 鏡 の 小片 が な か が り 込 まれ 、 子 安 貝 や 房 飾 り で 装飾 され て いる も の が あり ます 。 


[ベン ガル ・ キ ルト ] 

十 六 世 紀 か ら 十 七 世紀 の 初め に か け て 、 ボ ルト ガル は 東 イ ンド の 貿易 を 独占 し て いま し た 。 ポ ルト 
ガル の 注文 に より 、 フ ー グ リ 地 方 の サト ガオ ン で 作ら れ て いた 、 和 碧 い 木綿 地 ( ジ ュー ト も 用 いら れ ま し た ) 
Ef (tussur タッ サー、muga AZ, eri )) ee , ZO Ee = Hf 
は 、 重 要 な 輸出 品 の 一 つ で し た 。 技 法 は 文様 の 輪郭 線 を チェ ー ン ・ ス テッ チ で 刺し 、 バ ッ ク ・ ス テッ 
チ で 文様 の 地 を 埋め て いく の が 一 般 的 で す が 、 チ ェ ー ン ・ ス テッ チ で びっ し り と 文様 が 刺さ れ て いる 
布 も も あり ます 。 ノ ッ ト ・ ス テッ チ も 用 いま す 。 モ チー フ に は ヨー ロッ パ の 人 物 に 鳥 や 動物 を 配 し た 狩 
り の 場面 、 カ ラッ ク 船 (carak ポル ト ガ ル の 武装 商船 )) に 怪 魚 、'I 旧 約 聖書 か ら 取 られ た も の な ど が あり 、 
uio. via 1632 年 、 フ ー グ リ が ム ガ ー ル に 攻略 され 、 ポ ルト ガル の 力 が 衰退 する と 、 

然 に 刺繍 も 消え て 行き まし た 。 


[ダッ カ ] 

西 イ ンド の 乾い た 大 地 に 生き る 人 々 は 、 色 彩 溢れ る 刺繍 を 生み 出し 、 東 イン ド の ガン ジス 河 下 流域 
の 湿潤 な 大 地 に 生き る 人 々 は 、 和 白い 刺繍 を 生み 出し まし た 。 ダッ カ の 刺繍 は “白い 刺繍 " と し て ヨー 
ロッ パ に 知ら れ て いま し た 。 | 

ダッ カ (Inv) に は モス リン 地 に 色 絹 糸 、 又 は チカ ン 刺 繍 に 類似 し た 、 木 綿糸 で 刺繍 を し た 布 
が あり ま — ポル ト ガ ル の 後 、 イ ギリ ス は ベン ガル 地方 に 進 貞 し 、 パ トナ 。、 カ シム バザー ル 、 ダッ 
カ に 商館 を 設け “貿易 の 主導 権 を 握っ て いき ます 。 王 政 復古 後 、 絹 や 木綿 の 需要 が 増大 し 、 ダ ッ カ の 
種々 の 上 質 — — ہی‎ し か し 最上 質 の モス リン は ム ガ ー 
ル 宮 廷 で 用 いら ちら れ て いま し た 。 ム ガー ル の ミニ ア チ ュ ー ル 絵画 に は 、 薄 霞 の よう な モス リン 地 に 刺 繍 
を 施し た ジャ ー マ や パト ッ カ ( 腰 淀 )、 肩 掛け を 身 に つけ た 王侯 貴族 の 肖像 画 が 描か れ て いま す 。 


[ナウ カン カリ] 

ラク ノウ の qiie LE / d e,, 
. , ( 玉 等 ) は ファ イザ ポー ド よ り ラ クノ ウ に 都 計 اد‎ 042 C42 e E 
アワ ド 王 国 を 建て ます 。 碑 沢 を 好 ん だ ナ ワ ー ブ は 芸術 や 工芸 の 保護 者 で あり 、 そ の 振興 に カカ を 尽く し 
まし た 。 ム スリ ム 文 化 の 中 心地 と な り 、 又 、 商 工業 も 発展 し まし た 。 チ カン 刺繍 は 十 九 世紀 、 移 住 し 
て きた ダッ カ の 職人 の も と で 発展 し 、 十 九 世 紀 後 半 、 盛 ん に 生産 され ます 。 上 物 や 注文 品 を 作る 専門 
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の 刺繍 職人 も いま し た が 、 同 文様 の 繰り 返し で ある 服地 や や 被 衣 の 量産 品 の 刺繍 布 の 作り 手 は 、 安 い 
賃金 で 働い て いた 最 下 層 の 女性 や 子供 た ち で し た 。 

チカ ン 球 繍 は 衣服 、 カ ー チ ー フ 、 ル マル 、 ド ォ パ バタ 、 サ リー、 服 地 な ど に 、 上 質 木綿 地 を 用 いて 、 
E CMS SE r A RR 7 
SORT ET. --ع)‎ EF - FIC ed 
BDI yT—RB&AzsHeb5nceeofiziu0.T2Z*»zbkchocoxj. 


E] 

十 九 世紀 か ら 二 十 世紀 半 頃 まで ベン ガル 地方 で は 、 カ ンタ (Kantha) と 呼ば れる 刺繍 キル ト が 婦人 
の 手 に より 作ら れ て いま し た 。 

着 古 し た 白い 木綿 の ドー ティ (dhoti 男性 用 腰 布 ). を 数 枚 重 ね て 必要 な 厚み に し 、 不 用 に な っ た 衣装 
77777 E ナチ ェ ー ン ・ 
ステ ッ チ 、 サ テン ・ ス テッ チ な ど で 刺 し て いき ます 。 文様 は 、 通 常 、 中 央 に 豊科 の 象徴 で ある 夢 の 花 
文 が 刺さ れ 、 夢 の 花 を 囲ん で 動物 、 鳥 、 花 、 樹 、 人 物 、 日 常 の 生活 か らち と られ た モチ ー フ が 配 さ れ ま 
す 。 文 様 の 刺繍 が 終る と 、 地 の 部 分 が 白い 木綿 糸 で 、 細 か い ラ ン ニ ング ・ ス テッ チ を 用 いて 刺さ れ ま 
FD E — iH L CRE LT KIER DDR bDMRD2 TK BEK 
7c RRA CT. Fh Lel, RON LEA) BMB. Ny FIN ڑ کر‎ Be E & 
疑 で 用 いる た め に 、 又 、 時 に は 近親 の 人 々 へ の 贈物 と な り ま し た 。 

カン タ の 文様 と ベン ガル 婦人 の 手 に よっ て 描か れる アル ポ ナ (alpona) と の 相似 性 が 指摘 きれ て いま 
す 。( ア ルポ ナ は 、 呼び 名 は 異な り ま す が 、 他 地方 で も 描か れ ま す 。 吉祥 の 女神 ラク シュ ミー を 迎え る た め の 儀式 や 家庭 
内 の 儀式 な ど に さい し て 、 家 の 床や 戸口 に 、 溶 いた 米 の 粉 を 用 いて 描か れる マン ダラ 風 の 絵 で す 。 ) 

(< 刺繍 >* DIA, Indian Embroideriess、『 イ ンド の 伝統 菜 織 』、『 イ ンド 古代 染織 』Sivendra Krishna Mookerjee 著 、 
『Indo-European Textile Historys, "Indian Embroidery; Kamaladevi Chattopadhyay 著 、『Arts of Himachal』 
Vishwa Chander Ohri 編 集 、 参 考 ) 
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HISTORY OF INDIAN TEXTILES 
Kiyoko Nakatomi 


The Indus Civilization: 


The long history of Indian textiles trace back to the Indus civilization. It was in the beginning of the 
20th century when ruins of Mohenjo-Daro, the ancient city located on the lower reaches of the Indus 
River, which flourished in 2500-1500 B.C., was excavated by an Englishman John Marshall. Among the 
archaeological finds were fragments of cotton cloths, terra-cotta spindle whorls, and bronze needles. In 
1928, it became clear that the fragments were madder-dyed and treated with mordant. Since dyeing 
cotton cloth with madder by itself was difficult, advanced technique of color-fixing by means of mordant 
was indispensable for madder-dyeing. In fact, people of the Indus Valley not only grew cotton, spun 
threads, and wove cloths, but also knew skillful dyeing since remote antiquity 4500 years ago. 


“The Vedas”: 


Around 1500 B.C., from the north the Aryans invaded Punjab, the upper district of the Indus Valley. 
They advanced on the east and settled down in the basin of the Ganges River so as to form an 
agricultural society. In *The Vedas," the Brahmanic Scriptures, which is the oldest Indian literature 
written about 1300-600 B.C., it is made reference to the art of weaving. Among series of “The Vedas,” 
the oldest “Rig-Veda” includes a verse of hymn in which praise and thanksgiving to Agni Vaisvanara, 
the god of fire, are expressed by allegorizing composition of poem as weaving. Also, it is seen that 
concerning origination of rites beginning with the allegory of weaving, which indicates spread of 
“...in every direction, threads were spread. The rites of one hundred and one 
divine services was woven by the ancestral souls that appeared. [Chanting] “Weave to the front, weave 
to the back,’ they sat around what was spread...” “... [progenitorial] people spread it, and stitched 
upon it. They spread it ((the rites)] far up to the sky. There was a wooden peg. They [(the 
ritualists)] took their seats. They made tune of chant the reed for weaving...” 


weaving 1n those days; 


(1) translated from; 
Naoshiro Tsuji : “Rig-Veda Sanka” (Japanese text) 


[original text; “Rig-Veda”] 
The Two Great Epics: 


It was in the 5th or 6th century B.C. when newly-risen religions, such as Buddhism that sought the way 
of human life and Jainism, were founded in opposition to Brahmanism stripped of all its contents owing 
to its complicated religious observance. During this period, cities prospered, rich trades people gained 
power, and handicraft manufacturing was developed. In “Jataka” in which are collected tales of Buddha 
during his days of ascetic practices, many references to textile art can be found. 


The two great Indian epics “Mahabharata” and “Ramayana” both handed down from the old days 
exerted great influence on Indian art in later ages. In “Mahabharata” which its original form was 
assumably written in the 5th century B.C. and that known today compiled in the 4th-5th centuries A.D., 
it is given account of textile items offered to King Yudhishthira from a feudal prince, that is, woolen 
shawl from Gujarat, fur from Hindu Kush, tribal cloth of plant fibers woven from Northwest Himaraya, 
sheep and goat woolen cloths, and delicate tributary muslins from Karnataka and Mysore. While, 
mention of Chinese silk is made in “Ramayana” which is said to be originally written in the 6th-4th 
centuries B.C. and its compilation attributed to Valmiki referred to in “Mahabharata.” As Kingdoms 
were founded in the 5th or 6th century B.C., trades among cities grew larger and it was connected the 
route between Gandhara and Rajagrha, the capital of the Magadha Kingdom (later the captial was 
moved to Pataliputra). In those days, Gandhara was a district where trade routes connecting India and 
the East (China) and West crossed. 
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“Arthasastra”: 


In the section of “Director of Spinning and Weaving” in “Arthasastra” which is attributed to Kautilya, 
the prime minister who served King Chandra Gupta of the Maurya Kingdom (4th-2nd centuries B.C.), 
it is given description of weaving and weavers. That is, “...the Director of Filature is in charge of 
manufacturing armor, clothe, and rope, by specialists of each field...” At the royal workshop, weaving 
was supervised by the Director and cloths of wool, cotton, silk, flax, and hemp, were woven. 


(2) translated from; 

Gisho Nakano : “Jitsuri-Ron” (Japanese text) 
[original text by Kautilya: ^Arthasastra"] 

(3) “...cloths of bark fibers were manufactured in countries of Magadha (near Patna), Pundra, and Suvarnakudia. It is said that they 
were made of fibers of nagavrksa, likuca, vakula (or bakula), and vata, and their colors were, yellow (nagavrksa), cocoa brown 
(likuca), white (vakula [or bakula] ), and milk white (vata). Yet, their features are beyond conception, because not only these 
but also silk cloths and China cloths are classified into those of bark fibers’...” 
with reference to; 

Hyobu Nishimura : “Indo, Tonan-Ajia no Senshoku” (Japanese text) 


In my opinion, ‘bark fibers’ are assumably silk fibers of wild silkworms. 


“Ta Indica”: 


Megasthenes who was sent as an envoy of the Seleucidae Dynasty of Greece stayed at Pataliputra (now 
Patna), the capital of India in the Maurya Dynasty, in 303-292 B.C., and later wrote “Ta Indica.” 
Pataliputra in those days was a rich sophisticated city known as ‘the floriferous capital.” Megasthenes 
commented with amazement on beautiful clothes and splendid accessories he saw as follows. “...the 
Indians of those days were garbed in the finest flowered muslin robes, and the rich and ruling classes 
in long robes magnificently embroidered in gold thread...” 


(4) Rustam J. Mehta: Masterpieces of Indian Textiles — Hand-spun, Hand-woven, Traditional —” 
Trade with Rome: 


In the mid Ist century A.D., the Kushans, an Iranian race from Bactria, invaded North India and ruled 
her northwest area. The court of the Kushan Kingdom was held at Purushapura (now Peshawar) which 
flourished owing to extensive trades via Kabul with countries of the East and West, such as West Asia, 
Rome, and China. While, in South India, the Satavahana Kingdom was founded and ruled the river 
basins of Godavari and Krishna (Kistna). Shortly, the Kingdom unified the Deccan Plateau and held 
its court at Pratishthana (now Paithan) in the upper Godavari Valley. Pratishthana was not only a 
center of the trade route to North India but a prosperous city on account of trade with Rome through 
the west coasts. 


The trade between India and Rome in the latter half of the 1st century A.D. is described in “Periplus 
Maris Erythraei” written by a Greek merchant in those days. Cotton mainly produced in the valleys of 
Narmada and Godavari in mid West India was collected in Ujjain and Paithan and exported to the West 
from the harbor of Broach, an old port town on the mouth of the Narmada River, facing the Gulf of 
Cambay in the west coasts. On the other hand, principal cotton-growing districts in the east coasts were 
the Coromandel Coast and the lower reaches of the Ganges River. Harbors such as Arikamedu 
mentioned as ‘Poduca’ in the aforementioned guidebook, located near Pondicherry, was thronged with 
merchants from the West. From Rome it was exported wine and glasswares in exchange for goods, for 
instance pepper, spices, pearl, precious stones, and cotton cloths; due to excess of imports of Rome, a 
great quantity of Roman gold coins flowed into India. 


(5) this paragraph was written with reference to; 


Hyobu Nishimura : "Indo, Tonan-Ajia no Senshoku" (Japanese text) 
Mural Paintings of Cave Temple in Ajanta: 


In the days of Gupta Dynasty (4th-6th centuries A.D.) regarded as the 'golden age' of Indian culture, 
Buddhism was on the decline because Brahmanism revived and Hinduism became influential. Yet, 
Buddhist art attained maturity then; particularly, in sculptures of Mathura and Sarnath were reached 
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deep spirituality and artistic completion. As for mural paintings. those in Ajanta are the most famous. 
Among caves of Ajanta founded partly in the 2nd-Ist centuries B.C. and the rest in the 5th-8th centuries 
A.D.. caves nos. 1, 2. 16. and 17, are magnificently decorated with mural paintings presumably painted 
in the Sth-7th centuries A.D.. in which are suggested clothing habits in those days. In vividly and 
colorfully expressed scenes from life of Buddha and those of nobility and commonalty. it is seen figures 
wearing loincloths that seem to be of tie-dyed Ikat cloths and blouses probably of tie-dved cloths. and 
various textile patterns. such as stripes, checkers. waves, geometrical ones. those of birds and flowers. 
which are all assumed to be the kinds most popular then. 


“Ta-t'ang Hsi-yu Chi": 


In the first half of the 7th century A.D.. Hsuan-tsang left Changan. the capital of the Tang Dynasty. so 
as to seek true Buddhism. He crossed the Tarim Basin. went over the Hindu Kush Mountains. and at 
last reached India in 630. In India. it took 15 vears for him to visit the sacred spots to Buddha. After 
his return to China, Hsuan-tsang wrote Ta-t'ang Hsi-yu Chi” in which Buddhism situation and other 
informations on India in those days were described. Although few mention is made of textiles in it. it 
is referred to clothing habits of India in volume two. "..clothes are not sewn. and those white are made 
much of compared to colorful ones. Men wrap their waists with cloths which come to their underarms 
and throw them over on their [left] shoulders but bare their right. Women garb themselves in long 
rObes that reach their feet and hide their both shoulders. Both men and women do their hair in small 
chignons and let part of their hair hang down. Some men shave their mustache in quite unusual fashions. 
People dress up with hair ornaments of hanging flowers. and necklaces. Clothes they wear are of 
Kauseya ( [woven] of fibers from wild silkworms) and cotton cloths. the second tvpe of material 
is) Ksauma (linen cloths), [the third] Kambala (fine woolen cloths). and the fourth. wild animal 
woolen cloths. Because wool of wild animal is soft. it can be easily spun. It is made much of and made 
into clothes. In fact. North India is terribly cold and clothes of the northern districts are short and 
tight-fitting. which are quite similar to those of West China..."'*? 


(6) translated from: 
Shinjo Mizutani : "Daito-Saiiki-Ki" (Japanese text) 
[original text by Hsuan-tsang : "Ta-t'ang Hsi-yu Chi"] 
I could not figure a suitable Sanskrit term for ‘wild animal woolen cloth” Mizutani comments that .. T. Watters relates it to à 
Tibetan term ra! which means ‘goat wool..." (op. cit.) Although its Indian name in those days is unknown. in my opinion. it 
is presumably regarded as contemporary pashmina which is goat woolen cloth mostly imported from Tibet before Chinese 


occupation. 


The Delhi Kingdom: 


The invasion of the Muslims (or the Islamites) became frequent since the mid ?th century, and in 1206. 
it was founded in Delhi the first Muslim Kingdom in India by Qutb ud-din Aibak. Thus. until Bahadur 
Shah 11. the last emperor of the Mughal Empire. was dethroned by Great Britain in 1858. long rule of 
the Muslims continued and under influence of Islamic culture was developed that traditional of India. 
A Morroccan traveler Ibn Battuta who stayed in India from 1333 to 1346 commented in "Tuhfatu 
n-nazzar fi ghara']bi'] amsar wa ‘aja ibi'! asfar^ on Delhi in the Tughluq Dynasty that “...it is not only 
the largest city in India but also that greatest in the Islamic world in the East.. It is said that more 
than five hundred specialized artizans were employed in Delhi under the reign of Muhammad Tughluq 
(throned 1325-1351) to weave silk and gold brocade cloths which were made into courtly robes and royal 


gifts. 


(7) translated from: 
Shinji Maejima : "San-Tairiku Shuyu-Ki” (Japanese text) 


[original text by Ibn Battuta ` "Tuhfatu’n-nazzar fi ghara'ibi'! amsar wa ‘aja "ibi asfar- 


The Mughal Empire: 


` Babur who was born in Ferghana in Central Asia won the Battle of Panipat against the superior force 
of the Lodi Dvnasty of Delhi. and founded the Mughal Empire in 1526. In the reign of Akbar. the third 
emperor (throned 1556-1605). vast territory came under the Empire's rule. It spread to the whole Indian 
Peninsula except for the southern parts in the age of Emperor Aurangzeb (throned 1658-1707). Under 
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such strong Muslim dominion, Islamic culture peculiar to India namely the Indian-Islamic style was 
developed during the golden age of the Empire in the I6th-17th centuries. 


Abul Fazl, a political advisor of Emperor Akbar at the same time a historian, described in “Ain-i- 
Akbari" how much the Emperor took interest in a range of crafts imported from foreign countries, such 
as Persia, Europe, and China, and encouraged to manufacture goods of his own taste and practical use 
at the royal workshop called karkhana. He sent to Iran for weavers and let them settle down in cities, 
for instance Agra, Lahore, and Fatehpur Sikri, where palaces existed, with an intention to make them 
weave carpets Just as same as those imported from Iran and Turkestan. The Islamic culture and new 
designs influenced greatly upon traditional textiles which attained its peak under patronage of the 
Mughal Empire. Abul Fazl made mention of camping trip of the Emperor, how splendid it were painted 
cloth tent decorated with embroideries, curtains lined with gold that sometimes were hung inside the tent, 
thousand carpets spread upon the floor, and audience chamber for informal use which resembled ‘a 
beautiful bed of flowers.“ A French doctor François Bernier too reported on the grand sight of such 
‘movable palace’ of Emperor Aurangzeb, especially on magnificent hangings of indiennes au pinceau 
(painted cotton cloths). The glimpse of exquisite textiles of the Mughal Empire can be caught in 
miniature paintings of those days in which are expressed tent panel, carpet, hanging, clothe, and interior 
decorations. 


In the 17th century, exports of Indian textiles increased rapidly. Particularly, muslins and painted cloths 
that were called Pintado or Chintes® were made much of and exported abroad. The increase of exports 
gave impetus to domestic economy in India, which led prosperity of the floriferous capital of the Mughal 
Empire, that foreigners reported with astonishment. 


(8) John Guy, Deborah Swallow : “Arts of India: 1550-1900" 

(9) The term pintado originated from a Portuguese term pinta for ‘spots,’ and was popular in the trade scene of India and Europe in 
the l6th-17th centuries. While, chintes which was a term used by British traders of East India Company in the 17th-18th centuries 
derived from an Indian dialect term chitta for ‘cloth with spots.’ Both of these terms were used to express painted and wood block 
printed cotton cloths. Popular contemporary English terms, such as chintz, calico, dungaree, gingham, seersucker, bandhana. 
pyjama, sash, and shawl, which originated from Indian terms retain traces of trade of India with Europe in the past. 
with reference to; 


Marg Publications (edit.) : “Homage to Kalamkari" 
Spice Trade with Portugal: 


It was in 1498 when a Portuguese adventurer Vasco da Gama reached Calicut located on the Malabar 
Coast via Cape of Good Hope on the south end of Africa. As a main pepper-growing district and also 
a transit center since the Roman Age in the trade scene of the East and West, the Malabar Coast 
prospered owing to its geographical importance. Ships stowed aboard Indian textiles at Calicut and 
Broach, a port town facing the Gulf of Cambay, then called for spices from Molucca and Sumatra and 
other goods at Malacca, the trading center located on the Malay Peninsula, and embarked to the West 
via Calicut through the Arabian Sea. 


On account of discovery of a new sea route by Gama, the Europeans in search for abundant goods of 
the East launched into Indian Ocean trade in which the Arabians, Indians, and Chinese, had been taken 
the leadership. First, the Portuguese arrived at Indian port towns for trade profits of peppers and other 
spices expensive in Europe. In the beginning of the 16th century (1509), they shut out by force Muslim 
traders of Gujarat who had been seized Indian Ocean trades and took over the command of the sea, 
which prohibited Muslim ships to sail without their permission. Thus, the Portuguese monopolized spice 
trade in the 16th century by occupying Goa, Malacca, and Ormuz, a port town on the mouth of the 
Persian Gulf. 


East India Company; Indian Trades with Holland and Great Britain: 


In 1600, 1602, and few years later, Great Britain, Holland, and France, each established East India 
Company with a view to find markets in India. Shortly, the Portuguese lost their power and were shut 
out from the trade scene. In the 17th century, Holland and Great Britain struggled against each other 
in order to monopolize spice tade. Dutch East India Company shipped textiles of the Coromandel Coast 
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to Batavia in Java to exchange them with spices, since it was spices that the Dutch made much of as main 
items of their trade. While, the British who were always in behind of the Dutch became to be interested 
in Indian textiles more than spices. Thus, in the latter half of the 17th century, the principal goods of 
British trade were textiles. The Dutch too made much of Indian textiles in the end of the century, 
however, they mainly handled those of poor quality so as to reexport them to Africa and America. 
Consequently, Holland fell far behind Great Britain in importing Indian textiles to Europe; the day of 
pepper had already passed when the Dutch monopolized spice trade in the end of the 17th century. On 
the other hand, British trade developed greatly toward the 18th century owing to discovery of items that 
replaced spices. 


In 1612, it was established British factories in Surat, and later in Masulipatam, both estuary harbors of 
the rivers of Tapti and Kistna. Gujarat, the hinterland of Surat, was a rich district where textile 
manufacturing had been flourished for a long time. While, Sarkhej on the banks of the Sabarmati River 
was famous for growing indigo plants. Tome Pirés commented in "Suma Oriental que trata do Maar 
Roxo ate os Chins" in the beginning of the 16th century that “...silk cloths, cotton cloths (of about 20 
kinds, each of them expensive), calcedony, indigo, and lac, ...are all products of this district or those of 
countries nearby transported through inland routes...” In 1572, Gujarat was annexed to the Mughal 
Empire in the reign of Emperor Akbar. Surat in those days was an attractive trading port where products 
not only of Gujarat but also of other districts were collected due to development and improvement of 
inland traffic networks that connected large cities, such as Delhi and Agra. 


(10)translated from; 

Shigeru Ikuta, et al. : “Toho Shokoku-Ki” (Japanese text) 

[original text by Tome Pirés : "Suma Oriental que trata do Maar Roxo ate os Chins"] 
(11)this paragraph was written with reference to; 


Minoru Asada : "Shogyo-Kakumei to Higashi-Indo Boeki" (Japanese text) 
The Craze for Calico: 


Until the mid 17th century, Indian textiles imported to Europe were principally applied for interior 
decorations. Whereas, in the latter half of the century, they were made into women's clothes and 
accessories and demands for them increased. From the second half of the 17th to the first half of the 18th 
centuries, Indian textiles were at the top among all goods of British trade. Not only in Great Britain but 
also in other European countries, calico was widely favored then. The overflow of imported cotton 
cloths threatened European woolen and silk textile industries, which made manufacturers react greatly 
against Indian textiles. Thus, it was enacted laws against importing and applying calico, however, they 
were ineffective; the craze for it lasted until the beginning of the 19th century. Especially, painted cotton 
cloths of beautiful colors that were called chintz in Great Britain were much in vogue in the high society. 
For European people in those days who were used to heavy and sober woolen cloth of limited variety 
of patterns, light cotton chintz of a range of dyed patterns was fresh and striking. Indeed, people were 
fascinated by its beauty of marvelous colors, exotic designs, fadeless dyes, and laundry-proof stoutness. 
At first, British East India Company imported chintz produced in India as it was, yet, gradually, they 
began to order that of patterns and colors which suited taste of European consumers. 


Burhanpur and The Coromandel Coast; Trading Centers of Chintz: 


The main trading centers of chintz were Burhanpur and the Coromandel Coast. Ralph Fitch, a British 
trader and traveler, reported in the end of the 16th century that it was produced a large quantity of 
painted cotton cloths in Burhanpur known from the old days as an important city where traffic routes 
crossed and prospered as the capital of the Khandesh Kingdom in the Farukhi Dynasty. Referring to 
trading records of British and Dutch East India Company in the 17th century, there were large orders 
from European market of hanging and bedcover of painted cotton cloths. Noted in them were also 
splendor of cloths and skill of artizans. In 1601, Burhanpur became under the reign of Emperor Akbar. 
According to “Ain-i-Akbari,” it was a large city of many gardens, where people from various countries 
and many artizans lived. The prosperity of Burhanpur due to its importance as one of the principal cities 
of the Mughal Empire ended when it was pillaged by the Marathas in 1685. Since after then, continuous 
battles swept the city, which in the latter half of the 18th century damaged chintz manufacturing that was 
obliged to decline thereafter in the late 19th century owing to rise of machine produced textiles. 
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Among other cities in West India, in Sironj too chintz was produced. However, report says that it was 
poor in quality compared to that of the Coromandel Coast. While, it is unknown whether it was 
produced in Agra commented as an important trading center then. 


In the 17th century, factories of Great Britain, Holland, France, Denmark, and other countries, were 
established in the Coromandel Coast, which made the district an area of importance in the southeast 
coasts in the trade scene of the East and West. At first, it was mainly distributed in the district cotton 
cloths that were exchanged for spices of Southeast Asia. Yet, in the mid 17th century, it attracted public 
attention as a trading center of export products for European use, and since after 1700, it became more 
an important district than West India. 


Masulipatam located on the mouth of the Kistna River, known for a long time for its good harbor, 
prospered as the commercial capital of the Golconda Kingdom founded in its hinterland. Painted cotton 
cloths of Golconda famous for their exquisiteness were principally produced in Palakollu located 80 
miles to the north of Masulipatam, and Petaboli, 40 miles to the southwest. Those of Madras in the south 
mainly produced in Pulicat were also noted for their fine quality. Because Golconda was under the reign 
of a Muslim Kingdom strongly influenced by culture of Persia, its products were Persian in their taste 
and design. On the other hand, those of Madras were of Hindu taste, since in them was inherited culture 
of Vijayanagar, the last great Hindu Kingdom. Manufacturing of painted cotton cloths declined in 
Pulicat in the 18th century, while, in Palakollu, it lasted until the beginning of the 20th century. 


(12)this paragraph was written with reference to; 


John Irwin, Margaret Hall : "Indian Painted and Printed Fabrics" 
Bengal; the Base of British East India Company: 


The Europeans launched in Bengal on the mouth of the Ganges River. On the banks of the Hugli River, 
the main stream of the Ganges, it was established factories of Great Britain, Holland, France, and other 
countries. In 1698, the British constructed Fort William at the place where later became Calcutta, which 
made their advance to Bengal a steady one. The principal goods of their trade were, cotton, silk cloths, 
saltpeter (raw material for gunpowder), indigo, sugar, and among them all, muslin of fine quality mainly 
produced in Dacca and Shantipur. Muslin of the Ganges Valley which assumably originated in the days 
of the Sunga Dynasty (187-75 B.C.) or even earlier was already qualified by the Romans in the Ist 
century A.D. 


Indigo had been known for a long time as dyestuff, and “...according to a hieroglyphic monument of the 
18th Dynasty of Egypt (declined in 1476 B.C.), the Egyptians used Indian indigo to dye their 
clothes... While, it is made comments by Panini, a great Sanskrit grammarian of the Sth century B. 
C., on indigo-dyed cloth called nila. In Europe, it was mostly used fugitive woad until Indian indigo, 
represented by indigofera tinctoria L. and called nil in India, was imported in the 16th century. Indigo 
of vivid color and fine quality became an important article of commerce in the 17th century, and in the 
end of the 18th century, indigo plantation ran by the British extended to large area of Bengal. The large 
production of indigo in India remarkably decreased and eventually declined in the latter half of the 19th 
century on account of invention of artificial indigo-dye. Today, the growing of Indian indigo is barely 
kept in existence by people who are conscious of its value. 


There was no way but to decline for the Mughal Empire that lost her unifying power since after the death 
of Aurangzeb, the sixth emperor. In 1757, Great Britain won the Battle of Plassy, which held back the 
French to advance to India at the same time made the British to grasp rule of Bengal. It was in 1765 
when diwani (taxing and administrative power) of three districts, Bengal, Bihar, and Orissa, was deprived 
from the Mughal Emperor by Great Britain. Hereafter, British colonialization of India expanded. The 
Mysore Kingdom that rose in revolt against Great Britain was defeated, and since after the indomitable 
Marathas were conquered in 1818, the British remaked the map of India into that consisted of British 
Colony administrated in three divisions, Bengal, Madras, and Bombay, and countries of feudal clans. 
The severe exploitation of the British enriched their homeland; they left nothing in India, but imported 
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Indian products to Europe to make immense profits. 


(13)Keishiro Sato "Kodai-Indo" (Japanese text) 
The Industrial Revolution; Oppression over India: 


As a countermeasure to the uprising demand of Indian cotton cloths regardless of prohibitions of their 
import and application, it was realized in the beginning of the 18th century when Great Britain was 
enlarging her colony in India the attempt to produce imitations of Indian cotton cloths in Lancashire, 
a center of woolen and hemp textile industries in Northwest England. Consequently, the Industrial 
Revolution was brought about, which first broke out in cotton textile industry in Lancashire due to John 
Key's invention in 1733 of shuttle that acceleraed greatly the speed of weaving. What gave impulse to 
the Revolution was the flow into Great Britain of wealth exploited from India. India provided not only 
neccessary raw cotton but also markets for British textiles too. In order to sell domestic cotton products, 
Great Britain oppressed rival goods of India. Thus, it was imposed heavy taxes on Indian cotton 
products, 44% on muslin and 85% on calico, whereas, those of Great Britain streamed into India owing 
to their low tax rates only 5%. Such a measure was taken for the sake of protecting goods of Lancashire. 
During the 1810's, the amount of British textiles exported to India exceeded that of products made in 
India for export use. The balance of trade was reversed, and India became an importer of British cotton 
products. Cheap, machine-made, and mass-produced textiles from Great Britain were transported to the 
inland districts and prevailed in every village. In fact, handicraft manufacturing in India was obliged to 
decline in front of the power of machine. Jawaharlal Nehru (1889-1964) who was sent to Jail for his 
campaign against Great Britain commented on suffers of cornered workers, and decline of handicraft 
manufacturing which became one of the factors of the poverty problem in India, in the long letter dated 
December Ist, 1932, written in prison addressed to his daughter Indira. Nehru made reference to a 
passage from the report written in 1834 by W. C. Bentinck, the Viceroy of India. 


۰٠ 


the misery hardly 
finds a parallel in the history of commerce. The bones of the cotton-weavers are bleaching tbe plains of 
India., A 


(14) Jawaharlal Nehru : "Glimpses of World History" 
(15)this paragraph was written with reference to; 


Akihiko Yoshioka : "Indo to Igirisu” (Japanese text) 
Consciousness of Nationality; The Road to Independence: 


In the mid 19th century, the Sepoy Mutiny broke out, and against Great Britain the Indian people made 
strong struggles which eventually resulted in failure. Since after then, it was abolished the rule of India 
by East India Company, but India was directly reigned over by British government. Railroads 
constructed by the British were indeed useful as creatures of the modern age, however, originally, they 
were built for the convenience of collecting raw cotton and enlarging markets for British products. The 
rule over India by Great Britain stood out in sharp contrast to that by the Mughal Empire. In the latter 
case, an unique Indian-Islamic culture was developed due to encounter and fusion of two different 
worlds. Because the Empire protected at the same time encouraged domestic industries, textile handi- 
crafts of India attained high level. The influence of the Mughal Age lasted until the first half of the 20th 
century, quite after the British dethroned Bahadur Shah II, the last emperor (throned 1837-1858). On the 
other hand, Great Britain was intent on only protecting her domestic industries and exploited India 
without paying respects to their culture. As a result, they destroyed handicraft manufacturing in India. 


It was established in Bombay and Ahmedabad cotton mills by newly-risen Indian capitalists in the mid 
19th century. Again, the British oppressed India by imposing Cotton Countervailing Excise Duty on 
products made at cotton mills of Indian capitals, and more strict pressure was put upon the national 
liberation campaign. Yet, oppression only gave rise to resistance; the boycott of British goods, and 
movements of Swadeshi, habitual use of domestic products, and Swaraj, idea of self-government, arose. 
Thus, the number of cotton mills in Bombay and Ahmedabad increased, which led development of the 
two as industrial cities and constituted threat to British cotton textile industry. 


After the World War I, Mohandas Karamchand Gandhi (1869-1948) who led the resistance campaign 
against Great Britain by advocating non-violence and insubordination insisted that practical means of 
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the campaign was to make it duties of all Indian people to boycott foreign textile products, to revive and 
spread spinning, and to wear khadi of hand-spun and hand-woven cloths. For certain, he recovered 
pride of the Indian people in ancestral works of 'spinning threads and weaving cloths' and also gave them 
symbolic meanings concerning independence from colonialization. His insist extremely enhanced the 
Indian spirit and India became independent in August 15th, 1947. 


Future of Indian Textiles: 


In 1924, Romain Rolland called upon the British to listen to demand of the Indian people for self- 
government by commenting on oppression over India by them that “...Great Britain destructed India for 
the sake of her own profits. However, if India is given political and economical independence, factory 
workers in Manchester will be ruined their lives.. % Indeed, when India became independent, cotton 
textile industry in Manchester was only to decline, whereas, heavy industries dependent upon machine 
in India developed then. 


Yet, traditional handicraft manufacturing in India was facing a crisis of extinction. Consequently, All 
India Handicrafts Board made efforts in the 1950's to revive, protect, and cultivate handicrafts. Their 
earnest endeavors produced results; many handicrafts were revived and their time-honored latent energy 
and superiority of Indian traditional culture were rediscovered. Yet, handicrafts are still confronting the 
difficulty to exist since machine-made and mass-produced goods are wedging their way in this modern 
consuming society. It is expected now an assured status of new handicrafts which rely upon not conflict 
but coexistence of mankind and machine. In fact, artizans with true insight are recognizing that machine 
cannot take over human work. At the same time, they are setting much value on their tradition, indeed 
being inherited today and will be passed to the future due to their strives. I am wishing from my heart 
that it shall be a world in which they can work with pride and faith and that the tradition of Indian 
textile shall be handed down to the 21st century. In conclusion, I should say that this book is dedicated 
with my best respect to the tradition of Indian textiles and the Indian people in concern. 


May, 1992 
(16)translated from; 


Masakiyo Miyamoto : "Mahatoma Gandhi" (Japanese text) 


[original text by Romain Rolland : "Mahatma Gandhi”] 
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PAINTED AND PRINTED CLOTHS 


Remains Before The 17th Century: 


In his letter, Jawaharlal Nehru stated the reason why India could acquire distant markets since the old 
days as follows. “...one of the chief reasons for the control of distant markets by India seems to have been 
her progress in chemistry, especially in dyeing. The Indians of those days seem to have discovered special 
methods for the preparation of fast dyes for cloth. They also knew a special method of preparing the 
indigo dye from the plant. You will notice that the very name ‘indigo’ comes from India...” It is 
confirmed by fragments of madder-dyed cotton cloths found at the ruins of Mohenjo-Daro how initiative 
in the world ancient dyeing technique in India was. In “Historia Naturalis" written in the Ist century 
A.D. by Pliny, a Roman naturalist, it is referred to dyeing by means of mordant, a technique popular 
in Egypt in those days probably propagated from India. 


For a long time, India has exported to the world textiles of high quality, yet, those produced before the 
17th century hardly remain. One of the reasons for it is that textiles are difficult to be remained in a 
climate of high temperature and humidity as that of the monsoon zone in which the Subcontinent of 
India is located. Therefore, only examples found in districts that traded with India enable us to get a 
glimpse of Indian textiles in the past. 


The fragment of loose cotton cloth printed and mordant-dyed with madder then resist-dyed with indigo, 
excavated at the tomb of the Jamblique'? in Palmyra in Syria, is regarded as an Indian product owing 
to its technique and pattern. Fragments of printed and resist-dyed cotton cloths (c. 8th century) found 
in the beginning of the 20th century during excavation research of Central Asia by Mark Aurel Stein are 
also considered to be produced in India. 


Although it was found many textile fragments at Fostat in South Cairo in Egypt where excavation 
research to seek the site of Babylonia took place, because no ancient ruins were discovered, archaeologi- 
cal finds of the Medieval Age that were beyond objects of study were not attached importance to and 
were neglected without being recorded. 


In 1938, a French researcher R. Pfister presented a thesis titled “Les Toiles Imprimées de Fostat et 上 
Hindoustan." Pfister recognized that most fragments found at Fostat were of recent ages as late as the 
19th century at the same time were not always Indian textiles. Thus, he selected those produced in India 
before the 17th century and assumed that the oldest ones were of c. 12th century, while, the majority was 
produced in Gujarat in West India around 15th century. John Irwin and Margaret Hall proved that they 
were indeed products of Gujarat due to similarities of their patterns to those of stone screen relief 
carvings of tombs and mosques in Ahmedabad and people's clothes in illustrations of the Jainist 
Scripture. As for the pattern consisted of flower and eight hamsa (geese), it resembled to the motif of 
lotus flower and geese seen in mural paintings in Ajanta. From a technical point of view, contemporary 
dyeing techniques in Gujarat are related to those of Fostat fragments principally resist-dyed, dunk-dyed, 
and mordant-dyed loose cloths of painted and wood block printed patterns. Most of Fostat fragments 
were relatively cheap cloths for practical every day use. 


Al Fustat completely desolated today prospered in the past as a center in the Nile Valley, where goods 
of the East and West were traded. It was in the 7th century when Fostat was established, however, there 
”had been large trades between Gujarat and Egypt before then since the antiquity. Referring to “Periplus 
Maris Erythraei," a range of textiles including dyed loose cloths were exported from the port of Barygaza 
(Broach) facing the Gulf of Cambay. 


ERE 


(1) Jawaharlal Nehru : *Glimpses of World History" 

(2) The name of this tomb, reducing it to English/French orthography, is spelt variously. The spelling ‘Jamblique’ is found in an 
introductory report in the following text concerning R. Pfister's study of textiles excavated at Palmyra. 

Librairie Orientaliste Paul Geuthner (edit.) ? Syria - Revue d'Art Oriental et d’Archeologie—; Vol. 23., 1942-1943" (French text) 
Other spellings are, for instance Yamliku*, Jambliq**, and Yamlikho***. 
Adnan Bounni, Khaled Al-As'ad : Palmyre Histoire, Monuments, et Musée —" (French text by Basil Aggoula, L'Abbe Jean 
Strarcky) 
**McGraw-Hill Book Company (edit.) : "Encyclopedia of World Art" (English text) 
***Shinjiro Kodama : Parumira — Taisho-Toshi -“ (Japanese text) 
(3) passage on Fostat fragments with reference to; 
John Irwin, Margaret Hall : "Indian Painted and Printed Fabrics" 

(4) It is reported on newly found Indian textiles that “...recent excavations at Quseir al-Qadim, a small seaport on the Red Sea, have 
provided comparable material which can be dated between 1200 to 1500. The bulk of Indian export textile fragments are from 
the 15th century and later, but some go back as far as the 13th or even 12th century...” 
with reference to; 

Kotaro Kumano, Noriko Tomita : "Indo no Dento-Senshoku" (Japanese text) 
[original text; Marie-Louise Nabholz-Kartaschoff ` 


*Golden Sprays and Scarlet Flowers — Traditional Indian Textiles from the Museum of Ethnography Basel, Switzerland — "] 
Gujarat: 


The techniques of pattern-dyeing inherited in India are broadly divided into two categories, that is, 
‘painting’ and ‘printing.’ Kalamkari is painting by means of pen called kalam®. While, it is used wood 
blocks for printing. As it is proved the fact that fragments of printed cloths found at Fostat were from 
Gujarat, for a long time Gujarat has been a producing center of wood block printed textiles. 


When it was annexed by Emperor Akbar in 1573, Gujarat famous as a prosperous trading city since the 
old days flourished than ever as an economic center in West India of the Mughal Empire. What gave 
impetus to its economical development was increase of exports of cotton textiles in the 17th century. 
Indian textiles were shipped to Southeast Asia so as to be exchanged for spices. As for printed cloths 
exported to Thailand, it is pointed out that “...the Gazeteer of the Bombay Presidency explicitly mentions 
Bhavsars of Ahmedabad and another locality, Kaira, as printers producing textiles for local use and 
export to Thailand...” Products exported to Thailand and Cambodia were called saudagiri (trade 
goods) which were shipped until the mid 20th century.“ 


According to documents of European traders in the 17th-18th centuries, ‘Chintes’ and Pintado' of 
Gujarat were always regarded as second-class goods, that is, inferior in quality compared to products of 
the Coromandel Coast. In fact, painted cloths of the finest quality were mainly produced in the 
Coromandel Coast and the Deccan Plateau, whereas, in Gujarat, printed cloths not as exquisite as those 
early of Masulipatam were principal. 


Among products for export use of Indonesia, there were wood block printed cloths of Gujarat imitating 
double bandha patterns of Patola (Patolu in singular). Printed Patola were substitutions of those real 
and expensive. Because printed cloths for export use were mostly regarded as expendable goods, they 
were relatively cheap and mass-produced and their beauty relied upon not advanced techniques but bold 
and simple craftmanship. 


Owing to influx of British cotton textiles, wood block printed cloths that were manufactured for a long 
time with a view to supply domestic and local demands declined in the late 19th to the early 20th 
centuries. However, after India was independent, they were gradually revived; it is now produced in 
places, such as Dhamadka and Bhuj in Kutch and Deesa in North Gujarat. 


(5) Kalamkari means ‘penwork,’ and kalam originates from a Persian term for pen.“ 
(6) Kotaro Kumano, Noriko Tomita : "Indo no Dento-Senshoku" (Japanese text) 
{Marie-Louise Nabholz-Kartaschoff ` “Golden Sprays and Scarlet Flowers — Traditional Indian Textiles from the Museum of 


Ethnography Basel, Switzerland — “] 
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(7) In "Golden Sprays and Scarlet Flowers — Traditional Indian Textiles from the Museum of Ethnography Basel, Switzerland - (op. 
cit.) , it is referred to examples of saudagiri collected in Thailand, what is called Sham Sarasa (Siamese painted and printed cotton 
cloth) in Japan, of which their origin is mentioned with a question mark as Surat in Gujarat. In Japan, those of unique patterns 


strongly influenced by Buddhism are said to be designed in Thailand and custom-made in Masulipatam. 
Pachedi (Temple-cloths): 


It has been produced in Gujarat wood block printed (sometimes painted) temple-cloth called Pachedi 
peculiar to this district . Its patterns consist of Goddess of Mata in the center and surrounding scenes 
of religious themes and those of everyday life in the locality. Peasants and nomads who believed in Mata 
of Hinduism made sacred precincts with pachedi when holding festivals and performing rites. They 
enclosed with cloths simple shrines in the open air and placed cloths over trees and poles; pachedi formed 
walls and ceiling for people who could not possess temples. Upon shoulders of those who administered 
rites was thrown pachedi too. For generations, it was manufactured by the family community of 
Vaghari. People of the Vaghari community who formerly lived in nearby villages now work in Mirzapur 
in Ahmedabad and pachedi possessed only by those who believed in Mata is being sold to the public 
regardless of religion today. 


Rajasthan: 


Rajasthan in Northeast Gujarat, where many villages productive of printed cloths exist 1s also famous 
for wood block printing. In the reign of Emperor Akbar, the Rajput Kingdom was annexed to the 
Mughal Empire, yet, it was inherited under the influence of Mughal culture Hindu tradition peculiar to 
the Rajputs. As it became weaker dominion of the Empire after Emperor Aurangzeb died, power of 
Hindu represented by the Rajputs and the Marathas grew stronger, which made them secede from the 
Empire. Especially, the Marathas who inhabited West Deccan concentrated their power and invaded not 
only surrounding districts but also Gujarat and Kingdoms of the Rajputs. During the war-torn ages, 
Jaipur established in 1727 by King Jai Singh II was comparatively a safe city where artizans from various 
districts flowed into so as to seek stable jobs. As a result, textile cultures of Rajasthan and Gujarat 
intermingled then. 


The famous Sanganer in the suburbs of Jaipur is referred to in a document written in the 17th century 
not as a center of wood block printing as it is known today but as that of dyeing.’ In the 18th-19th 
centuries, it was produced in Sanganer marvelous printed cloths in order to supply demands of the 
nobility and the rich as well as that of abroad. They were cotton cloths of superior quality exquisitely 
woven of fine threads upon which were wood block printed sharp lines and subtle colors. Their patterns 
mostly consisted of cone-like flowers, bouquets, and blooming sprays, except for those of birds influenced 
by the Mughal culture. The tone of madder-dyed colors developed by means of various mordants was 
quite delicate and ground of patterns was white or of clear soft colors. In order to finish the ground 
completely white, cloths were bleached several times with water that contained salt and calcium, which 
acted effectively. Because it is difficult to attain delicate tone of colors by alizarin substituted for 
madder-dye since the end of the 19th century, contemporary printed cloths are flat in taste and debased 
in quality of cotton. On hems of products of Sanganer in the 19th to the early 20th centuries were stamped 
large square marks that indicated taxes imposed on them. 


Techniques of contemporary printed cloths of Sanganer are similar to those in the old days, however, 
it is used chemical dyestuffs today. Patterns in which local characteristics have been inherited are 
gradually being forgotten, while, those reflecting demands of today are much popular. Other places 
famous for wood block printing are, Bagru, Barmer, Balotra, and Pali. 


(8) John Irwin, P. R. Schwartz : "Studies in Indo-European Textile History" 
Masulipatam: 


In Masulipatam on the Coromandel Coast too, splendid and exquisite wood block painted cloths of 
“unique kinds were produced. Since the old days, it was collected and distributed goods of the East and 
West in Masulipatam which was an important port town in the east coasts short of good harbors. 
Therefore, before arrival of European merchants, Masulipatam already had large trades with Persia. Due 
to immigration of Persian artizans into Masulipatam, output of not only printed cloths of Persian- 
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influenced patterns but also those of Persian design custom-made for Persian export use increased in the 
end of the 18th century. In products of the 19th century were even printed Persian inscriptions. Because 
Indian textiles were shut out from Europe under strong influence of the Industrial Revolution brought 
about in Great Britain, most of them were produced with a view to supply the demand of Persia. The 
level of printing skill that was kept high until the 1880's dropped since after then, which led withdrawl 
of Masulipatam textiles from Persian market in 1924 at the same time decrease of their output. In fact, 
they were jostled out of market by products of Manchester, and eventually, they almost declined. 


The Swadeshi movement gave stimulus to revive traditional handicrafts; on account of efforts of Shri V. 
Venkataswamy Naidu, protection and cultivation of them began in 1952 by All India Handicrafts Board. 
Thus, printing following old methods using natural dyestuffs of plants collected around Masulipatam 
was revived. Yet, thereafter, indigo-dyeing has been hardly continued, accordingly, resist-dyeing with 
wax is almost dying out.? As for red-dyeing, alizarin has substituted for madder-dye. Among old 
methods, those still prevailing are, use of mordant of alum and iron acetate, that of myrobalan, and 
coloring by means of kalam. It is an extremely important process of preparatory dyeing with liquid of 
myrobalan mixed with fresh milk of buffalo when dyeing cloths of plant fibers such as cotton, since 
through this process colors are fixed fast and even. The fruit of myrobalan contains tannin which reacts 
to iron salt to produce black outlines of patterns and to alum to fix firmly red color of madder.'? 
Myrobalan is used as dyestuff that induces yellow color too. 


It is said that water of the Kistna River also yields bright and transparent colors as well as that of 
Sanganer. The Kistna delta which its sandy soil rich of calcium is productive of Chay, oldenlandia 
umbellata, a kind of plant superior to madder in quality. The root of Chay is used as dyestuff in this 
district. It is also grown indigo of fine quality in Golconda. The excellence of splendid painted cloths 
of Golconda in the 17th-18th centuries is regarded as natural gift of such rich plants. 


(9) When I visited India 18 years ago, resist-dyeing using dyestuff of indigo was still practiced, which required two months for 
complete dyeing. 

(10)Same treatment with myrobalan is done in alizarin dyeing too. 

(11)In the following book published in 1988, it is referred to revival of kalamkari applying natural materials. 


Takeko Ando : "Indo Senshoku no Tabi" (Japanese text) 
Tools of Kalamkari: 


The tools of kalamkari are very simple. It is used two types of kalam; one is a bamboo pen for drawing 
lines, treating mordant, and coloring. About 3 cm from the pen point is tied a ball of felt-like goat wool 
soaked with mordant and dyestuff. The other is also a pen used when resist-dyeing with wax. It is 
attached to a bamboo handle a bulb-shaped iron pen point around which hair is winded so that soaken 
wax trickles from the pen point. Painting artizans make such tools for themselves. 


(12)this paragraph was written with reference to: 


John Irwin, Margaret Hall : "Indian Painted and Printed Fabrics" 
Temple-cloths of Kalahasti: 


The technique of kalamkari is inherited in temple-cloths of Kalahasti in Andhra Pradesh located in the 
south of Masulipatam. In comparison with North India, because it was hardly influenced by other races 
and their cultures, Hindu tradition was cherished and unique culture was developed in South India. In 
the first half of the 14th century, it was founded the Vijayanagar Kingdom which adopted Hinduism and 
became a very rich country gifted with goods and large sea trade with the East and West. Many temples 
famous for their tall large towers called gopurams and solemn mural paintings were established. 
However, the capital was destroyed due to defeat to the Muslim Allies at the Battle of Talikota in 1565. 
It is preserved at temples of Virupaksha and Pampapati in Hampi remains of mural paintings which their 
tradition is regarded as origin of temple-cloths of Kalahasti. Although, this is yet a mere supposition 
since documents in those days do not remain. In the 19th century, Kalahasti was an important producing 
center of temple-cloths protected by temples, the royalty, and landlords. Whereas, they almost died out 
in the first half of the 20th century, and it was after India was independent that they were revived by All 
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India Handicrafts Board in 1958. Thereafter, education of artizans has been practiced at provincial 
training centers. 


The motifs of temple-cloths have been traditionally those based on scenes from “Ramayana” and 
Mahabharata,“ the two great epics every Hindu is acquainted with, and “Purana” in which ancient tales 
are collected. Today, it is also expressed images that have nothing to do with Hinduism, such as those 
of Jesus Christ or Buddha, and geometrical patterns. 


Decoration of Gold and Silver Leaves: 


The use of gold and silver leaves as decorative finish is not a traditional Indian technique but that 
probably imported from Persia in the 16th-17th centuries during the Mughal Empire. It is as simple as 
painting or printing patterns with sticky gum and arranging gold and silver leaves, sometimes sprinkling 
bits of mica, upon them. Items decorated by this technique were, dopatta (women’s head-veil) of fine 
muslin, sari, turban, decorative sash, and handkerchief. Handkerchief of no practical use was used for 
rites and as rumal to cover gifts. Gold and silver leaves that substituted for expensive and laboriously 
made embroideries and brocades were applied to cloths of stout cotton as well as those of luxurious 
velvet, which were made into flag, tent hanging, and decoration for elephant’s back. Places famous for 
this technique are, Jaipur, Sanganer, and Udaipur in Rajasthan, Ahmedabad and Baroda in Gujarat, and 
Bombay. 


(13)This paragraph was written with reference to; 


John Irwin, Margaret Hall ` “Indian Painted and Printed Fabrics" 
Copperplate and Roller Printing: 


India exerted great influence upon European textiles. Before the 17th century, it was unknown in Europe 
technique of mordant-dyeing; what was popular then was wood block printing on flax and silk cloths 
using pigments which were limited of colors, that were fugitive and inapplicable to clothes. The wonder 
of beautiful oriental cloths imported from India of colorful exotic patterns fade-proof and fast-dyed 
amazed the European people and created a sensation. As for early imitations of them, it is documented 
of an attempt practiced in 1648 by a card manufacturer in Marseilles in France obtaining cooperation 
from a wood relief engraver. 


The establishment of East India Company led rapid increase of European imports of Indian textiles. 
Consequently, in France, prohibitions of importing toile peinte (pattern-dyed cloths) and manufacturing 
imitations of them was enforced in 1686 in order to prevent domestic products being threatened, taking 
into consideration insecure position of domestic manufacturers who strongly opposed to them. In other 
European countries too, prohibitions of Indian products became effective, yet, because above all they 
fascinated people who issued embargoes on them, shortly, repeatedly enforced restrictions were eased and 
they became popular in Europe 4 


In Great Britain, it began manufacturing of pattern-printed cloths in 1676. While, in 1701, embargo on 
Indian products, and in 1721, law prohibiting domestic use of British pattern-printed cloths, became 
effective. However, laws had no practical effects, and in 1774, such restrictions were removed. In 1775, 
technique of anastatic copperplate printing was adapted to cloths and production of copperplate printed 
cloths of exquisite designs started. Due to invention of roller printing machine by a Scotsman Thomas 
Bell in 1783, roller printing industry was founded in 1785 by Livesey, Hargreave & Co., at Mossney in 
Lancashire. Thus, it became possible to design patterns without caring about seams. Thereafter, roller 
printing was succeeded by manufacturers of Manchester and improvement was made. Although it was 
extremely difficult to engrave patterns on copper rollers, thanks to invention of etching method using 
acid in 1821, the technique was at last completed. It became practicable to rotate rollers continuously, 
which realized output of more than 5,000 m of cloth per day and the age of mass-production had come. 
. The rise of urban middle-class in the 19th century acclerated mass-production of cheap products and the 
market no more required fine quality. Owing to development of chemical dyeing methods and discovery 
of artificial dyestuffs in the mid 19th century, range of printed cloths was enlarged, but their quality was 
debased. 
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In the early days, manufacturing of printed cloths flourished in the suburbs of London, whereas, 
productive centers gradually moved to the localities, that is, Lancashire and Cheshire in the latter half 
of the 18th century, and Manchester, the largest center of cotton printing industry then, in the beginning 
of the 19th century. Products of Manchester glutted the market, dominated the textile scene, and were 
exported to India which was already a British colony. Indeed, prosperity of Manchester was built upon 
the ruins of Indian handicraft manufacturing. 


Roller printing was practiced in India too, however, it is not documented when it began. In the end of 
the 19th century, at many large centers of textile industry was produced roller printed cloths quite 
difficult to be distinguished from those of Europe on account of Indian import of British machines and 
methods as well as chemical dyestuffs. From viewpoints of design, quality of cotton, and dyestuff, it is 
impossible to make distinction between British products of the first half of the 20th century to which are 
affixed trademarks of Manchester, and those of Calicut in Kerala, if there are no marks at all. In India, 
all roller printed cloths are called "Manchester" whether they are produced domestically or in Great 
Britain. 


(14)As for France, Oberkampf established a printing factory in Jouy in the suburbs of Paris in 1759 when all prohibitions concerning 
pattern-printed cloths were removed. The early design of Jouy were greatly ninae by that of Indian textiles. At first, source 
of design was seeked in the Orient, however, an original taste of Jouy was developed gradually. It has been famous the superior 
quality of Jouy printed cloths which are still being copied today. The factory was closed in 1843. 
with reference to; 

Akiko Fukai : “Furansu no Sarasa 一 Jouy-Kojo no Rekishi to Dezain —" (Japanese text) 
[origina] text by Josette Bredif : “Toiles de Jouy”] 
(15)this chapter was written with reference to following books; 
Lotika Varadarajan : "South Indian Traditions of Kalamkari" 
John Irwin, Margaret Hall : "Indian Painted and Printed Fabrics" 
Marg Publications (edit) “Homage to Kalamkari” 
Calico Museum (edit.) : “Treasures of Indian Textiles" 
Kotaro Kumano, Noriko Tomita : "Indo no Dento-Senshoku" (Japanese text) 
[original text by Marie-Louise Nabholz-Kartaschoff ` “Golden Sprays and Scarlet Flowers — Traditional Indian Textiles from the 
Museum of Ethnography Basel, Switzerland 一 "| 
Akiko Fukai : “Furansu no Sarasa 一 Jouy-Kojo no Rekishi to Dezain—” (Japanese text) 


[original text by Josette Bredif ` “Toiles de Jouy"] 
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WOVEN CLOTHS 


Brocades: 


Since the old days, many people came and went the Silk Road, the trade route which ran across the 
Eurasia Continent and connected the East and West. Because various goods were transported through 
the route, it often occurred strifes to obtain products, such as Chinese silk cloths, wild silk threads and 
cotton cloths of India, and to secure this very route. 


Silk cloth weaving that assumably originated from China was rapidly developed in the Han Dynasty and 
products were exported to West Asia and Rome. At Palmyra in Syria, it is found many fragments of 
Chinese brocades of the Han Dynasty. Syria was a district where weaving techniques were most 
developed in West Asia and under reign of the Eastern Roman Empire, it was a prosperous center of 
silk weaving industry. The Sasan Dynasty (226-642) of Persia annexed Syria, which led immigrations 
of artizans and Syrian silk weaving techniques into Persia. Although traditional Syrian brocade is 
tapestry in kind, considering excavated examples of Chinese warp-patterned brocades in Syria, it is 
imaginable that they were already known to the Syrian people in those days. 


Around 625, King Pulakesin II (throned 608-642) of the Chalukya Dynasty of India exchanged envoys 
with King Khosrow II (throned 591-628) of the Sasan Dynasty and presented him with Indian brocade 
of gold threads. The motif of foreign figures wearing pointed caps at the palace, that of mural painting 
in cave no.l in Ajanta, is regarded as scene of the feast held for Persian envoys.” From mural paintings 
in Ajanta, development of textiles in South India and a range of their decorative patterns can be easily 
understood. Indeed, it is presumable that Indian brocades exported to Persia exerted influence upon 
perfection of Persian weft-patterned brocades. 


The culture of the Tang Dynasty (618-907) which enjoyed the highest prosperity in history of China, was 
greatly effected by that of the Sasan Dynasty. Goods of Persia were transported to Changan by the 
Sogdians and imported Iranian culture swept the capital. Thus, it was manufactured large amount of 
Sasanian style craftworks which were bestowed from the Chinese Emperor to envoys of various 
countries. 


Due to invasion of the Arabians, the Sasan Dynasty declined in 651. Hence, Prince Peroz of the Dynasty 
sought refuge with his subordinates in Changan, the capital of the Tang Dynasty. From late 7th to early 
8th centuries, many Persian and Sogdian people immigrated into Changan so as to escape from 
disturbances of war. The influx of foreign cultures enhanced that of the Tang Dynasty, which attained 
its peak in the 8th century. The influence of Tang culture that exerted upon countries as far as Japan 
is obvious in textile fragments treasured at Shosoin.‘? 


It is supposed that Persian and Sogdian artizans who immigrated from Xiyu into Changan produced 
powerful effects on completion of Chinese brocades that were developed from warp-patterned ones to 
those of weft-pattern during the Tang Dynasty. In the ancient days, influx and efflux of cultures which 
took place in the East and West were remarkable, therefore, those of the two worlds intermingled. At 
various places they were assimilated and unified, gave birth to those original, and some died out. The 
history of antiquity is difficult to be clarified; perhaps I am thrilled with foolish ideas that are different 
from historical facts... Years flowed and in the 16th century, Emperor Akbar of the Mughal Dynasty 
* of India invited textile artizans from Persia of the Safavi Dynasty. Thus, it was seen cultural exchanges 
between the two countries, and culture of each progressed than before. 


Brocade is a general term for textiles woven of many threads of various colors, which patterns are 
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expressed by structure of woven threads. It is classified into two types; weft-patterned brocade which 
patterns and ground are made of threads that run crosswise and warp-patterned brocade of those running 
lengthwise. Kinkhab is the most splendid and magnificent kind, which threads of gold and silver are 
interwoven. Since the old days, Varanasi has been famous for brocades, while, those of Ahmedabad and 
Surat in Gujarat are also time-honored. Brocades are woven in Aurangabad in Maharashtra and 
Hyderabad in Andhra Pradesh too. Gold threads are made of silk fibers? wound with silver gilt threads. 
Places productive of gold and silver threads are Surat and Varanasi. Brocades of Varanasi woven before 
the 19th century bear delicate brilliance owing to extraordinary fineness of gold and silver threads and 
tightness of wefts. In South India, it has been produced sari made of red silk brocade in which are woven 
gold threads. 


Varanasi, a religious city and a center of weaving, flourished as the capital of the Kasi Kingdom in the 
days when Buddha was yet alive. In Sutras, it is mentioned that when Prince Siddhartha became a bonze, 
he took off luxurious silk clothes of courtly taste of Kasi and wore instead earth-colored robe namely 
kasayani vastrani?. Clothes permitted to bonze in those days were made of cloths woven of waste silk 
fibers from wild silkworms, what was called 'bark fiber' cloths then, and those of hemp. There is also 
a story in Sutra of a person who became to embrace Buddhist faith by making offering to Buddha of 
cloths interwoven gold threads. However, features of ancient brocades are yet beyond our conception. 


Among species of wild silkworms, it is said that Tussar originated in Bihar and Muga and Eri in Assam; 
today, they are reared in districts in Northeast India, such as Bihar, Orissa, and Assam. In the hinterland 
of Bihar is a large forest land, while, in the east of Assam is the Arakan Yoma (the Arakan Mountains) 
where mountain tribes live. For a long time, they have reared wild silkworms, spun threads, and woven 
cloths by means of simple backstrap looms. 


(1) Teruo Ueno points out doubt to this fact in viewpoint of age. 

(2) Among textile fragments treasured at Horyuji which are said to be older in style than those of Shosoin, there is a piece of 
weft-patterned brocade named "Shishikari-Mon no Nishiki." Its principal pattern consists of four king-like figures, each riding 
a heavenly horse and having lion hunt, arranged inside a medallion of circular shapes. Considering from the crescent-shaped 
crown mounted with a globe and wings, the figure is assumed as King Khosrow II who was a master of hunting. Although the 
pattern is typically Sasanian, because Chinese characters that represent ‘mountain’ and ‘luck’ are woven in the haunch of horse, 
it is presumable that the fragment was woven in China. Ken Tatsumura insists that it was custom-made to order of Sasanian Persia 
in China in the Sui Dynasty and was imported to Japan around the date when Shotoku-Taishi died (621) (with reference to 
"Otani-Tankentai Shorai no Kodai-Nishiki-Aya-Rui" [Japanese text] ). While, Eizo Ota claims that it was woven in China in 
the Tang Dynasty imitating Sasanian brocades imported during the Sui Dynasty without knowing who the figure was (with 
reference to "Daibutsu ni Kenno-sareta Perusha no Dantsu” [Japanese text] ). In my opinion, since medallion of circular shapes 
Western in its origin can be seen in mural paintings and excavated Central Asian textile fragments of the 7th century, it is regarded 
that the original brocade was imported to China around then. The motif of ‘horsemen having lion hunt’ which is vigorous, 
magnificent, sophisticated, and bears energy of prosperous age in contrast to exquisiteness of weaving, is also obviously Western 
in its origin. Therefore, it is assumed as late 7th or early 8th century when it was imported to Japan the imitation of Sasanian 
brocade of ‘horsemen having lion hunt’ manufactured in the Tang Dynasty in Changan where Sasanian goods were quite popular. 
with reference to following books; 
Keishiro Sato : "Kodai-Indo" (Japanese text) 
Shinjo Mizutani ` "Daito-Saiiki-Ki" (Japanese text) 
[original text by Hsuan-tsang; "Ta-t'ang Hsi-yu Chi"] 
Ken Tatsumura : “Saiiki-Bunka Kenkyu; Vol. 6, Otani-Tankentai Shorai no Kodai-Nishiki-Aya-Rui" (Japanese text) 
Eizo Ota : "Shosoin-Gire, Meibutsu-Gire; Daibutsu ni Kenno-sareta Perusha no Dantsu" (Japanese text) 
Gakushu-Kenkyu-Sha (edit.) : "Taikei Sekai no Bijutsu; Vol. 2, Kodai-Nishi-Ajia-Bijutsu" (Japanese text) 
Kazutoshi Nagasawa : "Shiruku-Rodo-Bunkashi" (Japanese text) 

(3) Silk threads are mostly dyed yellow. Sometimes, cotton threads are used too. 


(4) The term kasaya means 'surplice of tan’ or ‘yellow robe.” 
Himru: 


Himru is a kind of cloth which basically cotton threads are used for warps and those of silk for wefts 
and patterns are expressed by weaving into satin ground supplementary wefts. Because threads of gold 
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and silver are not used, generally, himru is regarded as second-class brocade, yet, it is often made into 
winter clothing, coverlet, and interior goods, due to its soft and puffy texture. Principal manufacturing 
centers of himru are Aurangabad and Hyderabad. It is said that manufacturing in Aurangabad began 
when King Muhammad of the Tughlug Dynasty established Daulatabad in West Deccan as the second 
capital of the Kingdom in the 14th century and made artizans of Varanasi and Ahmedabad immigrate 
into Aurangabad nearby. 


Baluchar Butidar: 


In the 18th-19th centuries, Murshidabad in West Bengal prospered as a center of weaving industry. 
Baluchar butidar, the famous sari of silk brocade manufactured in this district, was named after where 
it originated, the small village of Baluchar. In the broad middle part of Baluchar butidar was expressed 
small-flower-like fine decorative pattern called buti. While, on its both anchala (end piece) pattern 
which characterized this very type of sari; consisted of kalka (cone) pattern in the center surrounded with 
figures smoking huqqa (waterpipe), those holding wine glasses and blooming sprays, and playing 
musical instruments, ladies with maids, and horsemen, people all required in the aristocratic Hindu and 
Muslim society. Sari produced under protection of East India Company was of figures dressed in 
European fashion reflecting social situation of Bengal in those days. Figures were picturesquely 
expressed but highly stylized and weaving was fine and skillful. 


Drawloom called naksha⑤ which enabled to weave complicated patterns was used. However, at least two 
artizans were required to handle it, one to do the weaving, and the other to adjust the complicated 
harness cords of warps that made patterns. Therefore, it took three to four months as for master weavers, 
and six months for ordinary artizans, to weave sari of 5 yards long and 42 inches wide. 


On account of adoption of European fashion in Bengal, the center of British colonialization, exquisitely 
made decorative Baluchar sari became old-fashioned in the end of the 19th century. In 1903 when the 
great master weaver Dubraj died, Baluchar butidar which was produced abundantly in the past died out 
too. After India was independent, Baluchar butidar was revived as well as other handicrafts; today, that 
of more sophisticated design is being woven by trained artizans of Varanasi. 


(5)Naksha became the prototype of Jacquard loom. 
Kashmir Shawl: 


It was reached from Kashmir in North India to Yarkand in the East by crossing over the Karakorum 
Range and to Tibet by ascending the Indus River. Thus, pashmina, raw material for making Kashmir 
shawls, was possible to be obtained. While, it was transported products of Kashmir to the country and 
abroad due to location of Kashmir connected with Afghanistan and Persia in the West and routes that 
led to Delhi, Agra, and harbor of Surat, which were all domestic trading centers. 


It is said that manufacturing of Kashmir shawls began when Zain ul- Abidin (reigned 1459-1470), the 
Sultan of Kashmir, invited weavers from Turkestan to his palace. In the 16th century, Kashmir was 
annexed to the Mughal Empire in the reign of Emperor Akbar who ardently protected and encouraged 
manufacturing of Kashmir shawls. 


The structure of Kashmir shawl is twilled weave ground upon which patterns are expressed by tapestry 
weave using many tojili (wooden spools) wound with threads of various colors. The patterns became 
complicated in the beginning of the 19th century and artizans named rafugar sewed up partly woven 
cloths into a piece of shawl by stitches too fine to be seen. Kashmir shawls were expensive since patient 
concentration and labor were required to make them. In the 1820's, those of embroideries imitating 
woven ones appeared, which became much popular since after then. 


Kashmir shawls were exported to Europe in the latter half of the 17th century, and the fashion of wearing 
them on top of dresses of fine muslin became much in vogue in the early 19th century. Needless to 
mention that their expensiveness signified status symbol in those days. The peak of their exports was 
marked in the mid 19th century. 
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It was produced imitations of Kashmir shawls in the end of the 18th century. As it appeared on the 
market mass-produced imitations of Norwich, Edinburgh, and Paisley in Great Britain, and Lyon and 
Alsace in France, real Kashmir shawls could no more compete with Jacquard-woven cheap products. In 
fact, they died out in the end of the 19th century, yet, they were revived thereafter as Pashmina shawls 
of kani weave which patterns were expressed by tapestry weave on twilled ground. However, output of 
Pashmina shawls is fairly small. 


Kashmir shawls of fine quality are made of pashmina‘®, smooth and soft internal wool of Asian goat, 
capra hircus. Yt it said that wool of the finest quality is that of rare wild goats regarded as valuable 
animals. Such goats are now bred in Changthang region in Ladakh. 


(5) Pashmina originates from a Persian term pashm which means ‘wool.’ 


Muslin: 


One of the original features of the Indus Civilization is habitual use of cotton cloths, which is unseen 
in other civilizations of antiquity. Therefore, it may be a matter of course that people used to cotton since 
the old days have developed superior cloths which are inimitable. 


Asian cotton which assuambly originated from the Indus Valley” is considered to spread in the lower 
Indus in accordance with invasion of the Aryans into the Ganges Valley. Around the days of King 
Chandra Gupta (throned 324-300 B.C.) of the Maurya Dynasty, cotton was produced throughout India. 
In “Arthasastra,” it is referred to Valleys of Ganges, Mahanadi, Kaveri, Narmada, and upper Godavari, 
as productive districts of cotton of fine quality. While, in “Jataka,” the Kasi Kingdom is mentioned as 
a principal center of manufacturing cotton cloths as well as those of silk in the Sth or 6th century B.C. 
Cotton cloths of Kasi were exquisitely woven, smooth, bleached completely white, and their fibers were 
fine and soft. Tradition says that when Buddha died, his remains purified with balm were wrapped with 
brand new cotton cloths of Kasi. 


For a long time, cotton products of India have been exported to the West. In Iraq, it 1s found fragments 
of cotton cloths upon which are stamped seals excavated at Harappa, the ruins of the Indus Civilization. 
On the other hand, it is said that mummy from tomb of the 18th Dynasty of Egypt (declined in 1476 B. 
C.) was wrapped with muslin of India. In Babylon, Indian cotton cloths were called Sindhu and won 
public admiration. In the trade scene with Rome around the Ist century A.D., they were items of 
importance; among them all, exquisite muslin of the Ganges Valley known as ‘woven wind’ was highly 
valued, which the Roman Emperor willed to obtain regardless of its exorbitant price. 


During the Mughal Dynasty, gauzy mist-like muslin of finest quality woven in Dacca and Varanasi was 
called by elegant names, such as abrawan (flowing water), shabnam (evening dew), and bafthawa (woven 
air), and was exclusively obtained by the royalty. Jamdani (muslin of flower) was of beautiful 
discontinuous supplementary weft patterns of gold and silver threads and colorful and white pure cotton 
threads. In the old days, jamdani style muslin was called by elegant names after its delicate designs, for 
instance chitra virali (picturesque muslin) and pushpa patta (cloth of flower), and was manufactured for 
exclusive use of the royalty. Women in Bengal regarded expensive jamdani specially used for weddings 
and ceremonies as family heirloom to be handed down for generations. 


As items of European trade with Asia shifted from spices and peppers to cotton cloths in the end of the 
17th century, Bengal developed rapidly as a productive center of textiles. Since after the Restoration of 
Royal Rule in Great Britain (1660), demand for muslin increased and it was imported those of various 
qualities mostly produced in Dacca. Yet, owing to invention of Mule Spinning Machine by Samuel 
Crompton in 1779, to spin finer threads and to produce in Great Britain muslin that had been 
monopolistically manufactured in India became possible. In the 1790’s, machine-made products of 
Scotland and Lancashire appeared on the market. While, it was closed in 1818 the British factory in 
Dacca. Thereafter, machine-made British cotton products began to spread in villages in India. Report 
says handicraft manufacturing in Bengal declined abruptly then and the population of Dacca decreased 
from 150,000 to 30,000-40,000. Such a situation led Dacca on the wane, at the same time, eradicated 
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growing of cotton most suited to Dacca muslin. 


In general. fibers of Asian cotton were thick and short, and those of Dacca cotton were about 2.5 cm 
short which is never too long but are extremely thin and glossy. Therefore, cloths of Dacca were pliant 
and springy. Due to shortness of its fibers. Asian cotton was not suited to machine spinning and since 
after the Industrial Revolution, the British improved Indian cotton to that of long fibers. namely 
American Upland cotton. Thus, spinning artizans who could skillfully spin extremely fine threads of = 
200-4300 count were lost in the history and exquisite Dacca muslin that remained so long at last died 
out. What was the result of plant improvement for the sake of pursuit of profits and mass-production? 
.. Today, the kind of cotton mainly grown in India is American Upland cotton and it is too late to revive 
Dacca cotton again. 


(7) There is a view that Asian cotton originated from Africa. 
(8) passage on cotton in the antiquity with reference to: 
Hyobu Nishimura : “Indo, Tonan-Ajia no Senshoku" (Japanese text) 
(9) Sindhu indicates the Indus River. 
(10)this chapter was written with reference to following books: 
Krishna Riboud : "In Quest of Themes and Skills — Asian Textiles— " 
John Gillow, Nicholas Barnard : "Traditional Indian Textiles" 
Rustam J. Mehta: “Masterpieces of Indian Textiles — Hand-spun. Hand-woven. Traditional — " 
Calico Museum (edit.) : "Treasures of Indian Textiles” 
Akira Hibi : "Senshoku to Seikatsu: Vol. 25. Momen-Hinshu no Hensen" (Japanese text) 
Kotaro Kumano, Noriko Tomita : "Indo no Dento-Senshoku" (Japanese text) 
[original text by Marie-Louise Nabholz-Kartaschoff ` Golden Sprays and Scarlet Flowers — Traditional Indian Textiles from 


The Museum of Ethnography Basel. Switzerland 
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TIE-DYED IKAT CLOTHS 


Patola: 


It is required a long time extending over generations to establish a refined stylistic beauty. The social 
situation of India in the latter Veda Age, that already relied upon a range of social ‘professions,’ is 
reflected in the high level of textiles produced then. Among various handicraft products developed by 
people who belonged to specific communities and succeeded specific professions, Patola, a kind of silk 
tie-dyed Ikat cloth of Gujarat, has been highly praised in India and abroad. Owing to its splendor of 
harmonious colors and patterns and exquisiteness depending upon complete techniques, Patola is 
regarded as tie-dyed Ikat cloth which mark the zenith of world fame. 


In Gujarat, Patola that symbolized wealth and auspicious omen were robe as sari and odhani by the high 
society and the rich. Even today, they are essential to traditional ceremonies for specified people. 
Especially in weddings, they are items of importance, which are presented to the bride as bridal costumes 
from uncles on her mother's side, while, they are also made into shawl for the bridegroom and dresses 
for his mother and female relatives. 


Traditional Patola were of conventional colors and patterns that bore symbolic meanings. Motifs, such 
as elephant, tiger, and goat, which are also seen in seals found in the Indus Valley, suggest the cult of 
animals. In fact, since the old days, lion and elephant were adorned as holy animals. While, sacredness 
of pipal leaves were symbolically expressed as the heart-shaped leaf pattern namely pan bhat and lotus 
flowers signified holiness and fertility. The reason for maintenance of tradition in Patola is that they were 
given symbolic meanings and worshiped as sacred cloths. Such cloths of cult presumably must have 
carried the power to unify sanctity and secularity. 


Since after the 12th century, many references to ‘Patola’ indicating them as valuable cloths were seemed 
to be made in literature of Gujarat. Duarte Barbosa who stayed in Cananor (now Cannanore) on the 
Malabar Coast during the beginning of the 16th century (about 1500-1516) mentioned of trades of Pegu 
in Burma with Malacca and India in his geography book that “...Muslim trade ships stowed with what 
are called Patola, cotton or silk colorful cloths of Cambaia, arrive. Patola are extremely laboriously 
made and very expensive here...” An artwork representative of that in which Patola patterns are clearly 
expressed is the mural painting at Padmanabhapuram Palace of Kerela in South India where ancient 
Aryan tradition was inherited. It was painted for religious purpose, that is, so as to be worshiped.? In 
South India, Patola were made into hanging for temple use, robe for image of god, and decoration for 
elephant's back in festival. 


While, in Indonesia, Patola imported from India were cherished as sacred cloths which bore magical 
power, those indispensable to various rites, and treasured as family heirlooms. People of the ruling class 
robed them at ceremonies and dances in order to present their highness of class. At the palace of Java, 
tiger-and-elephant-patterned Patola especially custom-made for Indonesian use were regarded as the 
finest kind and used only in sacred ceremonies. The Sultan of Surakarta (Solo) in Java even made it 
a forbidden pattern that called ‘chaabdi bhat' consisted of arranged lotus flowers, which was permitted 
only for his clan. In Bali, incantational power was given to Patola and their fragments and fibers were 
burned for the purposes of curing mental disease, exorcising evil spirits, and healing the disabled, with 
the smoke. They were used as shrouds too. 


South India facing the South Seas had close relation with Indonesia where Indian colonies was 


established since the days of antiquity. Thus, a long history is hidden in background of the Indonesian's 
respect for Patola which are still beloved today. 
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To weave vivid patterns, warps and wefts were previously tie-dyed and then untied, next, warps were laid 
out on the loom so that patterns expressed by them and those of wefts crossed tightly. It was a work 
of minute care that also required patience and labor. Today, such kind of Patola are woven only by two 
families belonging to the Salvi community in Patan in Gujarat. Although chemical dyestuffs are used, 
old tradition is quite inherited by them. Those produced in Rajkot are not Patola of double bandha type 
resulting from extreme patience, but imitation which their patterns are expressed by either warps or wefts. 
They are just ordinary cloths of beautiful designs free from conventions and magical power of sacred 
symbol, which are made into a range of products not only sari. 


(1) Cambaia is Gujarat. 

with reference to; 

Shigeru Ikuta, et al. : “Toho-Shokoku-Ki” (Japanese text) 

[original text by Tome Pirés : "Suma Oriental que trata do Maar Roxo ate os Chins"] 
(2) Some examples of mural painting remain in South India. 
(3) Chaabdi bhat is known as 'basket design." 


(4) At the village of Tenganan in Bali, cotton tie-dyed Ikat cloth of double bandha type similar to Patola is still woven. 


Tie-dyed Ikat Cloths of Andhra Pradesh: 


Hyderabad, now the capital of Andhra Pradesh, flourished in the 17th century as a castle town of the 
Golconda Kingdom and grew larger since after the 18th century as it became the capital of the 
Hyderabad Kingdom, one of the largest Native States, until disorganization of the States in 1948. 
Located in the middle of Deccan, it was a center of trade routes that led to Masulipatam on the mouths 
of the Kistna River on the east, Madras on the south from Masulipatam, Goa on the west through 
Bijapur, and north India via Paithan. Today, it is the fifth largest city in India at the same time the most 
principal exporting center of tie-dyed Ikat cloths produced in its suburban villages. Among such villages, 
Pochampalli, Puttapaka, and Koyalaguddam, of Nalgonda are most notable. 


Weaving techniques were brought forth by artizans of Chirala in the beginning of the 20th century and 
developed after India was independent. Weavers all belonged to the Padmasali communitiy. In 
Puttapaka, the most complicated kind of tie-dyed Ikat cloths of double bandha type were manufactured. 
Contemporary products are of traditional Chirala patterns and imitations of other districts and explored 
are their new designs, techniques, and applied products; they definitely reflect the need of markets today. 


The history of tie-dyed Ikat cloths of this district is said to be traced back only to the latter half of the 
19th century. Their productive center then was Chirala in Guntur, famous for Telia rumal®. Telia 
rumal which meant ‘oiled square cloth’ was named after its oily smell due to treatment by means of oil 
indispensable to alizarine dyeing. It was cotton tie-dyed Ikat cloth of double bandha or weft bandha 
type, mainly of geometrical patterns consisted of three colors, red, white, and black. Simply woven Telia 
rumal was used for daily purpose by the local people and made into turban and loincloth. Also, sari and 
dopatta were made of it. Sophisticated tie-dyed Ikat cloths supplied demand of the rich. Dopatta of such 
decorated with embroideries was in fashion from the late 19th to the 20th centuries. 


During the 1920's-1930's, large quantity of Telia rumal called Asia rumal that was used as turban cloth 
was exported Burma, the coasts of the Persian Gulf, Arabia, and East Africa. Production dropped since 
after the World War II and it is barely manufactured today. 


(5) Telia originates from the term tel which means ‘oil.’ 


Tie-dyed Ikat Cloths of Orissa: 


Orissa is also a district productive of tie-dyed Ikat cloths. There is seen reference to the fine quality of 
cotton cloths of the Kalinga Kingdom in “Arthasastra.” Yet, although Orissa has been famous for 

textiles since the old days, it is unknown when manufacturing of tie-dyed Ikat cloths called Bandhas' in 
this district began. The remaining examples are those produced since after the latter half of the 19th 
century. 
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In Bargarh, Sonepur, and Sambalpur, it was woven cotton tie-dyed Ikat cloths which their techniques 
were developed by people of the Meher community. While, Nuapatna in Cuttack, products of silk and 
fibers of wild silkworm known as Tussar were made by those of the Patra community. Today, original 
styles developed severally in both areas are intermingled in every sense, that is, their materials, tech- 
niques, and patterns. 


Tie-dyed Ikat cloths of Orissa characterized by impressive delicate patterns remind Japanese e-gasuri 
(weft Ikat), due to their unevenly dyed fibers. They were either weft or warp bandha type, however, 
Sambalpur sari namely Saktapar‘” consisted of three different bandha weaving, double, weft, and warp. 
It also showed another feature of Orissa cloths, that is, patterning of continuous supplementary wefts or 
supplementary warps upon bandha ground. 


In Nuapatna, there was a kind of tie-dyed Ikat cloth known as ‘Pheta’® in which were expressed verses 
praising gods and goddesses by Devanagarese and Oryan scripts, taken from “Gita Govinda.“ Pheta 
was offered as robe for images of gods of Jagannatha and Balabhadra and goddess of Subhadra, 
worshiped at Jagannath Temple in Puri, the holy town of Hinduism. It was offered as sacredotal robe 
too, and was mostly of silk or fibers of Tussar. Pheta is still woven today, yet, that of cotton is being 
popular and manufacturing is traditionally inherited by weavers belonging to the Patra community. 


The motifs of pallav (end border) and side border of sari of cotton tie-dyed Ikat cloths woven in 
Sambalpur and Sonepur were of conventional hieroglyphic patterns which represented items, for instance 
elephant, lion, peacock, fish, and lotus flower. Their expressions took root into traditions of social, 
cultural, and religious life. Cloths were not only decorative but were given symbolic meanings and 
developed as spiritual goods that bore well-balanced beauty; however, today, few people are still 
conscious of their meanings. Owing to ‘demand of market’ continually in seek of ‘something new,’ 
traditional cloths inseparable from spiritual life are probable to be extinct within kaleidoscopic changes 
of the ages. 


(6) The Kalinga Kingdom correspond to Orissa today. Its territory extended from north to south between the two rivers of Mahanadi 
and Godavari. 

(7) Saktapar is named after its checker pattern. It is also a local term for 'chaupar,' a kind of game using dice and a cross-shaped 
checker-patterned cloth. 

(8) Pheta means 'small turban.' 

(9) "Gita Govinda (The Song of Cowherd)" was written by Jayadeva in the 12th century. 

(10)A mong textiles brought forth to Japan in the 17th-18th centuries by Dutch and British trade ships, it is known what is called "The 
Treasured Fragment of The Ii of The Hikone Clan (now collection of the Tokyo National Museum)" which is a piece of go-tenjo 
(fretwork ceiling) type cotton cloth. Upon its indigo blue on white double bandha ground, resist-dyed and mordant-dyed patterns 
are painted. Dyestuffs are of indigo and madder (or perhaps Chay). Well-known is the fact that Golconda has been famous for 
producing Chay of fine quality and also indigo. Of course, there is no way to connect tie-dyed Ikat cloths of Chirala and Orissa 
of the latter 19th century with this very fragment. Yet, as it is pointed out in "Golden Sprays and Scarlet Flowers — Traditional 
Indian Textiles from the Museum of Ethnography Basel, Switzerland 一 , " since it was exported from the Coromandel Coast 
products that constitute characteristic features of tie-dyed Ikat cloths of the 17th-18th centuries in senses of colors of indigo and 
madder, technique of cotton double bandha, and tradition of painting, it can readily be imagined that the fragment hides the key 


to trace back the history of tie-dyed Ikat cloths of Andhra Pradesh and Orissa. 


Mashru: 


Mashru is a kind of cloth which reflects tradition of the Muslim society. It was in the beginning of the 
13th century when the Muslims conquered North India and established the first Muslim Kingdom in 
India. Since courts of Sultans (Muslim Kings) were held at Delhi for generations, the period until 
establishment of the Mughal Kingdom is called the Age of Delhi Sultanate. Mashru is said to be 
developed during then. 


Mashru is unified cloth, using silk for warps and cotton for wefts. Because it is woven in satin weave, 


upon its surface appear warps of silk, while on its reverse wefts of cotton. The smooth and glossy texture 
is similar to that of silk. Concerning its literal meaning as ‘permitted’, Mashru had been the only kind 
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of cloth permitted for orthodox Muslim men forbidden by tradition to wear silk directly upon their skin. 
It was made use of by people other than Muslims too. 


Fundamental patterns of Mashru are stripes expressed by warps, which are developed into a range of 
variation by combining them with supplementary warps or arrowhead patterns. Its structure consists of 
chevron (arrowhead) patterns made by shifting warps when laying them out on the loom. Among 
various types of Mashru, that called khanjari of horizontally continuous delicate chevron patterns is 
regarded finer in quality as more units of more vividly expressed patterns are woven per fixed width. 
There is a kind of khanjari of thin pure silk which is woven abundantly and used as turban. Mashru 
is made into robe and covers for cushion and bolster. It is popular in Madhya Pradesh, Rajasthan, and 
Gujarat. Women of tribal society in Gujarat (areas of Kutch and Saurashtra) who formerly wore 
embroideried kanchali (blouse with sleeves) or choli (blouse) are now applying Mashru. It is woven in 
Patan, Surat, and Mandvi, in Gujarat, and Ajamgarh in Uttar Pradesh, that of artificial silk threads dyed 
with chemical dyestuffs, principally of stripe patterns. 


In the past, Mashru was much produced in places, such as Agra which prospered in rivalry with Delhi 
in the Mughal Age, Ahmedabad, the powerful city of provincial Mughal, Varanasi, the center of textile 
manufacturing since the antiquity where many Muslim weavers lived, Hyderabad, a Muslim city which 
became independent from Mughal, Mysore, a Hindu city in south India influenced by Muslim culture, 
and Chamba in north India where Mughal textile culture was imported. In miniature paintings of the 
same age and those of the Mughal School are seen striped cloths that seem to be Mashru. While, the 
image of Shah Jahan seated in peacock throne, painted in 1635, is robed in Muslin jama (long robe) and 
pyjama (trousers) of tricolor stripes of green, purple, and yellow. Imaginable is the striped pyjama as 
one of the earliest examples of Mashru. Similar examples are recognized in miniature paintings of 
Hyderabad, Basoli near Chamba, and Kulu. 


(II)Instead of Mashru. a Sanskrit term misru is also used, which means mixed.“ 
(12)this chapter was written with reference to following books: 
Mayumi Ogawa : "Indo no Kasuri-Monyo" (Japanese text) 
[original text by Chelna Desai : “Ikat Textiles of India"] 
Krishna Riboud : “In Quest of Themes and Skills — Asian Textiles — " 
Rustam J. Mehta ` “Masterpieces of Indian Textiles — Hand-spun, Hand-woven, Traditional —" 
Kotaro Kumano, Noriko Tomita : "Indo no Dento-Senshoku" (Japanese text) 
[original text by Marie-Louise Nabholz-Kartaschoff ` Golden Sprays and Scarlet Flowers — Traditional Indian Textiles from the 


Museum of Ethnography Basel, Switzerland —"] 
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TIE-DYED CLOTHS 


Early Examples: 


In West and North India, tie-dyed cloths are called bandhani‘ . While, the term chunari deriving from 
spotted patterns made by tie-dyeing is also used. 


It is unknown when tie-dyeing began in India, yet, reference to it is seen in “Harsha Charita,” the 
biography of King Harsha (throned 606-648), written in the 7th century by the court poet Bana. In mural 
paintings in Ajanta of the same period, presumably tie-dyed patterns decorate blouses of dancers and 
maids, and other upper garments. Among textile fragments excavated at Fostat, there are resist-dyed 
printed cloths of the Medieval Age of patterns imitating those of tie-dyed. As for early examples 
remaining in India, one of the fragments of silk cloths slipped between pages of a manuscript of Kalpa 
Sutra, the Jainist Scripture, for the purpose of protecting valuable illustrations is reported that traces of 
bandhani patterns can be noticed upon its exquisite silk ground. Still, whether it is a product of the 15th 
century as same as the illustrations is uncertain, and regarded as that of some ages thereafter. 


(1) Bandhani originates from Sanscrit terms bandhna or bandha which both mean ‘to tie.’ 
(2) passage on Kalpa Sutra fragment with reference to; 


Veronica Murphy, Rosemary Grill: “Tie-dyed Textiles of India 一 Tradition and Trade 一 ” 
Gujarat: 


Since the old days, tie-dyeing industry has been monopolized by Hindu and Muslim communities of 
Khatri. People of the Khatri community have also been engaged in weaving and printing. Tradition 
says Hindu Khatri immigrated into Gujarat from Punjab in the 15th century. While, that of the Muslims 
now scattered everywhere in Kutch from Sind. 


Tie-dyed cloth known as gharcholu is traditionally used as bride's veil in Hindu wedding in Gujarat. It 
is a cotton cloth interwoven gold threads in checkers, and in the square grounds marked off by gold 
threads are expressed motifs, such as geometrical patterns, dancers, elephants, and peacocks, by single- 
knot-ties of white, yellow, and green. The ground color is always red which signifies auspicious omen. 
Gharcholu is presented to the bride from the groom so as to celebrate their wedding. 


In Kutch, bride's veil and rumal (small cloth cover) for Muslim Kahtri wedding are manufactured. Veil 
is almost square in shape, in which the center are expressed large circular patterns, while in the four 
corners are those of smaller circles. Such a veil is named chandrokhani (moon-like) after the central 
circular patterns dyed red on black ground. Its square ground and hems are decorated with geometrical 
patterns. 


The water of Jamnagar in Saurashtra is said to be best for dyeing red color, therefore, dyeing process 
is principally practiced here. Manufacturing of tie-dyed cloths is an occupation for low wages taken 
charge of by women in villages such as Kutch. 


The productive centers of tie-dyed cloths in Gujarat are, Jamnagar, Porbandar, and Rajkot, in Saurash- 
tra, and Bhuj, Anjar, and Mandvi, in Kutch. Although chemical methods and dyestuffs are used today, 
techniques of tie-dyeing are fundamentally as same as those practiced in the past. That is, draft of 
patterns is drawn upon bleached thin cloths of silk and cotton® folded several times. Sometimes, it is 
drawn by means of printing with wood blocks. Geru, a mixure of orcher and water, or soot mixed with 
water, is used for drafting. The dots to be resist-dyed are pushed up from the reverse side of cloth by 
long pointed nail of artizan's left small finger? , and heads of pushed up parts are tightly tied in knots 
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with cotton threads. Then, the cloth is soaked in dyes. Several times of this process are required to 
complete a single pattern, and dyeing is repeated from bright colors to those dark. Tie-dyed cloths are 
often sold with knots stilled tied in order to indicate that they are not printed but indeed tie-dyed. Thus, 
patterns appear when cloths are stretched and knots get untied in front of buyers. Yet, silk products are 
sold after knots are untied and pressed even. 


(3) Thick cotton cloths and those of wool are not used. 


(4) Sometimes, artificial pointed metal nail is attached to artizan's finger. 
Rajasthan: 


In the west of the Aravalli Hills which cross Rajasthan obliquely from north to south spreads a dry land 
that leads to the Thar Desert. People living in severe nature of the desert district have been wearing 
clothes dyed in red and yellow of patterns that image the sun. For certain, it glitters colorfully the land 
of Rajput where live those who represent themselves as the sons of Surya, the god of sun. 


In this district, many villages productive of tie-dyed cloths are scattered, and principal manufacturing 
centers are, Jaipur, Bikaner, Sikar, Jodhpur, Barmer, and Nathdwara. In Jaipur, excessively sophisti- 
cated tie-dyed cloths were produced under influence of the Mughal Empire. Product that suited taste of 
the royalty was called lahariya(? dyed differently to bandhani. Oblique stripes of lahariya were expressed 
by winding up the cloth from its corners just like ropes and tightly tying with cotton threads the parts 
to be resist-dyed. In case of colorful stripes, the cloth was untied and dyed again in different colors. As 
for oblique checkers, already dyed cloth of oblique stripes was unwound, then wound once more from 
other corners and dyed. Thus, checker patterns appeared. Sometimes, the cloth was partly dipped in 
dyes, painted, or discharge-dyed, to express small checker patterns. Such a type was called mothara®. 
In order to make zig-zag patterns, the cloth was folded with pleats.” Lahariya was made of thin 
exquisite muslin and used as turban and veil. Decorations of gold and silver leaves were printed upon 
tie-dyed cloth so as to enhance its exquisiteness. However, extremely complicated tie-dyeing techniques 
practiced in the old days are impossible to be figured today. Lahariya is still produced in Jaipur, 
Jodhpur, Udaipur, and Nathdwara, yet, it is not nearly so beautiful as that manufactured in the past. 


In the 19th century, marvelous delicate tie-dyed cloths were produced in Jaipur, Kota, Ajmer, and Alwar. 
Owing to influx of machine-printed cheap British imitations into Indian market in the latter half of the 
19th century, it was blasted hopes of humbly lived artizans who took pride and faith in more wonderful 
works. Hence, sophisticated artistic sense cultivated in tradition and techniques that supported it were 
lost. 


Today, tie-dyeing is popular in Rajasthan and Gujarat and at bazars, products of bright colors are piled. 
Indeed, they are never competitive with antique ones, however, it is possible to regard them as results 
of patient endeavor for fifty years since India's independence. 


(5) Lahariya originates from the term lahara which means ‘wave.’ 
(6) Mothara originates from the term moth which means ‘lentil.’ 
(7) Cloths are usually folded four times. 
(8) this chapter was written with reference to following books; 
Veronica Murphy, Rosemary Grill : "Tie-dyed Textiles of India 一 Tradition and Trade 一 ” 
Kotaro Kumano, Noriko Tomita : "Indo no Dento-Senshoku" (Japanese text) 
[original text by Marie-Louise Nabholz-Kartaschoff : "Golden Sprays and Scarlet Flowers — Traditional Indian Textiles from 
The Museum of Ethnography Basel, Switzerland 一 "] 
John Gillow, Nicholas Barnard : "Traditional Indian Textiles" 


Rustam J. Mehta “Masterpieces of Indian Textiles — Hand-spun, Hand-woven, Traditional“ 
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EMBROIDERIES 


Early Examples: 


The wide range and perfection of Indian embroideries which clearly reflect regional and tribal character- 
istics indicate the long history of this art since the days of antiquity. Concerning the fact that ancient 
Indian people wore unsewn clothes, it is presumed that the bronze needles excavated at Mohenjo-Daro 
were use to decorate them with embroideries. The soapstone bust of a male figure found at the same is 
robed in clothe of trefoil pattern which its releif expression is pointed out to resemble embroidering. 
Among supplementary materials for study of embroideries are included “The Vedas," Buddhist scripts, 
literature, records written by people who visited India, sculptures, and mural and other paintings. One 
of the most early examples of embroidery works remaining in India is the Jaina panel of the 15th or 16th 
century made in Gujarat, which image of goddess is stitched upon red cotton cloth with silk threads and 
fibers of kusha, the sacred grass. 


The Mughal Style: 


As well as other textile products, embroidery works were developed under protection of the Mughal 
Empire which enjoyed steady prosper, and at the royal workshop were made those of splendid Mughal 
style luxuriously using silk, gold, and silver threads, that marked the zenith of Indian embroideries due 
to their sophisticated decorative taste. It is known remainders of *movable palace' entirely covered with 
scarlet silk velvet cloths and embroideried completely upon ceiling, walls, and interior decoration, of 
flower patterns with gold threads. When indication of the Empire's decline became apparent since after 
Emperor Aurangzeb died, courtly culture went on the wane, which in the latter half of the 18th century, 
led extinction of embroideries as luxurious as those of the early Mughal style, yet, their sophisticated 
beauty was maintained until the end of the 19th century. As for those applied to hanging, canopy, and 
floor spread, were still splendid, while that of small-flower-scattered pattern consisted of satin stitch, 
chain stitch, and stem stitch, decorating thin cotton cloths of fine quality was very delicate. 


Phulkari: 


In Punjab, cloths called Phulkari and Bagh making the most of darning stitch were made by women for 
their family use. They were principally used as veil and also robe and hanging. Their origin is 
unknown, however, they are said to be brought forth by the Jat, people of the agricultural caste (or jati™) 
of Northwest India. 


There were two kinds of Phulkari , one for daily life, and the other for ceremonial use such as wedding. 
Bagh3 , a special type of Phulkari for the latter use, was especially made for wedding. When a baby 
was born, grandmother immediatedly chose a lucky day and began to make Bagh; if the baby was a girl, 
it was embroideried by her grandmother on her mother's side for her wedding day, and if a boy, by his 
grandmother on his father's side for his future bride. Indeed, Bagh was made wholeheartedly stitch by 
stitch with the years for the grandchild. That made by grandmother on mother's side was of double 
darning stitch that let patterns appear on its both sides, and it was stitched upon red cloth with golden 
yellow threads as extensive as the surface could not be seen. After the wedding, Bagh was used when 
festival and ceremony were held and was treasured for generations as family heirloom. 


The patterns differed in the west and east of Punjab, that is, geometrical ones were popular in the west, 
while, those of the east consisted of vividly expressed in simple but impressive shapes items familiar to 
people's daily life and treasured goods, such as flowers, animals, birds, figures, buildings, and jewelery. 


As for ground cloth, thick hand-woven cotton khaddar was used, upon which was done darning stitch 


from the its back side, counting texture along the pattern and picking thread at each stitch. When making 
geometrical patterns, it was not stitched in one direction but horizontal and vertical stitches were 
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combined. Therefore, shadows cast over the cloth as light shined upon it, which made it gleam. 
Untwisted floss silk of white, golden yellow, orange, deep carmine, and green, was used for stitching. 
The colors of ground cloths were white, black, red, and indigo blue. In Hazara in West Punjab, halwan, 
cotton cloth of fine quality, was used for ground cloth of Phulkari, and extremely complicated patterns 
were stitched applying skillful techniques. 


Phulkari that had been made for domestic use later became to be produced as an article of commerce; 
today, laboriously made wonderful Phulkari resulting from great efforts are no more seen. Formerly, 
Phulkari meant cloths for daily use, however, nowadays, it is not distinguished between that and Bagh, 
and both are called Phulkari. 


(1) Jatt means ‘origin. 
(2) Phulkari which means ‘embroideries of flowers’ originates from the terms phul for ‘flower’ and kari for *work.' 
(3) The original meaning of Bagh is garden.“ 


(4) Items which reflected certain ages such as that of train were applied too. 


Chamba Rumal: 


In Himachal Pradesh, the hill areas in West Himalayas, embroidery works full of poetical sentiment as 
beautiful as paintings of the latter half of the 18th to the early 20th centuries were made. That is, elegant 
rumal was manufactured by courtly ladies who lived half-isolated under the parda institution, while 
that of fresh native taste by the local women. Chamba was famous as a productive center of products 
known as Chamba rumal. Remaining examples of the early ages are those mostly stitched by the courtly 
ladies. It ıs said that they reflect miniature paintings characterized by their poetical sentiment produced 
in Chamba, Basoli, Kangra, Guler, and other places in the hill areas, in those days. Because dessins of 
early Chamba rumal of steady composition were drawn by courtly painters, it was an embroidery work 
as if its theme, composition, and colors, almost as same as those of the original painting, were copied 
with needle and threads upon cloth.“ 


As for its techniques, it was applied running stitch for outlines of patterns which were filled with double 
darning stitch that let ground of patterns appear same on both sides of cloth. Wonderful example was 
so exquisitely embroideried with fine stitches that its both sides could not be distinguished. The ground 
cloth was of cotton muslin of fine quality hand-spun and hand-woven in Punjab. Chamba rumal 
prevailed until the beginning of the 20th century and it was used machine-woven cotton cloth of fine 
quality as ground cloth and untwisted floss silk for stitching around then. In technical sense, Chamba 
rumal was quite influenced by embroidery works of Punjab. 


The principally expressed theme was “Krishna Lila,” the story of love and marriage having Krishna” 
for leading character, of which the most beloved was the theme of Rasamandala, the scene of Krishna 
dancing in a circle hand in hand with a group of gopi (herdgirl). In addition to this, there were the tale 
of Nayaka (hero) and Nayika (heroine) expressed as love story of commonly man and woman and scenes 
of hunting and wedding. 


Rumal was square or rectangle and used as cloth to cover offering for god or present in wedding. 
Embroidering was applied not only to rumal but also to interior decoration, robe, and hanging for 
temple use. 


(5) Parda means 'curtain.' 

(6) It is pointed out that embroidery works of Chamba indeed reflect Pahari miniature paintings. however, their immediate source of 
inspiration is mural paintings at Rang Mahal where courtly ladies of the Chamba Palace lived. 
with reference to; 
John Irwin, Margaret Hall : "Indian Embroideries" 


7) Krishna is the incarnation of Vishnu. 
Kashmir: 


Kashmir shawl brought to Europe from India attained peaks of fashion among the rich and amount of 
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exports in the latter half of the 18th to the 19th centuries. 


In the beginning of the 19th century, it was originated by an Armenian, Khwaja Yusuf, that decorated 
with embroideries as imitation of expensive woven Kashmir shawl which required labor and wages. 
Thus, stitching that formerly was secondary skill to connect small pieces of woven cloths into a large one 
or to decorate borders became an independent technique of Kashmir embroideries. Embroideried 
Kashmir shawl stitched by male artizans was from the first manufactured as an article of commerce. 
Upon woolen cloth, principally stem stitch and satin stitch and sometimes darning stitch were done with 
silk threads. Chain stitch was applied to products of not so fine quality of the latter period. 


Cambay Style: 


The splendor of Gujarat embroideries was known world-widely since the early days. When Great Britain 
founded East India Company and established her factory in Surat in 1600, embroideried cloths of 
Gujarat already qualified in Europe then began to be exported in large quantity. Sophisticated 
magnificently colorful Cambay style embroideried cloths of white cotton finely and elaborately stitched 
upon with silk applying chain stitch won great admiration of the European people and were made into 
hanging, canopy, and bedcover. Their productive center was Cambay, while, they were manufactured in 
Patan and other districts too. In the end of the 17th century, amount of exports decreased. Cambay style 
cloths were made until the late 19th century, yet, products in those days were no more as elaborate as 
early examples. 


Two interesting hangings of same design remain; one is of Cambay style embroidery, while, the other 
which is said to be manufactured in Ahmedabad is painted. Both of them are products made in the late 
17th to the early 18th centuries for European export use. The pattern is a scape of rocky mountains of 
Chinese taste, in which figures and animals are arranged. From the mountains extend crooked blooming 
boughs, and birds and insects are expressed among them. It is a design which reflects Chinoiserie which 
was popular in Europe in those days, that of somewhat hybrid style, in other words, an European 
interpretation of Orient added Indian and Persian tastes by embroidery artizans of India. It is considered 
as an applied form of its origin, a crewel-work hanging of quite similar style made in Great Britain 
around then. As for the painted cloth, hangings of same pattern are found at the Victoria and Albert 
Museum and the Calico Museum in Ahmedabad. Probably, it was painted in order to save labor 
required for expensive and elaborate embroidering. 


(8) There are other examples of painted cloths and those embroideried of resembling design. The British called them as 'needleworked 


chintz' which their designs assumably were based upon those of real chintz. 
Kutch and Saurashtra: 


In Kutch and Saurashtra in Gujarat, there are embroidery works characterized by their local feature 
impressive of strong vitality of people living within the land. 


In the 19th century, the Bhuj Kingdom in Kutch prospered regardless of its small territory. Under the 
protection of the royalty, embroidery artizans of the Mochi community stitched upon royal robe and 
interior decorations until the beginning of this century. Chain stitch with silk threads was done by using 
ari, a hook-shape-pointed gimlet, upon satin cloth spread on wooden frame. Patterns of fine stitches 
filled wholely the cloth. Artizans traditionally belonged to castes (or jatis) of shoe repairers and leather 
craftsmen. While, in Sind, it was made embroideried leathercraft of patterns expressed with chain stitch 
also applying the tool ari. Although Sind and Kutch are now divided by the border line, they have been 
culturally influential to each other since the old days. Tradition says that techniques of embroideries in 
Kutch were immigrated three hundred years ago by a Muslim fakir (ascetic) from Sind. When the Mochi 
community became to be engaged in embroidering on silk cloths is unknown, yet, there remain examples 
of hanging of the 19th century and ghaghara (skirt) of elaborate chain stitch which were provided for 
demand of ladies of the royalty and the gentry of mid 19th century. 


Embroidery works of Saurashtra were mostly domestic handicrafts made by women. It was much 
preferred darning stitch and close herringbone stitch, and mirror work intersewing small pieces of mirror 


gave visual accent to them. 


The landlord caste Kathi decorated their houses with a range of embroideried cloths, such as hanging, 
canopy, toran (door hanging), patta (narrow band-shaped hanging), and chakla? Around the late 19th 
century, embroidery artizans of the Mochi community that immigrated from Kutch took orders of the 
Kathi and stitched principally upon bride's outfit. Embroidery works for the merchant caste Mahajan 
were of simple geometrical patterns consisted of rhombuses and triangles, and mirror work was applied 
at each point where patterns intersected. Long darning stitch was done with untwisted silk threads. Since 
adjoining motifs were stitched in different directions, that is, those horizontally and vertically stitched 
were repeated side by side, effect of light and shade occurred upon embroidering of single-colored silk 
threads, which gave deepness to simple patterrns. The most preferred combination was peony pink silk 
threads stitched upon indigo blue cotton cloths with accents of color threads of white, yellow, and green. 
Since after the beginning of the 20th century, the Mahajan too employed artizans of the Mochi 
community. Thus, as for an example of toran, the rectangular part of geometrical patterns constitute a 
characteristic feature of the Mahajan, while, the pendant part of the Mochi community, and two diverse 
styles are unified in a single piece of work. 


In addition to the Kathi and the Mahajan, there were small tribes engaged in agriculture or pasturage 
that inherited their original tribal styles until the early 20th century. However, today, such styles and 
techniques of embroidering are intermingled and products of similar styles are made. 


Embroideried works of the Banjara and the Lanbadi leading vagabond life in West and South India are 
decorated with small pieces of mirror and sometimes cowrie shells or frills. 


(9) Chakla is an embroideried square cloth in which a bride wraps the articles of her dowry, mainly textiles such as quilts and other 
articles for the house, and personal clothing. When she reaches her husband's home, it is hung upon the wall of their sleeping- 
chamber as an auspicious emblem. 
with reference to; 


John Irwin, Margaret Hall : "Indian Embroideries” 
Bengal Quilt: 


From the 16th to early 17th centuries, Portugal monopolized the trade scene of East India. On order of 
the Portuguese, it was manufactured in Satgaon in Hugli bedcover and hanging made of white cotton 
cloths?? quilted with threads of fibers of wild silkworms" as important export goods. The techniques 
were generally of stitching outlines of patterns by chain stitch and filling ground patterns by back stitch, 
while, there were examples which patterns were extensively stitched by chain stitch. Knot stitch was 
applied too. As for their motifs, scenes of hunting arranging European figures with birds and animals, 
that of carak"? and monstrous fish, and those taken from the Old Testament, were picturesquely 
expressed. Since after Hugli was invaded by the Mughal Empire in 1632, the Portuguese became no more 
influential and embroidery works died out naturally. l 


(10)Jute cloths were used too. 
(11)Species of silkworms were, Tussur, Muga, and Eri. 


(12)Carak is armed trade ship of Portugal. 
Dacca: 


People living in the dry land in West India invented embroidery works of rich colors, on the other hand, 
those of the wet on the lower Ganges made white ones. Products of Dacca were famous in Europe 
known as ‘white embroideries.’ 


In Dacca (former Bengal), it was manufactured muslin cloths embroideried with colorful silk threads, 
and those quite similar to Chikankari (Chikan embroideries) with cotton threads. Since after the 
Portuguese lost their power, Great Britain advanced into Bengal, and established her factories in Patna, 
Kashimbazar, and Dacca, in order to take lead of the trade scene. The demand for silk and cotton 
increased thereafter the British Restoration of Royal Rule, which led rapid increase of imports from 
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Dacca of various cotton cloths of fine quality and embroideried muslin. Yet, muslin of the finest quality 
provided courtly use of the Mughal Empire. In Mughal miniature paintings, it is seen figures of the 
royalty and nobility wearing jama, patka (sash), and shawl, of embroideried muslin as thin as mist. 


Chikankari: 


Chikankari (Chikan embroideries) of Lucknow came from Dacca. In the 18th century, Nawab (viceroy) 
of Awadh moved the capital from Faizabad to Lucknow and established the Awadh Kingdom indepen- 
dent from the Mughal Empire no more powerful than before. Nawab who lived in luxury was a 
protector of arts and crafts, and made efforts for their development. Lucknow became a center of Muslim 
culture, where commerce and industry were developed. Chikankari was developed in the 19th century 
by artizans who immigrated from Dacca and it was produced great amount in the end of the century. 
There were professional embroidery artizans engaged in making products of fine quality and those 
custom-made, however, mass-produced ones of repeated patterns applied to clothing fabric and veil were 
stitched by women and children of the lowest caste for cheap wages. 


Chikankari applied to clothes, kerchief, rumal, dopatta, sari, and clothing fabrics, is stitched with white 
cotton threads upon cotton cloths of fine quality. Several kinds of stitches are combined, and among them 
all, open work and shadow work constitute characteristic features of Chikankari. There are examples 
of Lucknow of flower motifs stitched with impressive yellowish Tussur silk threads. 


Kantha: 


From the 19th to mid 20th centuries, embroideried quilt called Kantha was manufactured by women in 
Bengal. 


It was made of layered pieces of worn-out white cotton dhoti (men's loincloth), upon which was stitched 
with colorful threads taken from borders of waste clothes by running stitch, darning stitch, chain stitch, 
and satin stitch. The patterns generally consisted of lotus flowers that symbolized fertility in the center, 
and animals, birds, flowers, trees, figures, and motifs from daily life, arranged around them. After 
patterns were stitched, the ground was done with white cotton threads by fine running stitch. Kantha 
was a practical embroidery work in which were felt wishes for fertility, wealth, and happiness, of family 
conveyed in each stitch. Thus, worn-out clothes revived as a beautiful piece of work and was used as 
hanging, bedcover, shawl, coverlet, and sometimes present for relatives. 


It is pointed out the resemblance of patterns of Kantha to those of alponat? painted by women of 
Bengal. 


(13)Alpona known by other names is painted in various districts. It is a mandala-like painting expressed with dissolved rice powder 
upon floor or entrance of house when holding rites to welcome Lakshmi, the goddess of auspicious omen, and having domestic 
ceremony. 

(14)this chapter was written with references to following books; 

John Irwin, Margaret Hall : “Indian Embroideries" 

Kotaro Kumano, Noriko Tomita : "Indo no Dento-Senshoku" (Japanese text) 

[original text by Marie-Louise Nabholz-Kartaschoff ` “Goden Sprays and Scarlet Flowers — Traditional Indian Textiles from The 
Museum of Ethonography Basel, Switzerland — “] 

Sivendra Krishna Mookerjee, Yasunosuke Nakajima, Ken Tatsumura : "Indo Kodai-Senshoku" (Japanese text) 

John Irwin, P. R. Schwartz : "Studies in Indo-European Textile History" 

Kamaladevi Chattopadhyay : "Indian Embroidery" 

Vishwa Chander Ohri : “Arts of Himachal” 
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こん な に イン ド の 染織 品 を 収集 し て いた と は 自分 で も 気が付い て いな か っ た 。 出版 の 話 
が 出 て 整理 し 始め て みる と 、 思 っ て いた 以上 に 集め て いた 。 イ ンド は 広く 、 染 織 品 は 多岐 
に わた っ て いる 。 この 本 に は 450 点 余り 掲載 きれ て いる が 、 コ レク ショ ン は 私 個人 の 興味 を 
中 心 と し た も の で 、 系 統 立 て て 収集 し た も の で は な い 。 

古く か ら イ ンド は 無数 と いえ る 程 の 染織 品 を 生産 し て きた が 残っ て いる 数 は 多く な く 、 
百年 以上 前 の 布 を 見 い 出す こと は 容易 で は な い 。 一 つ に は 布 は 消耗 員 で ある か ら で あ る 。 
まし て 一 年 間 に 四 ヶ月 も 雨季 が あり 、 苦 酷 な 気象 条件 の も と で は 布 の 保存 に と っ て 余 程 良 
い 条件 が 整わ な いと 残る も の で は な い 。 残る 条件 は 先ず それ が 上 等 の も の で あり 、 大 切 に 
扱わ れ て きた か ら で あ る 。 残さ れ た 布 は 貴重 で ある 。 

作業 に と りか か っ て か ら 二 年 近い 年 月 が 流れ た 。 布 の 選定 、 分 類 、 写 真 撮影 、 図 版 資 料 
作成 へ と か か っ て いっ た 。 場 所 と 時 代 の 判定 、 こ れ は 根気 の いる 仕事 で あっ た 。 イ ンド 亜 
大 陸 の 地理 を 把握 し 、 歴 史 の 流れ を 知る こと な し に は 判別 で きる も の で は な い 。 それに は 
イン ドド 美術 に 魅せ られ て 広大 な 大 地 を 北 か ら 南 、 西 か ら 東 へ と 旅 を 重ね た 数 多く の 経験 が 
役に立っ て いる 。 可能 な 限り 先 人 の 研究 、 判 別に 目 を 通し 参照 し た 。 資料 作り に は 先 人 の 
研究 に 負う と ころ が 多い が 、 そ の まま う の み に する こと な く 、 一 点 一 点 見 直し 、 注 意 深く 
判別 し て いっ た 。 こ れ ま で 我国 に 於 て 、 年 代 が 古 め に 判定 され すぎ て きた 嫌い が ある 。 間 
違っ て いた り 、 思 い 違 い を し て いる 点 も 少し は あろ うか と 思う が 、 今 後 の 研究 に と っ て 一 
助 と な る 資料 で あろ うと 信じ て いる 。 図 版 資 料 作成 は 、 本 文 も 書い て くれ た 中 冨 の 地道 な 
作業 に 負う と ころ が 大 きい 。 彼 女 自 身 も 通算 一 年 半 程 イ ンド に 滞在 し て お り 、 イ ンド の 上 染 
織 を 深く 愛し て いる か ら こ そ 続 けら れ た 仕事 だ と 思っ て いる 。 全く この 本 は 彼女 の 忍耐 強 
い 努 力 の 結 品 で あり 、 彼 女 が いな けれ ば この 本 は 出来 な か っ た 。 私 が イン ド の 染織 に 興味 
を 持つ よう に な っ て 収集 を 始め た の も 、 実 は 彼女 の 影響 が ある 。 

装 帆 、 レ イア ウト だ け で な く 、 き ま ぎ ま な 注文 や 相談 に 常に 快く 応じ し て 協力 し て 下さ っ 
に 吉川 陽 久 氏 、 何 度 も 何 度 も 足 を 運ん で 本 に な る まで の 類 わ し い 労 を 引き 受け て 下さ っ た 
奥田 プリ ン テ ィ ン グ ア ー ト の 典 田 昭之 氏 、 引 用 文献 の 原典 資料 を 探し て 、 関 係 者 以外 に は 
排他 的 な 国 公立 の 博物 館 の 資料 室 や 大 学 の 図書 館 な ど へ も 足 を 運び 、 英 文 翻訳 に 御 尽 力 を 
項 い た 二瓶 優子 氏 に 心から の 感謝 を 申し 述べ た い 。 ま た 最終 的 に 出版 を 引き 受け て 下さ っ - 
た 京都 書院 に お 礼 を 申し 上 げ る 。 

長い 間 収 集 に 尽力 し て くれ た イン ド の 友人 、 ジ ャ イプ ー ル に 住む せ モ ハン ・ シ ン 氏 に も 感 
謝 の 意 を 表し た い 。 彼 と は 十 五 年 来 の 友人 で あり 、 よ く あ ちこ ちと 所 蔵 家 の 家 を まわ っ た 。 

イン ド の アン ティ ー ク ・ マ ー ケ ッ ト か ら 恐 らく あと 数 年 で 古い 染織 品 は 消え て いく の で 
は な いか と 思う 。 も し 出る と すれ ば マハ ・ ラ ー ジ ャ の 放出 物 か 、 寺 院 か ら 持ち 出さ れ た も 
の に 限ら ちら れる で あろ う 。 

た めし 刷り を 改め て 見 て 、 そ の 美しい 色 と デ ザイ ン 、 そ れ は 古い も の に も か か わら ず 、 
現代 に 生き る 私 達 に も 響い て くる も の だ と 確信 で きる 。 そ の よう な 、 時 代 を 超え る 仕事 を 
し な けれ ば と 私 に 語り か け て くる 。 
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Afterword 


Never did I notice myself that I had been collecting Indian textiles so extensively, and when 
I reseatched into them due to the proposal to publish a book concerning them, the number 
of items counted up to that I never dreamed of. India is a country of vast land where a wide 
range of textiles can be found. In this book, nearly 450 pieces of textiles are included, yet, 
they are unsystematically collected from the viewpoint of my personal interest. 


Since the antiquity, it has been produced infinite number of textiles in India, however, not 
many of them remain and to find those which date back more than hundred years is not easy. 
One of the reasons is that cloths have been regarded as articles of consumption. While, it goes 
without saying that India's severe weather consisted of four rainy months per a year is never 
appropriate for preservation of textiles unless fairly good conditions are fulfilled. Hence, those 
remaining are of fine quality from the first and have been handled with much care. In other 
words, they are the precious kind. 


Nearly two years passed by since I got started on a series of works, such as selection, 
classification, and photographing of cloths, and preparing the plates. Attribution of place and 
age was a deed in which were required patience at the same time geographical and historical 
knowledges of India. For this matter, wide experience of travel in the vast land from north 
to south and west to east seeking for fascinating Indian art was made good use of. As a matter 
of course, I looked over and referred to studies and attribution of the predecessors as much 
as possible. When preparing materials, much was indebted to the forerunners, yet, never did 
I cram their achievements but reconsidered each of them and carefully dealt with attribution. 
Presumably, in Japan, many Indian textiles have been dated back to too old ages; of course, 
there may be mistakes and misunderstandings in my research, although, I believe that this 
book shall contribute to studies in Indian textiles in the future. Concerning preparation of 
plates, I owe Ms. Kiyoko Nakatomi much for her steady endeavors. She too stayed for the 
total period of one and a half year in India, and my research could not be continued but for 
her deep love for Indian textiles. Consequently, this book is indeed the fruit of her patient 
efforts. It is not too much to say that publication was impossible without her help. To speak 
honestly, it was under her influence that I became interested in Indian textiles and began to 
collect them. 


I would like to express my gratitude to Mr. Haruhisa Yoshikawa who was always cooperative 
and readily gave me advices concerning not only editorial and layout designs but also other 
various matters, Mr. Akiyuki Okuda of Okuda Printing Art who visited me any number of 
times until completion of the book so as to positively undertake troublesome deeds, and Ms. 
Yuko Nihei who applied herself to English translations and payed frequent visits in order to 
search for originals of quoted texts to libraries of national museums and universities so 
exclusive to people except for those concerned. Together, I cordially thank Kyoto Shoin for 
eventually taking on publication. 


I also would like to offer Mr. Mohan Singh, an Indian friend living in Jaipur, my heartfelt 
thanks for his cooperations in such a long-continued collecting work. He is a friend of 15 
years’ standing, who has been accompanying my visits to collectors’ houses here and there. 


It is probable that old textiles will disappear from antique markets in India in some years 
ahead. Therefore, a chance bargain will be limited to released goods of the maharajas or those 
taken out from temples. 

Checking the test prints of this book, I am convinced that beautiful colors and design of 
Indian textiles appeal to us living in a contemporary age no matter how old they are; they 
certainly suggest me the necessity to accomplish works that transcend generations, the kind 
represented by them. 


March, 1993 


Kokyo Haranaka 
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